
【国外由来の外来種】

※特段の防除取り組みが要請される区域：防除推進外来種にカテゴリ分けされた植物について、特に防除取り組みを推進すべき区域を整理

　　生物多様性保全上重要な地域：国立公園や世界自然遺産地域等の原生的自然や固有種・絶滅危惧種の生息・生育する地域等

　　公共緑地：都市公園など 2026/3/27時点

※特定外来生物に限り、指定時の科名とAPG・PPG分類の科名が異なる場合は指定時の科名を（）内に併記

生物 導入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予防
外来種

特定
外来

イネ科 ビーチグラス Ammophila arenaria 海岸砂丘。 Ⅳ ◎ ○ （◎） （○） ◎ ◎ （◎） ○ （○） ○ － － － －

ヨーロッパ海岸地
域原産。北米東
部、オーストラリ
ア南部、ニュー
ジーランド、南ア
フリカ、チリに外
来分布。

－
1.2m、多
年草

有機物が少なく、排水性の良い砂丘等。
本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

近年の分類学的研究の結果、
Ammophila arenaria はCalamagrostis（ノ
ガリヤス属）に含まれる見解が受け入れ
られつつあり、
海外ではCalamagrostis属の種との交雑
事例も報告されている。
海外では侵略的外来種とされ、砂丘形
成・固定のために導入されて在来の砂
丘植物を駆逐するなど問題となってい
る。また、近年では、本種とオオハマガ
ヤの雑種が海外で発見されており、その
性質は母種2種よりさらに侵略的と報告
されている。

⑦各県：東京・長崎、⑩海外：
ISSG

有用、Peterson et al.
2022、Mostow et al.
2021, 2024、
Askerooth et al. 2024

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

2 未定着
侵入予防
外来種

特定
外来

タヌキモ科

ウトゥリクラリア・インフラ
タ、ウトゥリクラリア・プラ
テンスィス

Utricularia inflata、
Utricularia platensis

湿地。 Ⅳ ◎ ○ （◎） － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － （◎） （○）

U. inflata は北米
原産、U.
platensisは南米
原産。

－

浮遊性
の多年
草、食
虫植物

湖沼、ため池、湿地。
ウトゥリクラリア・インフラタとして販売さ
れていたものがエフクレタヌキモだったこ
とがある。

－

当該２種は、形態的特徴や生態的特徴
がエフクレタヌキモに類似していることか
ら、日本で定着した場合には、同様の被
害を及ぼす可能性が高い。
エフクレタヌキモは結実しないが、当該２
種は結実する。
ウトゥリクラリア・インフラタは、アメリカで
急激に増加し、他の種類が減少すること
が報告された。また、有害雑草とされる。

⑥専門家：湿地8（エフクレタヌ
キモ）、⑦各県：長崎、⑪その
他：環境省、検討委員

USDA、GCW、H31第８
回G会合植物資料、
POWO、Kadono et al.
2019、Titus & Grisé.
2009、WA、
CARNIVOROUS
PLANT NURSERY

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

3
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

侵入予防
外来種

マメ科 メスキート（キャベ） Prosopis juliflora 乾燥地。 Ⅳ ○ ○ （◎） × ○ ◎ （◎） ○ （◎） ○ ○ （○） － －

熱帯アメリカ、西
インド諸島原産。
アフリカ、アジア、
オーストラリアに
外来分布。

－

8m、亜
高木、
刺があ
る

海岸地方から高原の乾燥地に生育す
る。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－
海外で砂漠緑化に利用され、侵略的外
来種として問題となった。

⑩海外：ISSG、⑫検討委員 有用、ブラジル －

吉川賢：メスキートの侵略戦略に対抗するための
策略
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjjiff/92/0/92
_54/_pdf/-char/ja【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

4 未定着
侵入予防
外来種

キク科
キダチカッコウアザミ（ア
ゲラティナ・アデノフォラ）

Ageratina adenophora
開けた森林、林
縁、川岸、湿った
岩の多い海岸。

Ⅴ ◎ ○ （◎） × － ◎ （◎） ○ （○） － － （○） （○） （◎）

メキシコ原産。
オーストラリア、
北米、南米、ヨー
ロッパ、アフリカ、
アジアに外来分
布。

－ 多年草
鉄道や道端等の荒地、農耕地、牧草
地、開けた森林、林縁、川岸、湿った岩
の多い海岸。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

種子は機械や設備、土壌、人間の衣服
等への付着・混入や、家畜、風、水で移
動する。農作物や牧草地に悪影響を及
ぼす可能性がある。家畜には有毒であ
る。アレロパシー作用を持つ。

⑩海外：ISSG、⑫検討委員 Ylist、EPPO － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種） 　 　 　

5
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

ヤシ科
シマケンチャヤシ（ユスラ
ヤシモドキ）

Archontophoenix
cunninghamiana

海岸、自然林、河
岸、かく乱地等。

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

オーストラリア東
北部原産。ブラジ
ル、ニュージーラ
ンド等に外来分
布。

露地栽培の北限
は九州南端とさ
れる。

30m、常
緑高木

海岸、自然林、河岸、かく乱地、市街地。
ある程度の耐寒性と耐陰性がある。

園芸植物。優美な姿を観賞するために
植栽される。

耐陰性があり、水や鳥により種子が散布
されること等から、生物多様性の保全上
重要な地域へ侵入するおそれのある場
所には、持ち込まない。

一年中開花、結実する。自家受粉する
能力があり、種子の生産量は多い。海
外で侵略的な外来種とされる。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

有用、園芸事典、JF － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

6 未定着
定着防止
外来種

ベンケイソウ
科

クラッスラ・ヘルムシー
（クラススラ・ヘルム
シー、クラススラ、クラウ
スラ・ヘルムシー）

Crassula helmsii 湿地。 Ⅳ ◎ ◎ （◎） － － ◎ （◎） ◎ （○） － － （◎） ○ －

オーストラリア、
ニュージーランド
原産。ヨーロッ
パ、アメリカ、ロシ
アに外来分布。

－
0.2m、多
年草

湿地や水辺を好む。
アクアリウムで利用される。水槽内での
栽培の難易度は普通。

水により断片が散布されること等から、
自然水域に持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。ア
ズマツメクサと同じ仲間。和名（通称名）
は学名による。
アズマツメクサ属の数種が日本で採集さ
れている。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

水草Ⅰ － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

7 未定着
定着防止
外来種

グミ科

ホソグミ（ロシアンオリー
ブ、ヤナギバグミ、スナナ
ツメ）

Elaeagnus angustifolia 湿地や河原。 Ⅳ ○ ◎ （◎） － ◎ ◎ （◎） ○ （◎） － － （◎） ○ －

ヨーロッパ南部～
西アジア原産。
ヨーロッパ中部、
アフリカ北部、北
米に外来分布。

－

9ｍ、落
葉低
木、刺
がある

農耕地、氾濫原、川岸、水路、湿地、森
林。実生には耐陰性があり、貧栄養な環
境を含み、様々な土壌、水分条件に生
育する。他の植物との競争に耐え、萌芽
生長により広がる。

観葉植物として販売されている。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされており、窒
素固定能力があるとともに、水や鳥、小
型哺乳類により種子が散布される。日本
にはグミ属の在来種が数多くあることか
ら、好適環境と考えられ、定着する可能
性が高いと考えられる。

⑦各県：東京・長崎、⑩海外：
ISSG

有用、Ylist、園芸事典 － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

8 未定着
定着防止
外来種

クワ科
フランスゴムノキ（コバノ
ゴムビワ、コバノゴム）

Ficus rubiginosa 暖かい地域の自然
林。

Ⅳ ○ ◎ （◎） － － ◎ （◎） ○ （◎） － － － ○ －

オーストラリア原
産。ヨーロッパ、
北米、太平洋諸
島に外来分布。

－
30m、常
緑高木

自然林、植林地、川岸、低木林。市街地
にもみられる。環境への適応の幅は広
い。

園芸植物。観賞用に販売されている。

動物により種子が散布されること等か
ら、生物多様性の保全上重要な地域に
侵入するおそれのある場所には、持ち込
まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
種特異的な受粉者がいないと種子をつ
けない。同じイチジク属のガジュマルは、
小笠原で問題になっている。

⑦各県：東京・長崎、⑩海外：
ISSG

JF － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

9
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

イラクサ科 ヤツデグワ（ガルモ） Cecropia peltata 森林、かく乱地、林
縁等。

Ⅳ ◎ ○ （◎） × － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

熱帯アメリカ原
産。熱帯アフリ
カ、熱帯アジア、
太平洋諸島に外
来分布。

－
20m、常
緑高木

低地の森林。かく乱地、溶岩層、森林の
ギャップ、植林地等にもみられる。

園芸植物。沖縄等の暖地や温室等で観
賞用に栽培される。

鳥により種子が運ばれて森林に侵入す
ること等から、生物多様性の保全上重要
な地域に侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
種子は果実食の鳥に運ばれる。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、⑦
各県：長崎・沖縄、⑩海外：ISSG

ブラジル、外来生物 － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

10
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

イラクサ科
ケクロピア・シュレベリア
ナ

Cecropia schreberiana
自然林、植林地、
草地、川岸、かく乱
地。

Ⅳ ◎ ○ （◎） × － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

コスタリカ、ジャマ
イカ等が原産。ポ
リネシア等に外来
分布。

－
20m、常
緑高木

自然林、植林地、草地、川岸、かく乱地。
日当たりの良い肥沃地を好む。

温室での栽培例がある。

鳥により種子が運ばれて森林に侵入す
ること等から、生物多様性の保全上重要
な地域に侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
種子は果実食の鳥やコウモリに運ばれ
る。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

ISSG － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

11 未定着
定着防止
外来種

カバノキ科

ヨーロッパハンノキ（オウ
シュウクロハンノキ、セイ
ヨウヤマハンノキ、グル
チノーザハンノキ）

Alnus glutinosa 湿地。 Ⅳ ◎ ◎ （◎） （○） ○ ○ （◎） ○ （◎） － － － ○ －

ヨーロッパ、コーカ
サス、シベリア西
部、北アフリカ原
産。オーストラリ
ア、カナダ、
ニュージーラン
ド、南アフリカ、ア
メリカ等に外来分
布。

－
20m、落
葉高木

湖沼、自然林、植林地、河川敷、市街
地、荒地、湿地。日当たりの良い、湿っ
た土壌を好むが、乾燥にも耐える。窒素
固定を行う。

鑑賞用に植栽される樹木。北海道、青森
県、岩手県で植栽。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされている。海
外では同属種と容易に交雑することが
報告されている。

⑦各県：青森・東京・長崎、⑩海
外：ISSG

便覧、有用、園芸事
典、JF、ISSG

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

12
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

フトモモ科

タチバナアデク（ピタン
ガ、スリナムチェリー、ブ
ラジリアンチェリー、カイ
エンチェリー、カボチャア
デク）

Eugenia uniflora 暖かい地域の自然
林。

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × － ○ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

南米原産。熱帯
アメリカ、アジア、
オーストラリア、
ヨーロッパ、北
米、アフリカ南部
に外来分布。

－

10ｍ、常
緑の低
木又は
小高木

自然林、植林、草原、低木林。海外で
は、果樹として栽培されたものが野生
化。

観賞用や果樹として植栽される樹木。
ピタンガの名前で流通している。果樹とし
て熱帯で栽培される。

暖温帯～亜熱帯地域では、生物多様性
の保全上重要な地域へ侵入するおそれ
のある場所に持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。ポ
リネシアでは、本種を含む35種類の植
物が、侵略的な外来種として輸入や栽
培等が規制されている。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

有用、Ylist、ＪＦ － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

13
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

フトモモ科

ムラサキフトモモ（アマゾ
ンオリーブ、ジャンボラ
ン、ヨウミャクアデク、メシ
ゲラック、ムレザキフトモ
モ）

Syzygium cumini 森林。 Ⅳ ◎ ◎ （◎） － － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

インド～マレーシ
ア原産。東南アジ
ア、オーストラリア
北部、アフリカ、
アメリカ南東部、
熱帯アメリカ、太
平洋諸島に外来
分布。

－
30m、常
緑高木

自然林。熱帯および亜熱帯気候の広い
環境条件で生育する。洪水や干ばつに
も耐える。

観賞用や果樹として植栽される樹木。各
地で紫色の果実を食用にするために栽
培される。薬用、木材等にも利用され
る。種なしの品種もある。

生物多様性の保全上重要な地域へ侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされている。
洪水や干ばつにも耐える環境耐性を持
つ。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

有用、Ylist、ＪＦ － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

14
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

ノボタン科
アメリカクサノボタン（クリ
デミア・ヒルタ）

Miconia crenata
自然林、草原、水
辺、かく乱地、低木
林等。

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － （◎） ○ ○

熱帯アメリカ原
産。熱帯アフリ
カ、熱帯アジア、
太平洋諸島、イン
ド洋に外来分布。

－
4m、常
緑低木

自然林、草原、水辺、かく乱地、低木林。
植物園の温室で栽培される。温室の鉢
物に適している。

鳥、人、車等によって分布拡大すること
等から、生物多様性の保全上重要な地
域へ侵入するおそれのある場所には、
持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
海外の情報では、１年中開花、結実す
る。土壌中の種子は４年間は生存し、短
期間で大量の埋土種子を形成する。種
子は鳥や哺乳類に運ばれる。
南西諸島や小笠原では、大きな脅威に
なる可能性がある。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、③
村中：C、⑦各県：東京・長崎・沖
縄、⑩海外：ISSG、⑪その他：検
討委員

園芸事典 － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　改定案　＜植物＞

No. 定着段階

特段の防除
取り組みが
要請される

区域

カテゴリ
対策優先
度の要件

特定
外来
生物

科名 和名（別名、流通名） 備考学名 定着可能性 生態系被害 分布拡大・拡散選定理由
特に問題となる地

域や環境

評価項目

原産地・分布
（日本を除く。）

日本での分布
重要
地域

特に問題
となる被害

逸出･拡散 文献等 防除マニュアル防除事例 他法令での位置付け形態 生育環境など 日本での利用状況 利用上の留意事項 抽出根拠等

リスト掲載種の並び順について
藻類、コケ植物、シダ植物、裸子植物、被子植物の順である。コケ植物の並びは岩月（2001）による。シダ植物はPPG I 
(2016) A community-derived classification for extant lycophytes and fernsによる。裸子植物は環境庁自然保護局(1994)
自然環境保全基礎調査植物目録修正版および朝日新聞社（1997）朝日百科，植物の世界．の植物分類表による。被子植
物は THE ANGIOSPERM PHYLOGENY GROUP（2016） An update of the Angiosperm Phylogeny Group classification for 
the orders and families of flowering plants: APG IVによる。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす

選定理由
Ⅰ．生態系被害のうち交雑が確認されている、又はその可能性が高いもの。
Ⅱ．生物多様性の保全上重要な地域で問題になっている、又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．人体に重篤な被害を引き起こす、又はその可能性が高いもの。。
Ⅳ．生態系被害のうち競合又は改変の影響が大きく、かつ分布拡大・拡散の可能性も高いもの。
Ⅴ．生態系被害のほか、人体や経済・産業へ幅広く被害を与えており、かつ分布拡大・拡散の可能性もあるもの。

1



生物 導入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続 人体
経済
産業

利用
付着
混入

No. 定着段階

特段の防除
取り組みが
要請される

区域

カテゴリ
対策優先
度の要件

特定
外来
生物

科名 和名（別名、流通名） 備考学名 定着可能性 生態系被害 分布拡大・拡散選定理由
特に問題となる地

域や環境

評価項目

原産地・分布
（日本を除く。）

日本での分布
重要
地域

特に問題
となる被害

逸出･拡散 文献等 防除マニュアル防除事例 他法令での位置付け形態 生育環境など 日本での利用状況 利用上の留意事項 抽出根拠等

15 未定着
定着防止
外来種

ムクロジ科
ノルウェーカエデ（ヨー
ロッパカエデ）

Acer platanoides 温帯～冷温帯の
自然林。

Ⅳ ◎ ◎ （◎） － ◎ ◎ （◎） ◎ （◎） － － － ○ －

ヨーロッパ(イギリ
スを除く)～カフカ
ス地域原産。イギ
リスや北米に外
来分布。

－
28ｍ、落
葉高木

海岸、自然林、植林地、かく乱地、市街
地。湿潤な温帯地域に生育する。生長
が早く、様々な土壌環境に適応する。耐
陰性や耐干性があり、病気への耐性が
ある。

観賞用に植栽される樹木。葉が周年暗
紅色の園芸品種も育成。近年庭木等と
して用いられている。

冷温な地域では、生物多様性の保全上
重要な地域に侵入するおそれのある場
所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。北
米の森林では厚い林冠を形成し、下層
植生の生育に影響を及ぼしている。
日本にはカエデ属の種類が多いことか
ら、好適環境と考えられ、定着する可能
性が高いと考えられる。
日本での栽培成績からは、少なくとも暖
地では非常に弱い。
雌雄同株。葉から没食子酸を放出する
ことで、菌類や微生物の種組成に影響を
及ぼし、根から在来種の成長と繁殖を阻
害する毒素を土壌に放出することが知ら
れている。種子は風散布で分布拡散能
力が高い。

⑦各県：東京・長崎、⑩海外：
ISSG

有用、JF、日本造園学
会H25年度回答

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

16 未定着
定着防止
外来種

ギョリュウ科 ギョリュウ属 Tamarix spp. 湿地や河原。 Ⅳ ○ ◎ （◎） × ○ ◎ （◎） ○ （◎） － － （○） ○ ○

ヨーロッパ、アフリ
カ、アジア原産。
世界に広く外来分
布。

南西諸島に逸
出。

8m、落
葉～半
落葉低
木

農業地域、荒地、市街地、かく乱地、湖
岸、河岸域、水路、湿地、河口、沿岸地
帯。

園芸植物。通称名ギョリュウで種名不明
なものも流通している。

水辺の生物や水利用への影響が大きい
ことから、自然の河岸等や生物多様性
の保全上重要な地域に侵入するおそれ
のある場所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
T. ramosissima （IUCNワースト100）やT.
chinensisギョリュウ、およびこれらを親と
する雑種を含め、ギョリュウ属全種が対
象。
海外の情報によれば、種子の生産量や
発芽能力は高く、冠毛があって風で運ば
れる。また、根から急速に萌芽する。枝
の断片が洪水で運ばれて、発根、再生
する。
海外の事例では、広範囲に密生した藪
を形成し、ヤナギ林や渓畔林等の在来
植物と競合、駆逐する。

①要注意、②W100：（IUCN）、⑦
各県：福島・東京・長崎・宮崎、
⑩海外：（ISSG）、⑪その他：検
討委員

JF、Gaskin & Schaal
2002、園芸

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

17
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

キョウチクト
ウ科

オオバナアサガオ（イン
ドゴムカズラ）

Cryptostegia grandiflora

森林、氾濫原、河
岸、かく乱地、低木
林、水路、湿地、
海浜。

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

マダガスカル原産
と考えられる。北
米、南米、オース
トラリアに外来分
布。

－

30m、常
緑のつ
る性木
本

農耕地、自然林、植林、氾濫原、河岸、
かく乱地、低木林、水路、湿地、海浜。

園芸植物。沖縄の石垣島では支柱仕立
てで庭木としている。

風や水により種子が散布されること等か
ら、生物多様性の保全上重要な地域へ
侵入するおそれのある場所には、持ち込
まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
強健種で比較的栽培は簡単。潮風に強
いので海浜地の植栽に適する。多湿地
を嫌い、排水の良い砂質土壌を好む。繁
殖は実生（取り播き）、取木。
海外の事例では、密生した薮を形成して
在来植物を駆逐し、生物多様性を低下さ
せる。特にオーストラリアでは侵略的で
ある。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

有用、熱帯花木、園芸
事典、ＪＦ、IPSW、日本
造園学会H25年度回答

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

18
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

ノウゼンカズ
ラ科

ネコノツメ（トラノツメ、マ
クファディエナ）

Dolichandra unguis-cati 暖かい地域の自然
林（特に林縁部）。

Ⅳ ◎ ◎ （◎） × － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

メキシコ、ガテマ
ラ、ブラジル、ア
ルゼンチン原産。
世界に広く外来分
布。

－

20m、常
緑の木
本性の
つる植
物

自然林、植林、草原、かく乱地、市街地。
若い時は耐陰性がある。

園芸植物。近年トラノツメという名で市場
に出ている。近年広く栽培されている。

風や水により種子が散布されること等か
ら、生物多様性の保全上重要な地域へ
侵入するおそれのある場所には、持ち込
まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
かつてはMacfadyenaという学名が使わ
れていたこともあり、マクファディエナと
いう流通名が存在する。
案外に耐寒性があって、軽い霜では害
をうけず、日本の中部以西の暖地ならば
よく戸外で生育し、つるは長く伸びる。挿
木で簡単に発根し、よく生長する。

⑦各県：東京・香川・長崎・沖
縄、⑩海外：ISSG

熱帯花木、園芸事典、
IPSW、ＪＦ

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

19
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

トベラ科 シマトベラ（トウソヨゴ） Pittosporum undulatum
自然林、草地、河
川敷、かく乱地、低
木林。

Ⅳ ◎ ◎ （◎） － － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

オーストラリア東
部原産。ヨーロッ
パ南部、アフリカ
南部、オーストラ
リア、ニュージー
ランド、北米、南
米、大西洋諸島、
ハワイ、台湾に外
来分布。

－
14m、常
緑低木

自然林、草地、河川敷、低木林、かく乱
地。関東の無加温温室で越冬。

栽培されている。

鳥により種子が散布されること等から、
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされる。
有毒物質のサポニンを含み、他の植物
の生育を阻害する。
別名ムニントベラ。ただしこの命名は産
地の誤認によるものであり、本種は小笠
原とは無関係な外来種である。また、小
笠原固有のトベラ属4種はいずれも地域
名としてシマトベラと呼ばれることがあ
る。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

園芸事典、IPSW、牧野
1961、小笠原固有

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

20
未定着（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

定着防止
外来種

ウコギ科

シェフレラ・アクチノフィラ
（ブラッサイア、オクトパ
スツリー、ハナフカノキ）

Heptapleurum
actinophyllum

暖かい地域の自然
林。

Ⅳ ○ ◎ （◎） － － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

オーストラリア、
ニューギニア原
産。アメリカ南東
部、太平洋諸島
に外来分布。

－
30ｍ、常
緑高木

自然林、かく乱地、市街地。
園芸植物。観賞用に栽培され、流通して
いる。

鳥により種子が運ばれて分布拡大する
こと等から、生物多様性の保全上重要
な地域へ侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
Lowry & Plunkett　2020によると、分子
系統解析の結果、これまでSchefflera と
されてきた種のほとんどが
Heptapleurumに再分類されることが明ら
かとなった。近年では、本種の学名も
Heptapleurum  actinophyllum が受け入
れられている。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

JF、IPSW、Lowry &
Plunkett　2020

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

総合対策外来種（定着） 　 　 　

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの） 　 　 　

21
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①③

特定
外来
（一
部）

サンショウウ
モ科
（アカウキク
サ科）

外来アゾラ属 Azolla spp.
アカウキクサやオ
オアカウキクサの
生育地周辺。

Ⅰ,Ⅳ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ ○ － ◎

アゾラ・クリスター
タ（アメリカオオア
カウキクサ）とニ
シノオオアカウキ
クサは北米原産。
世界の暖帯～熱
帯に広く外来分
布。

1993年に導入。
本州、四国、九
州、沖縄に分布
する。現在各地で
広がっているもの
の大半は、雑種
アゾラと呼ばれて
きたアイオオアカ
ウキクサAzolla
cristata ×
filiculoidesであ
る。

3cm、浮
遊植物

湖沼、水田、溝、水路等の日当たりのよ
い浅い水域。

合鴨農法の普及に伴い、アイガモの飼
料として各地に配布されていた。アゾラ・
クリスタータは特定外来生物に指定さ
れ、栽培等は規制されている。

外来アゾラ属は特定外来生物に指定さ
れており、利用されていない。
アイオオアカウキクサ（雑種アゾラ）は交
雑の可能性はなく、外来生物法の規制
の対象ではないが、絶滅危惧種のアカ
ウキクサやオオアカウキクサ等との競合
の可能性があるため、こうした種類の生
育地へ侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

外来アゾラ属にはアゾラ・クリスタータ
（アメリカオオアカウキクサ）、ニシノオオ
アカウキクサ、アイオオアカウキクサ等
が含まれる。

①特定外来、⑤対策：H20:<4、
H23:4、⑥専門家：水生34、⑦各
県：福島・茨城・栃木・群馬・埼
玉・千葉・東京・長野・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・大阪・兵
庫・奈良・和歌山・鳥取・島根・
岡山・徳島・香川・高知・福岡・
長崎・宮崎・鹿児島・沖縄、⑩海
外：ISSG

雑管、角野2013、写真
図鑑、日本水草

内藤馨・上原一彦・辻野耕實：淀川ワンドにおけ
る外来魚および外来植物の駆除．
https://www.jstage.jst.go.jp/article/suisan/78/4
/78_WA1767-6/_article/-char/ja/【URL取得日：
2026年3月13日】

農林水産省：外来生物対策指針
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/k_gairai/pdf/g_sisin.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

22
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①②③
特定
外来

サトイモ科
ボタンウキクサ（ウォー
ターレタス）

Pistia stratiotes 暖地の池沼や湿
地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ － －

世界の熱帯・亜熱
帯原産。ヨーロッ
パ、アジア、北米
に外来分布。

昭和初期に渡
来。本州(関東以
西)、四国、九州、
南西諸島、小笠
原に分布。

0.3m、浮
遊性の
多年草

池沼、河川、水田、水路等の日当たりの
良いところ。

特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－
強い繁殖力で水面を覆い尽くし、在来の
水生植物に深刻な影響を及ぼす。

①特定外来、②W100：日本、③
村中：A、⑤対策：H20:6、H23:7、
⑥専門家：水生36、⑦各県：青
森・茨城・栃木・群馬・埼玉・千
葉・東京・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和
歌山・鳥取・岡山・徳島・香川・
高知・福岡・佐賀・長崎・熊本・
大分・宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河
川：2,12,24、⑩海外：ISSG

外来生物、便覧、日本
水草、IPSW、POWO

大阪府環境農林水産総合研究所：３．ボタンウキ
クサ駆除方法の開発
https://www.knsk-
osaka.jp/_files/00017800/h20-3botanukikusa.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

農林水産省：外来種等が農業水利施設に及ぼす
影響と対策の手引き
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/gairai.html【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

23
定着初期／限
定分布

全国
防除推進
外来種

①②③
特定
外来

イネ科 スパルティナ属 Spartina spp. 干潟。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （◎） － ◎

北米、ヨーロッ
パ、北アフリカ原
産。ヨーロッパ、ア
ジア等に外来分
布。

スパルティナ・ア
ルテルニフロラ
（ヒガタアシ）S.
alterniflora が国
内では2008年に
確認。愛知、山
口、熊本で分布
が確認されたが、
防除実施により
生育面積は減
少。

3m、汽
水性の
多年草

海岸近くの河口域、塩沼地、干潟。
特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

北米原産のS. alterniflora が導入された
イギリスでS. maritima と交雑して不稔雑
種のS. × townsendii を形成し、それが
倍数化してS. anglica が生まれた。スパ
ルティナ・アングリカは特定でIUCNワー
スト100。ISSGにはS. anglica 、S.
alterniflora 、S. densiflora が掲載。
地下茎で急速に生育地を拡大する。地
下茎の断片が水に運ばれて、分布拡大
する。種子は水に浮き、潮流で運ばれ
る。
愛知県では塩性湿地を埋め尽くし、希少
種の生育を著しく阻害している。
海外では本種が繁茂することで、堆積作
用が増加し、湿地が平らな草地に変化し
てしまう事例がある。

①特定外来、②W100：（ＩＵＣ
Ｎ）、⑤対策：H23:1、⑥専門家：
塩湿10、⑦各県：東京・愛知・長
崎・熊本・沖縄、⑩海外：ISSG、
⑪その他：検討委員

Neira et al. 2005.、黒田
ほか2023、POWO

環境省：平成24年度外来生物問題調査検討業務
報告書
https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/
files_report/06-1%20h24_IAS_report3-1.pdf【URL
取得日：2026年3月13日】

愛知県：特定外来生物スパルティナ属（ヒガタア
シ）
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/
490596.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

24
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①③
特定
外来

アリノトウグ
サ科

オオフサモ（パロットフェ
ザー、スマフサモ、ヌマフ
サモ）

Myriophyllum aquaticum 池沼や湿地。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ － －

南米原産。ヨー
ロッパ、アフリカ、
アジア、オースト
ララシア、北米、
ハワイ諸島に外
来分布。

大正年間に渡
来。北海道～九
州、南西諸島に
分布。

2m、抽
水性の
多年草

湖沼、ため池、河川、水路。
観賞用の水草として利用されていたが、
特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

雌雄異株で、日本を含め原産地以外で
は雌株だけが定着している。種子は作ら
ない。
池沼や湿地に生育する在来の水生植物
（水草）と競合し、駆逐する。
水生生物の生息環境に影響を及ぼす。
河川や水路で繁茂すると、洪水時の流
水阻害を引き起こしたり、植物体が水門
等の施設に堆積し、水流や施設利用の
障害となる。

①特定外来、②W100：日本、③
村中：A、⑤対策：H20:11、
H23:15、⑥専門家：水生35、⑦
各県：北海道・福島・茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・石川・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・大阪・兵庫・奈良・和歌山・
鳥取・島根・岡山・徳島・香川・
高知・福岡・佐賀・長崎・熊本・
大分・宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河
川：23,29,46、⑩海外：ISSG

雑管、便覧、写真図
鑑、ＩＰＳＷ、日本水草

九州地方環境事務所：瀬戸内町仲里川における
特定外来生物オオフサモの防除状況について
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/press_00002.h
tml【URL取得日：2026年3月13日】

農林水産省・環境省・農研機構：オオフサモ駆除
マニュアル
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/attach/pdf/gairai_soukihakken-2.pdf【URL
取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

25
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①③④
特定
外来

ウリ科 アレチウリ Sicyos angulatus 河川に特有の種の
生育地。

Ⅳ,Ⅴ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ － ◎

北米原産。南米、
ヨーロッパ、アフリ
カ、アジア、オセ
アニア、太平洋諸
島に外来分布。

1952年に静岡に
渡来。
北海道～九州に
分布。

十数m、
つる性
の一年
草、果
実に刺
がある

林縁、荒地、道端、原野、樹園地、造林
地等。河川敷や飼料畑に大群落を形成
する。日当たりの良い肥沃な環境を好
む。

特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。指定以前も、利用に関す
る情報はなかった。

－

1952年に静岡県清水港で最初に採集さ
れた。輸入大豆に種子が混入して渡来
したとされる。近年は飼料用種子に混入
して侵入したとされる。

①特定外来、②W100：日本、③
村中：A、⑤対策：H20:51、
H23:32、⑥専門家：草原47、⑦
各県：北海道・青森・福島・茨
城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東
京・神奈川・石川・長野・岐阜・
静岡・愛知・滋賀・京都・大阪・
兵庫・奈良・和歌山・鳥取・島
根・岡山・徳島・香川・高知・福
岡・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿
児島・沖縄、⑧河川：44,78,84

便覧、写真図鑑、外来
生物、世雑Ⅰ

農研機構：大豆栽培における
難防除雑草の防除
https://www.naro.go.jp/project/research_activiti
es/soybeanzassoumanual_full_202103.pdf【URL取
得日：2025年3月16日】

国土交通省：河川における外来植物対策の手引
き
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/ka
nkyo/gairai/tebiki.html【URL取得日：2026年3月
13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

2
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特に問題となる地

域や環境

評価項目

原産地・分布
（日本を除く。）

日本での分布
重要
地域

特に問題
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26
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①②③④
特定
外来

アカバナ科

オオバナミズキンバイな
どを含むルドウィギア・グ
ランディフロラ

Ludwigia grandiflora （L.
grandiflora ssp. grandiflora ）

湖沼、ミズキンバイ
が生育する湿地。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ,
Ⅴ

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ◎ － ○

南米及び北米南
部原産.。ヨーロッ
パ、北米北部に
外来分布。

国内では2005年
に確認。本州、九
州（鹿児島）。

0.8m、浮
葉～抽
水～湿
性の多
年草

沼沢、湿地、ため池、湖沼、水路、河川。
コンクリートの護岸でも生育できる。

本種の可能性のある類似種が、観賞用
水草として流通している。水質浄化やビ
オトープ用の植物として利用されたと考
えられる。
特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

ナガエツルノゲイトウと同様あるいはそ
れ以上に除草困難である。近縁のミズキ
ンバイ（絶滅危惧Ⅱ類） の遺伝的かく乱
を引き起こすことも危惧される。
オオバナミズキンバイが、2007年に兵庫
県のため池で確認。2009年の冬期に琵
琶湖南湖への侵入が確認された。その
後はすさまじい勢いで分布を拡大し、
2012年末に南湖のほぼ全域まで分布を
広げた。ウスゲオオバナミズキンバイ
ssp. hexapetala は2009年に鹿児島で確
認された。

⑦各県：茨城・群馬・千葉・東
京・滋賀・京都・大阪・兵庫・和
歌山・長崎・鹿児島・沖縄、⑪そ
の他：検討委員

須山ほか2008、内藤ほ
か2014、GCW、水草
Ⅰ、日本水草、環境省
2025、国土交通省淀川
河川事務所2020

国土交通省霞ケ浦河川事務所：オオバナミズキ
ンバイ防除作業報告
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/
000682546.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

農林水産省：外来種等が農業水利施設に及ぼす
影響と対策の手引き
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/gairai.html【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

27
定着初期／限
定分布

全国
防除推進
外来種

①②③

特定
外来
（一
部）

モウセンゴケ
科

ナガエモウセンゴケ（ナ
ガエノモウセンゴケ、ドロ
セラ・インターメディア）等
の外来モウセンゴケ類

Drosera intermedia 、
Drosera  spp.

湿地、在来のモウ
センゴケ属の生育
地。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

オーストラリア、
北米、ヨーロッ
パ、南アフリカ、
ニュージーランド
原産。北米、ヨー
ロッパ、ニュー
ジーランド、アジ
アに外来分布。

国内で2004年ま
でに確認。茨城、
千葉、群馬、愛
知、岡山に分布。

15cm、
多年草

ミズゴケ類が育つような湿地。乾燥した
立地にも生育する。

観賞用に利用されていた。ナガエモウセ
ンゴケは特定外来生物に指定され、栽
培等は規制されている。

外来モウセンゴケ類は在来種の遺伝的
なかく乱を引き起こし、貴重な生態系で
ある湿地への影響も大きいことから、自
然環境には持ち込まない。

重要湿地への侵入が問題。在来種のモ
ウセンゴケD rotundifolia との自然交雑
が確認されている。
本種の除去作業は、立ち入りや抜き取り
により湿地が荒れてしまい、湿地生態系
への影響も大きい。また、継続的な除去
活動を実施しても中々根絶に至らない。
日本と同じ気候帯に分布しているため、
露地栽培でよく育つ。モウセンゴケ属は
多数の種子を散布し、栄養繁殖も盛ん。

⑤対策：H20:<4、H23:3、⑥専門
家：湿地21、⑦各県：茨城・栃
木・千葉・東京・愛知・京都・奈
良・岡山・長崎

便覧、写真図鑑、園芸
事典、環境省2025

片岡博行・西本孝：岡山県における外来食虫植
物の侵入状況－その３－ナガエモウセンゴケの
生態および引き抜き除去について－
https://okayama-shizenhogo-
c.jp/templates/front/pdf/chosa-
kenkyu/vol19/19_p29-41.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

愛知県：特定外来生物ナガエモウセンゴケ
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/
490592.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

28
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①②③④
特定
外来

ヒユ科

ナガエツルノゲイトウ（ミ
ゾツルノゲイトウ、ミズツ
ルノゲイトウ）

Alternanthera philoxeroides 池沼や湿地。 Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ － ◎

南米原産。熱帯
アジア、オースト
ララシア、北米に
外来分布。

1989年に渡来。
本州、四国、九
州、沖縄に分布。

長さ1m
以上、
多年草

湖沼、河川、水路、水田。
特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

世界で侵略的外来種として問題視され
ている。水湿地では特に旺盛な繁殖力
を示す。水面を覆い尽くすことで、様々な
生態系被害が生じている。植物体断面
からの再生力も強く、一旦侵入・定着す
ると根絶は容易ではない。

①特定外来、③村中：B、⑤対
策：H20:4、H23:6、⑥専門家：水
生28、⑦各県：福島・茨城・栃
木・群馬・埼玉・千葉・東京・岐
阜・静岡・滋賀・京都・大阪・兵
庫・鳥取・島根・岡山・徳島・香
川・高知・福岡・長崎・熊本・鹿
児島・沖縄、⑧河川：1,1,5、⑩海
外：ISSG

便覧、写真図鑑、帰化
植物、IPSW、日本水草

国土交通省：霞ケ浦におけるナガエツルノゲイト
ウ対応について
https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kanky
ou/tashizen/pdf/r05/4-3_shiryo.pdf【URL取得
日：2026年3月13日】

農林水産省：ナガエツルノゲイソウの駆除対策に
ついて
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/nagae.html【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

29
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①③
特定
外来

オオバコ科
（ゴマノハグ
サ科）

オオカワヂシャ（オオカワ
ジサ）

Veronica anagallis-aquatica

カワヂシャが生育
する河原や湿地、
絶滅危惧種が生
育する湧水地。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － － －

ヨーロッパ～アジ
ア北部原産。北
米、南米、ニュー
ジーランド、オー
ストラリア、南アフ
リカに外来分布。

1920年代に神奈
川県と兵庫県で
採集された標本
がある。本州、四
国、九州に分布。

1m、抽
水性～
湿生の
越年草
又は多
年草

湿地、河川、水田、水路。
特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

湿地に生育し、湧水池にも侵入するた
め、ミシマバイカモ等の湧水環境に生育
する在来種と競合している事例がある。
カワヂシャ準絶滅危惧（NT） との交雑が
確認されている。カワヂシャとの雑種で
あるホナガカワヂシャV.  x myriantha
は、発芽能力のある種子をつくることが
確認されている。
種子繁殖を行う他、植物体断片である茎
葉から容易に不定根を出して再生する。
茎の上部に腺毛のあるヒメカワヂシャ
（ヒメカワヂサ）f. anagalliformis が関東以
西の水辺で見いだされている。
東日本を中心に別種とみられる類似植
物が広がっている。

①特定外来、③村中：A、⑤対
策：H20:<4、H23:6⑥専門家：交
雑24、⑦各県：青森・福島・茨
城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東
京・石川・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・大阪・兵庫・奈
良・和歌山・鳥取・岡山・徳島・
香川・高知・佐賀・長崎・熊本・
大分・鹿児島・沖縄、⑧河川：
6,17,36

便覧、写真図鑑、外来
生物、日本水草、角野
2010、福原ほか2014

福原富士美・横田潤一郎・前村良雄・清水俊夫：
柿田川におけるオオカワヂシャの生態と駆除に
関する課題
https://www.rfc.or.jp/rp/files/25-20.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

国土交通省：河川における外来植物対策の手引
き
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/ka
nkyo/gairai/tebiki.html【URL取得日：2026年3月
13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

30
定着初期／限
定分布

全国
防除推進
外来種

①②③
特定
外来

タヌキモ科 エフクレタヌキモ Utricularia cf. platensis 湿地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ － 原産地不明。

1990年に静岡県
磐田市で野生化
したものは、その
後消失した。それ
以前から兵庫
県、大阪府でも野
生化が確認。
栃木、静岡、愛
知、兵庫、大阪に
分布。

長さ
2m、浮
遊性の
多年
草、食
虫植物

湖沼、ため池、湿地。

近縁種のウトゥリクラリア・インフラタとし
て流通してきた実態がある。タヌキモ属
は、大型の扱いやすい種を中心に、昔
から温室鉢植え栽培されてきた。特定外
来生物に指定され、栽培等は規制され
ている。

－

タヌキモ属は、種子が風、水、鳥で散布
される。植物体が水鳥に付着して運ばれ
ることが推察される。なお、日本で果実
を形成するかどうかは不明。
食虫植物マニアによって放流されている
と考えられ、自然環境の良好な池沼を
狙って、意図的に投入されている可能性
が高い。侵入すると根絶は困難。

⑥専門家：湿地8、⑦各県：東
京・静岡・愛知・大阪・兵庫・長
崎・沖縄、⑪その他：環境省、検
討委員

便覧、写真図鑑、帰化
植物、H31第８回G会合
植物資料、日本水草、
園芸事典、環境省
2025、亀山・大原2007

愛知県岡崎市：新香山中学１年生による特定外
来生物「オオフサモ」駆除活動
https://okazaki-kanko.jp/mizutomidori/shizen-
taiken/news/10551【URL取得日：2026年3月13
日】

愛知県：特定外来生物エフクレタヌキモ
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/
490595.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

31
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①③
特定
外来

キク科
オオキンケイギク（コレオ
プシス・ランケオラータ）

Coreopsis lanceolata 河原の固有種の
生育地。

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － －
北米原産。世界
に広く外来分布。

明治20年代に渡
来。
北海道～九州、
南西諸島、小笠
原に分布。

0.7m、多
年草

河川敷、道路沿い、海岸等に生育し、大
群落を作る。

園芸植物として渡来。ワイルドフラワー
緑化等に使用されていた。特定外来生
物に指定され、栽培等は規制されてい
る。

－
半自然草地や里山の二次草原、河原に
生育する在来植物（カワラサイコやカワ
ラハハコ等）を圧迫している。

①特定外来、②W100：日本③村
中：C、⑤対策：H20:22、
H23:27、⑥専門家：河原42・草
原40、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・栃木・群馬・埼玉・千
葉・東京・神奈川・石川・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
大阪・兵庫・奈良・和歌山・鳥
取・島根・岡山・徳島・香川・高
知・福岡・佐賀・長崎・熊本・大
分・宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河
川：19,58,86

便覧、写真図鑑、帰化
植物、外来生物

環境省九州地方環境事務所：パークボランティア
とオオキンケイギクの駆除活動を行いました!
https://kyushu.env.go.jp/blog/2021/06/post-
723.html【URL取得日：2026年3月13日】

国土交通省：地域と連携した外来植物防除対策
ハンドブック（案）
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/ka
nkyo/gairai/pdf/handbook.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

32
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①②③
特定
外来

キク科
ミズヒマワリ(ギムノコロ
ニス)

Gymnocoronis spilanthoides 池沼。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ － －

中央～南米原
産。アジア、オー
ストララシア、太
平洋諸島、ヨー
ロッパに外来分
布。

1995年渡来、関
東～四国、九州
に分布。

1.6m、抽
水性の
多年草

湖沼、河川、水路の水中や水際。
観賞用に利用されていた。特定外来生
物に指定され、栽培等は規制されてい
る。

－

旺盛な繁殖力で在来種の競争排除を引
き起こす他、訪花昆虫を巡っても在来種
との競合が起こると予想される。
治水・利水への影響として、河川や水路
で繁茂すると、洪水時の流水阻害を引き
起こしたり、植物体が水門等の施設に堆
積し、水流や施設利用の障害となる。

①特定外来、③村中：B、⑤対
策：H20:8、H23:5、⑥専門家：水
生26、⑦各県：茨城・群馬・埼
玉・千葉・東京・静岡・愛知・滋
賀・大阪・兵庫・和歌山・鳥取・
香川・高知・福岡・佐賀・長崎・
熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖
縄、⑧河川：0,0,2、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、日本
水草、950種、環境省
2025、外来種影響・対
策研究会2008

産経新聞：琵琶湖を「外敵」から守れ　外来植物
を根絶した驚異の人力パワー…石けん運動に続
く新環境モデルに（2015年4月1日）
https://www.sankei.com/article/20150401-
MAKDPNKDVNMYLOK77HIREVBAIA/【URL取得
日：2026年3月13日】

農林水産省：外来種等が農業水利施設に及ぼす
影響と対策の手引き
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/gairai.html【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

33

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

全国（特に南
西諸島）

防除推進
外来種

①②③
特定
外来

キク科

ツルヒヨドリ（コバナツル
ギク、ミカニア・ミクラン
サ）

Mikania micrantha 草地、林縁等。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ － －

熱帯アメリカ原
産。熱帯アジア、
北米、南米、オー
ストラリア、インド
洋諸島、太平洋
諸島に外来分
布。

1984年に沖縄県
うるま市の天顔
川河口付近で発
見。本島中部一
帯で繁茂し、西表
島にも侵入した。
沖縄、鹿児島（奄
美大島）に分布。

20m以
上、つる
性の多
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒地、森
林、林縁等に生育する。イネ、牧草、ゴ
ム、チャ等のプランテーションで問題にな
る。日陰地でも日当たりのよい所と同様
に生育がよい。南西諸島では秋から冬
に開花する。

特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

Mikania micrantha は、M. scandensとの
混同が多く、ともにツルギク、ツルヒヨドリ
の名で呼ばれる。沖縄県では重点対策
種に指定されている。
種子が風や動物により散布される。人に
よって植物片（節を含む茎）が伝播し、不
定根を出して増殖する。
大宜味村においては、竹林への被害も
出ており、やんばる地域への侵入により
生態系への影響が懸念される。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、⑦
各県：東京・高知・長崎・鹿児
島・沖縄、⑩海外：ISSG、⑪その
他：検討委員

世雑Ⅰ、写真図鑑、
IPSW、JF、竹松・一前
1987

名護市：名護市ツルヒヨドリ防除実施計画
https://www.city.nago.okinawa.jp/kurashi/20210
70100122/【URL取得日：2026年3月13日】

名護市：特定外来生物ツルヒヨドリ防除パンフレッ
ト
https://www.city.nago.okinawa.jp/kurashi/20210
70100122/【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

34
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①②③
特定
外来

キク科

オオハンゴンソウ（ルドベ
キア・ラキニアータ、ハナ
ガサギク、ヤエザキハン
ゴンソウ、ヤエザキオオ
ハンゴンソウ）

Rudbeckia laciniata 湿原や林床。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － － －

北米原産。ヨー
ロッパ、アジア、
オーストラリア、
ニュージーラン
ド、南米、太平洋
諸島に外来分
布。

園芸植物として
明治中期に渡
来。
北海道～九州、
南西諸島に分
布。

3m、多
年草

路傍、荒地、河原、湿原等、肥沃で湿っ
た環境。国立公園の湿原や森林といっ
た自然度の高い環境に侵入して繁茂す
る。

特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－
国立公園等、各地の重要地域で駆除が
行われている。

①特定外来、③村中：B、⑤対
策：H20:18、H23:2、⑥専門家：
草原40・高山20、⑦各県：北海
道・青森・福島・茨城・栃木・群
馬・埼玉・千葉・東京・石川・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・兵庫・奈良・和歌山・鳥取・
岡山・徳島・香川・高知・長崎・
熊本・大分・沖縄、⑧河川：
18,32,35

便覧、写真図鑑、帰化
植物、外来生物

国土交通省国土技術政策総合研究所：河川での
事例を多数掲載（河川管理者のための外来植物
防除対策解説書（案））
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1
010pdf/ks1010.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

国土交通省：地域と連携した外来植物防除対策
ハンドブック（案）
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/ka
nkyo/gairai/pdf/handbook.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

35
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①④
特定
外来

キク科
ナルトサワギク（コウベギ
ク）

Senecio madagascariensis 里山の二次草原、
裸地、河川敷等。

Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ － ○

マダガスカル原
産。アフリカ、北
米、南米、オース
トララシア、太平
洋諸島に外来分
布。

1976年渡来。本
州、四国、九州に
分布。

0.7m、一
～多年
草

海辺の埋め立て地、道路法面や裸地。
放棄水田、河川の中州にもみられる。乾
燥立地から湿潤立地に分布。

特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

里山の二次草原に脅威を与える外来生
物。
種子は風、鳥、動物、人間によって運ば
れる。
急性中毒は引き起こさないが、肝毒性や
発がん性を有するピロリジジンアルカロ
イドが乳汁へ移行するという報告もあり、
摂食した場合には人的被害をもたらす
危険性もある。家畜にも有毒である。

①特定外来、⑤対策：H20:<4、
H23:1、⑥専門家：草原18、⑦各
県：福島・茨城・栃木・埼玉・千
葉・東京・静岡・愛知・滋賀・京
都・大阪・兵庫・奈良・和歌山・
鳥取・岡山・徳島・香川・高知・
福岡・長崎・熊本・宮崎・鹿児
島・沖縄、⑧河川：0,0,5

便覧、帰化植物、写真
図鑑、藤原ほか2008、
小池ほか2015

藤原道郎：特定外来生物ナルトサワギク
（Senecio madagascariensis Poiret）の生態的特
性と兵庫県淡路島における分布状況
https://www.jstage.jst.go.jp/article/keikanengei/
21/0/21_23/_article/-char/ja/【URL取得日：
2026年3月13日】

国土交通省：河川における外来植物対策の手引
き
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/ka
nkyo/gairai/tebiki.html【URL取得日：2026年3月
13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

36
定着初期／限
定分布

全国
防除推進
外来種

①③
特定
外来

ウコギ科
（セリ科） ブラジルチドメグサ Hydrocotyle ranunculoides 池沼。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ － －

北米南部～南米
原産。ヨーロッ
パ、オーストラリ
ア、アフリカ、アジ
ア等に外来分布。

1998年頃に野生
化が確認。
千葉、埼玉、東
京、静岡、兵庫、
岡山、高知、九州
に分布。

長さ1m
以上、
浮葉～
抽水性
の多年
草

湖沼、河川、水路。
特定外来生物に指定され、栽培等は規
制されている。

－

治水・利水への影響として、河川や水路
で繁茂すると、洪水時の流水阻害を引き
起こしたり、植物体が水門等の施設に堆
積し、水流や施設利用の障害となる。
種子は水流や鳥で運ばれて分布を拡大
する。茎の断片の節から発根して再生
し、分布を拡大する。

①特定外来、③村中：B、⑤対
策：H20:<4、H23:4⑥専門家：水
生19、⑦各県：茨城・埼玉・千
葉・東京・滋賀・京都・兵庫・岡
山・高知・福岡・佐賀・長崎・熊
本・大分・宮崎・沖縄、⑧河川：
0,0,1

便覧、写真図鑑、日本
水草、950種、環境省
2025

国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所：
ブラジルチドメグサ
https://www.qsr.mlit.go.jp/chikugo/riyokankyo/b
razil/index.html【URL取得日：2026年3月13日】

福岡県：福岡県侵略的外来種防除マニュアル
2021
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachm
ent/169206.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

37
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①④
クチビルケイ
ソウ科 ミズワタクチビルケイソウ Cymbella janischii 河床。 Ⅳ,Ⅴ ○ － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ － ◎

アメリカ（太平洋
岸北西部）原産。
大西洋岸北東部
に外来分布。

2006年頃に筑後
川水系に侵入。
本州、四国、九州
に分布。

380μ
m、ミズ
ワタ状に
群生す
る

河川付着珪藻で、河床の石が土砂で埋
まって動きにくい場所、コンクリートで固
められた場所（水叩き）、岩盤が露出した
場所等。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

底生の生物群集構造や食物網構造を変
化させる。放流したアユが定着し難くな
る。漁網や取水施設を目詰まりさせる。
ミズワタ（バクテリアの一種）とよく似てい
て誤認の可能性がある。
河川の管理や水産物の生産に影響を及
ぼす地域や、生物多様性保全上重要な
地域に侵入した場合に防除の対象とな
る。

⑫検討委員
水産庁2024、麦倉ほか
2022

長野県水産試験場：外来珪藻の発生状況の把握
及び防除技術の開発
https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyosei/supply/seika
/attach/pdf/R04_ippan-142.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

長野県水産試験場：外来珪藻の発生状況の把握
及び防除技術の開発
https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyosei/supply/seika
/attach/pdf/R04_ippan-142.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

38

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③
サンショウモ
科

オオサンショウモ（サル
ビニア・モレスタ）

Salvinia molesta 暖地の池沼。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ○ ○

ブラジル南西部と
アルゼンチン北部
原産。世界に広く
外来分布。

1950年ごろ本州
に渡来（沖縄には
1970年代）。本
州、九州、沖縄の
各地で局所的に
野生化。

0.2ｍ、
浮遊性
の一年
草又は
多年草

温暖地の池沼、水路、溝、水田、湿地。
水温が高いと短期化で異常繁殖を繰り
返す。

沖縄で、一部の愛好家により栽培。現在
も観賞用に販売、利用されている。

日本で繁茂が確認されている。近縁種
のサンショウモS. natans等との競合、こ
れらの駆逐が危惧される。水により植物
体が散布されること等から、自然水域に
は持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
熱帯では水田雑草となる。養魚場の雑
草にもなる。近縁種のサンショウモS.
natansは絶滅危惧Ⅱ類 。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。
2006年、恩納村の農業用水ため池を覆
い尽くしている状態が確認された。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、④Ｆ
ＡＯ：10、⑦各県：福島・群馬・東
京・愛知・滋賀・奈良・和歌山・
香川・愛媛・長崎・宮崎・鹿児
島・沖縄、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、外来
生物、水草Ⅰ、JF、世
雑Ⅲ、日本水草

環境省：令和5年度生物多様性保全推進支援事
業実績報告書別紙10-6（南大東村水域環境保全
事業）
https://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/lo
cal_gov/hozen/r5images/253_r5_minamidaito.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

3
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39
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ ジュンサイ科

ハゴロモモ（フサジュン
サイ、カモンバ、カボン
バ、グリーンカボンバ、カ
ボンバ・カロリニアーナ）

Cabomba caroliniana ため池、湖沼。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ －

北米東南部原
産。ヨーロッパ、ア
ジア、北米、オー
ストラリアに外来
分布。

1929年に導入、
1950年に野生化
が確認。北海道、
本州、四国、九州
に分布。

2m、沈
水生の
多年草

湖沼、ため池、河川、水路等。水質がや
や汚濁した環境にも生育する。

観賞用水草として利用されている。
断片の水散布により分布が拡大し、水
生の希少種への影響も危惧されること
等から、自然水域には持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。
愛知県では、ガガブタやヒシ等の在来水
草を圧迫している。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、③村中：C、④FAO:
８、⑥専門家：水生26、⑦各県：
北海道・青森・福島・茨城・栃
木・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・奈良・香川・愛媛・高知・福
岡・長崎・鹿児島・沖縄、⑧
4,9,12、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、帰化
植物、外来生物、Ylist、
日本水草

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

40
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ スイレン科 園芸スイレン Nymphaea cv. ため池、湖沼。 Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － （◎） ◎ －

約40種類が熱帯
～温帯にかけて
広く世界に広く分
布。

明治時代末期か
ら園芸植物として
渡来した。北海
道、本州、四国、
九州、沖縄で栽
培され、野生化。
各地で生育して
いるが、外来種と
の認識がうすく、
逸出と植栽の境
界が明確でな
い。

浮葉性
の多年
草

湖沼、水路、人里近くのため池等に多
い。

観賞用に交配された多数の園芸品種が
観賞用に池や温室で利用される。熱帯
性と耐寒性に大きく分けられる。日本の
ヒツジグサと交配した品種も多い。種子
や根茎はデンプンを多く含み、食用にさ
れることもある。根茎は薬用にも利用さ
れる。

日本ではしばしば旺盛に繁殖して水面を
覆い、絶滅危惧種を含む水生生物へ大
きな影響を及ぼすため、自然水域には
持ち込まない。

海外で様々な種類が侵略的な外来種と
されている。
愛知県名古屋市、神奈川県相模原市、
福島県、福岡県では外来スイレンの駆
除が行われている。海外では、ニオイヒ
ツジグサN. odorata が侵略的とされてい
る。ヨーロッパでN. alba が、スリナムでN.
Amazonumが、ローデシアでN.caerulea
が、パキスタンでN. lotusが、インドでN.
sterlata が重要な雑草とされる。その他
にも様々な種類が雑草化している。
大きな葉で遮光し、水生動植物に影響を
与え、オニバス、ジュンサイ等と競合し、
駆逐する懸念がある。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑥専門家：水
生31、⑦各県：福島・群馬・埼
玉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・兵庫・徳島・香川・高
知・福岡・長崎・大分・宮崎・沖
縄、⑩海外：ISSG

有用、便覧、園芸事
典、GAWW、GCW、JF、
日本水草

福島県昭和村：駆除が困難とされていた『園芸ス
イレン』の駆除に成功！
https://www.vill.showa.fukushima.jp/news/3852/
【URL取得日：2026年3月13日】

福岡県：福岡県侵略的外来種防除マニュアル
2021
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachm
ent/169206.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

41

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ サトイモ科 オウゴンカズラ（ポトス） Epipremnum aureum 暖地の森林。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － × ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

東南アジア原産。
世界の亜熱帯、
熱帯域に広く外来
分布。

渡来年代は不
明。鹿児島、沖
縄、小笠原諸島
に分布。

12m、つ
る性多
年草

亜熱帯の森林内、林道沿い、林縁等の
環境において、他の樹木に絡みついて
生育する。

観賞用として利用されている。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

別名ポトスは、旧学名Pothosによる。
南西諸島では森林植生に侵入し、影響
を与えている。
地面を這った茎が根を張り、クローンで
分布を拡大する。ほとんど開花・結実し
た様子を見ることはない。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：滋賀・鹿児島・沖縄、⑫
地方環境事務所、農水省、検討
委員

写真図鑑、便覧、有
用、POWO

南海日日新聞：オウゴンカズラを駆除　徳之島の
国立公園区域（2019年3月10日）
https://www.nankainn.com/news/a-and-
p/%E3%82%AA%E3%82%A6%E3%82%B4%E3%83%B3
%E3%82%AB%E3%82%BA%E3%83%A9%E3%82%92%E
9%A7%86%E9%99%A4%E3%80%80%E5%BE%B3%E4%
B9%8B%E5%B3%B6%E3%81%AE%E5%9B%BD%E7%A
B%8B%E5%85%AC%E5%9C%92%E5%8C%BA%E5%9F
%9F【URL取得日：2026年3月13日】

鹿児島県：奄美群島にお住まいの方向けポトス
（オウゴンカズラ）防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-
kankyo/gairai/documents/72338_201905201551
43-1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

42
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ オモダカ科

ナガバオモダカ（サジタリ
ア・ウェザービアナ、ジャ
イアントサジタリア、サ
ギッタリア・グラミネア）

Sagittaria weatherbiana 湿地や池沼。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ － 北米原産。
1975年頃に渡
来。本州～九州
に分布。

0.6m、抽
水性の
多年草

湖沼、ため池、水路、河川。天然記念物
の京都の深泥池に侵入して繁茂してい
る。

ジャイアントサジタリアの名でアクアリウ
ムで栽培されている。

自然水域には、持ち込まない。

2010年にS. graminea の学名から変更さ
れた。
国の天然記念物の深泥池で繁茂し、自
生する希少種を駆逐する事例がある。
日本で栽培もしくは野生化している系統
は、雌花しかつけないため結実しない。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、③村中：B、④FAO:
９、⑤対策：H20:<4、⑥専門家：
水生19、⑦各県：福島・茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・愛知・滋
賀・京都・奈良・和歌山・香川・
長崎・宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河
川：0,1,1

便覧、写真図鑑、帰化
植物、日本水草、JF

静岡県立森林公園森の家：『浜松学芸高等学校』
皆様の公園内活動れぽーと③
https://morinoie.biz/blog/221008-150139.php
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

43
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ トチカガミ科
オオカナダモ（アナカリ
ス）

Egeria densa 池沼。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ○ －

南米原産。ヨー
ロッパ、アフリカ
南部、アジア、
オーストララシ
ア、北米、ハワイ
諸島に外来分
布。

大正時代に渡
来、本州～九州、
南西諸島に分
布。

1m、沈
水性で
常緑の
多年草

湖沼、河川、ため池、水路。日当たりの
良い、浅い停滞水域を好む。

観賞用に販売、利用される。魚の餌、植
物生理の実験材料等に利用されてい
る。

自然水域には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされ、日本の
河川でも分布を拡大しており、水生生物
への影響が懸念される。各地で問題の
ある外来植物とされ、駆除の対象となっ
ている。
滋賀県琵琶湖や京都市の深泥池で繁茂
している。
日本にあるのは雄株のみで、種子繁殖
はしていない。茎葉の断片で繁殖する。
繁殖力が旺盛であり、大きな群落を形成
し、遮光や溶存酸素濃度の低下等によ
り、在来植物や水生生物の減少を招く。
アレロパシーによって他の植物に対し生
育阻害を引き起こす。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本③村
中：A④ＦＡＯ：9、⑤対策：
H20:<4、H23:1、⑥専門家：水生
41、⑦各県：青森・福島・茨城・
群馬・埼玉・千葉・東京・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
兵庫・奈良・和歌山・鳥取・島
根・徳島・香川・愛媛・高知・福
岡・佐賀・長崎・大分・宮崎・鹿
児島・沖縄、⑧河川：30,60,70、
⑩海外：ISSG

世雑Ⅲ、便覧、外来生
物、JF、IPSW

内藤馨・上原一彦・辻野耕實：淀川ワンドにおけ
る外来魚および外来植物の駆除．
https://www.jstage.jst.go.jp/article/suisan/78/4
/78_WA1767-6/_article/-char/ja/【URL取得日：
2026年3月13日】

農林水産省：3.7  オオカナダモ
https://www.maff.go.jp/j//nousin/kankyo/kanky
o_hozen/attach/pdf/gairai-76.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

44
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ トチカガミ科 コカナダモ Elodea nuttallii 池沼や渓流。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ○ ◎

アメリカ北東部原
産。ヨーロッパ、
東アジアに外来
分布。

昭和の初めに渡
来。北海道、本
州、四国、九州に
分布。

1m、沈
水性で
常緑の
多年草

湖沼、河川、ため池、溝、水路。日当たり
の良い、流水～停滞水域、浅水を好む。

植物生理学の実験材料や魚の餌に利
用。観賞用の水草として利用されること
がある。

自然水域には、持ち込まない。

河川で分布を拡大しており、水生生物へ
の影響が懸念される。各地で問題のあ
る外来植物とされ、駆除の対象となって
いる。尾瀬沼等で繁茂し、在来植物を減
少させる等の影響を及ぼした。
日本にあるのは雄株のみで、種子繁殖
はしていない。切れ藻による栄養繁殖を
行う。繁殖力が旺盛であり、大きな群落
を形成し、遮光や溶存酸素濃度の低下
等により、在来植物や水生生物の減少
を招く。アレロパシーによって他の植物
に対し生育阻害を引き起こす。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本③村
中：A,④ＦＡＯ：9⑤対策：H23:1、
⑥専門家：水生40、⑦各県：北
海道・福島・茨城・栃木・群馬・
埼玉・千葉・東京・長野・岐阜・
静岡・愛知・滋賀・京都・兵庫・
奈良・和歌山・鳥取・香川・愛
媛・高知・福岡・佐賀・長崎・宮
崎・鹿児島、⑧河川：25,55,62

世雑Ⅲ、雑管、便覧、
JF、園芸事典、外来生
物、水草Ⅲ、日本水草

福島県：県内の外来植物駆除の試み~裏磐梯、南
湖公園、矢ノ原湿原~
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attac
hment/567094.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

農林水産省：外来種等が農業水利施設に及ぼす
影響と対策の手引き
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/gairai.html【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

45
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ トチカガミ科
クロモモドキ（ラガロシ
フォン・マヨール）

Lagarosiphon major 湖沼や河川。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ ○

アフリカ南部原
産。ヨーロッパ、
オーストラリア、
ニュージーラン
ド、マスカリン諸
島に外来分布。

2007年に岡山県
で野生化。

3m、沈
水性の
多年草

湖沼、河川、水路、湿地。 観賞用に利用されている。 自然水域には、持ち込まない。

かつてElodea crispa と呼ばれ、オオカナ
ダモと同属とされていた。
海外で侵略的な外来種とされており、生
態系や水利用に悪影響を及ぼしている。
雌雄異株、日本で野生化しているのは
雌株。
植物体の断片により分布が拡大する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H23:1、⑦各県：東京・
長崎・沖縄、⑩海外：ISSG

水草Ⅲ、片山・狩山
2012、IPSW、日本水草

中稲涼・中嶋佳貴・岸正規・沖陽子：用排水路に
過繁茂するトチカガミ科4草種の物理的防除法の
検討
https://soil.en.a.u-
tokyo.ac.jp/jsidre/search/PDFs/21/[4-
41(P)].pdf【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

46
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ トチカガミ科

アマゾントチカガミ（アマ
ゾンフロッグピット、リムノ
ビウム・ラエビガータム）

Limnobium laevigatum 温暖地の池沼や
湿地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ○ －
中南米原産。世
界に広く外来分
布。

1973年以前に渡
来。栃木、千葉、
東京、熊本、鹿児
島、大阪、南西諸
島に分布。

4cm、浮
遊性の
多年草

湖沼、ため池、河川の淀みや水路等。 観賞用に利用されている。 自然水域には、持ち込まない。

和歌山新宮市の国指定天然記念物「浮
島の森」で駆除が行われた。繁殖は種
子と繁殖茎で行う。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H23:2、⑦各県：福島・
茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・
東京・愛知・滋賀・和歌山・島
根・香川・高知・福岡・長崎・宮
崎・鹿児島・沖縄

便覧、水草Ⅲ、日本水
草、山崎・田金2020、
POWO

栃木県：アマゾントチカガミ駆除作成参加者募集
https://www.pref.tochigi.lg.jp/d04/houdou/docu
ments/20240927174945.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

農林水産省：農業水利施設に被害を及ぼす侵略
性の高い外来種
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/attach/pdf/gairai-12.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

47
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ トチカガミ科

オーストラリアセキショウ
モ（オオセキショウモ、
ジャイアントバリスネリ
ア）

Vallisneria australis 池沼や渓流。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －

オーストラリア原
産。ヨーロッパの
複数国に外来分
布。

2002年までに侵
入を確認。栃木
県佐野市、栃木・
群馬県境の才
川、滋賀県草津
市、熊本県白水
村、大分県由布
市に定着。

0.1～
1.6m、沈
水性の
多年生

湖沼、河川等の日当たりの良い水域。

オオセキショウモ（V. gigantea ）として販
売されていた植物について、遺伝解析を
行った結果、それらがオオセキショウモ
ではなくオーストラリアセキショウモに同
定された事例がある。オオセキショウモ
そのものの販売状況は不明である。

水辺に生育する希少種と競合し、駆逐す
るおそれがあること等から、自然水域に
は、持ち込まない。

本リストにおける和名ではオオセキショ
ウモも並記しているが、これは種名とし
てのオオセキショウモ（V. gigantea ）では
なく、流通名としてのオオセキショウモを
示す。
定着場所では一面の優占群落を形成
し、侵略的な状況を呈している。長良川
では少なくとも5km以上にわたって大繁
茂し、冬季には大量の切れ藻が川岸に
漂着する。常緑であるため、落葉性の在
来種（セキショウモやコウガイモ）よりも
繁殖力が高いと思われる。本種の国内
での有性繁殖は確認されていない。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：茨城・群馬・千葉・東
京・滋賀・長崎・沖縄、⑩海外：
ISSG、⑪その他：検討委員、⑫
検討委員

水草Ⅲ、藤井ほか
2016b、Wasekura et
al.2016、日本水草

藤井伸二・牧雅之・志賀隆：新外来水草コウガイ
セキショウモおよびオーストラリアセキショウモの
同定
https://researchmap.jp/NODAIOH1125/publishe
d_papers/16399125
【URL取得日：2026年3月13日】

農林水産省：外来種等が農業水利施設に及ぼす
影響と対策の手引き
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/gairai.html【URL取得日：2026年3月13日】
福岡県：福岡県侵略的外来種防除マニュアル
2021
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachm
ent/169206.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

48
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ トチカガミ科 コウガイセキショウモ
Vallisneria x
pseudorosulata

池沼や河川。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ － 原産地不明。

1999年に滋賀県
高島市の琵琶湖
湖岸で採取され
た標本が最も古
い記録。本州（千
葉県以南）、四
国、九州、沖縄の
一部地域に分
布。

0.1～
1.6m、沈
水性の
多年生

湖沼、河川等の日当たりの良い水域。

コウガイセキショウモとしては利用されて
いないものの、セイヨウセキショウモとし
て販売されているものには、セイヨウセ
キショウモとコウガイセキショウモが含ま
れていることがある。

水辺に生育する希少種と競合し、駆逐す
るおそれがあること等から、自然水域に
は、持ち込まない。

コウガイモ（V. denseserrulata ）とセイヨ
ウセキショウモ（V. spiralis ）の交雑に起
源する雑種分類群。国外の他の場所で
交雑したものがセイヨウセキショウモと混
同されて輸入・販売され逸出したと推測
される。
定着場所では一面の優占群落を形成
し、侵略的な状況を呈している。長良川
では少なくとも5km以上にわたって大繁
茂し、冬季には大量の切れ藻が川岸に
漂着する。千葉県松戸市坂川と佐賀県
佐賀市での聞き取りによれば、「繁茂し
て侵略的」との認識がなされている。常
緑であるため、落葉性の在来種（セキ
ショウモやコウガイモ）よりも繁殖力が高
いと思われる。コウガイセキショウモの
国内での有性繁殖は確認されていな
い。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：群馬・東京・愛知・滋
賀・福岡・長崎・鹿児島・沖縄、
⑩海外：ISSG、⑪その他：検討
委員、⑫検討委員

水草Ⅲ、藤井ほか
2016b、Wasekura et
al.2016、日本水草

藤井伸二・牧雅之・志賀隆：新外来水草コウガイ
セキショウモおよびオーストラリアセキショウモの
同定
https://researchmap.jp/NODAIOH1125/publishe
d_papers/16399125
【URL取得日：2026年3月13日】

農林水産省：外来種等が農業水利施設に及ぼす
影響と対策の手引き
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/gairai.html【URL取得日：2026年3月13日】
福岡県：福岡県侵略的外来種防除マニュアル
2021
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachm
ent/169206.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

49
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ アヤメ科 キショウブ Iris pseudacorus
池沼や湿地、特に
近縁のカキツバタ
等の生育地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （○） ◎ －

ヨーロッパ、西ア
ジア、北アフリカ
原産。オーストラ
ラシア、北米、南
米、大西洋諸島
に外来分布。

1897（明治30）年
頃に渡来。北海
道、本州、四国、
九州に分布。

1.5m、多
年草

湖沼、ため池、河川、水路、水田、湿っ
た畑地、林縁等の周辺で繁殖し、湿原や
草地にも侵入する。水湿地を好むが、や
や乾燥にも強く、池畔に適する。

園芸植物として渡来。民家や公園に植
栽される。花が綺麗なので水辺に植えら
れることが多い。様々な園芸品種があ
る。

近縁の絶滅危惧種のカキツバタ等の遺
伝的かく乱や、これらを含む水辺や草原
の在来植物との競合、駆逐が危惧され
ている。こうした影響を及ぼすおそれの
ある場所には、持ち込まない。

花が美しいので水辺に植えられることが
多いが、海外で侵略的な外来種とされ、
日本でも河川等で分布を拡大している。
地下に横に這う太い根茎があり、分枝し
て繁殖する。根茎は破片となって、水で
運ばれて分布を拡大する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本、③村
中：B、④ＦＡＯ：10、⑤対策：
H23:2、⑥専門家：水生16・草原
38、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・兵庫・奈良・和歌山・
鳥取・香川・高知・福岡・佐賀・
長崎・大分・宮崎・鹿児島、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅲ、帰化植物、外
来生物、園芸事典、
JF、IPSW

福島県：県内の外来植物駆除の試み~裏磐梯、南
湖公園、矢ノ原湿原~
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attac
hment/567094.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

NPO法人三浦半島生物多様性保全：外来生物マ
ニュアルNo.5　キショウブ
https://mbcn-m.com/?page_id=2117【URL取得
日：2026年3月16日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

4
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50

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③
クサスギカズ
ラ科

アオノリュウゼツラン
（リュウゼツラン、アガ
ベ・アメリカナ）

Agave americana 海岸岩場。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ －

アメリカ西部～メ
キシコ原産。ヨー
ロッパ、アフリカ
南部、オーストラ
ラシア、太平洋諸
島、太西洋諸島、
アジアに外来分
布。

天保年間(1830～
1843年)に渡来。
静岡、香川、小笠
原、沖縄に分布。

2.5m、多
肉性の
常緑の
多年
草、葉に
刺があ
る

海岸の崖地、砂丘、岩地、草原、川岸、
かく乱地、森林、低木林。耐寒性が強く、
関東以西では露地植えが可能である。

園芸植物。初めは繊維原料植物として
導入されたが、後に導入されたサイザル
アサに比べて繊維質が弱いために栽培
が中止された。近年は、様々な斑入りの
園芸品種が観賞用に栽培される。

生物多様性の保全上重要で温暖な地域
では、自然環境中へ拡散しないように利
用する。

単にリュウゼツランというときは、葉に斑
が入った栽培品種フクリンリュウゼツラ
ン’Marginata’をさす。
海外で侵略的な外来種とされ、日本では
小笠原諸島の岩場で群落を形成し、貴
重な荒原植生を駆逐している。
種子は風で散布される。植物体の断片
で繁殖する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・岐阜・静岡・香
川・高知・長崎・宮崎・鹿児島・
沖縄、⑩海外：ISSG

便覧、観葉、園芸事
典、ＪＦ、ＩＰＳＷ

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

51

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③
クサスギカズ
ラ科

サイザル（サイザルア
サ）

Agave sisalana 海岸、草地、低木
林。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ －
メキシコ原産。世
界に広く外来分
布。

渡来年代不明。
小笠原に分布。

葉の長
さ2m

海外では海岸、砂漠、植林地、草地、低
木林。

園芸植物。多肉植物として流通、栽培さ
れる。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされ、日本では
小笠原で帰化している。場所によっては
掲載種のアオノリュウゼツランと大差な
い程度に繁茂している。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑩海外：ISSG、⑪その他：環境
省関東

便覧、有用、園芸事
典、JF、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

52
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③
クサスギカズ
ラ科

アツバキミガヨラン（ユッ
カラン、ユッカ）

Yucca gloriosa 海岸砂浜。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ － ○ －

北米の海岸地域
原産。ヨーロッ
パ、南米、アフリ
カに外来分布。

園芸植物として
明治中期に渡
来。本州、四国、
九州の各地で局
所的に分布。

2.5m、常
緑低
木、葉
先に鋭
い刺が
ある

海岸の砂浜に侵入し、大きな株となるた
め、在来の海浜植物の生育を妨げてい
る。寒さには強いので、中部以南であれ
ば戸外で越冬する。株や地下茎が海流
によって流され、分布が拡がると考えら
れている。

園芸植物。ユッカ属の中でアツバキミガ
ヨランが最も多く流通しており、庭園樹や
岩石園に植栽されている。

海浜植物群落に侵入し、在来種の脅威
となるとともに、景観上も問題となってい
る。そのため、こうした環境に侵入するお
それのある場所には持ち込まないか、種
子や植物体の逸出を防止する等の配慮
が必要である。

愛知県ではハギクソウ等の希少種の群
落近くに侵入しており、条例では、生態
系に著しく悪影響を及ぼすおそれのある
移入種として指定されている。三重県で
は天然記念物の和具大島で繁茂し、駆
除の対象となっている。
日本には花粉を運ぶユッカガ類がいな
いので、人工授粉しない限りは結実しな
いとされる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑥専門家：砂
浜5、⑦各県：福島・茨城・千葉・
東京・静岡・愛知・滋賀・鳥取・
香川・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・沖縄

便覧、観葉、有用、園
芸事典、GCW、半田
2005、POWO

志摩半島野生動物研究会：平成22年タカラ・ハー
モニストファンド活動助成報告　志摩市和具大島
のアツバキミガヨラン駆除
https://www.takara.co.jp/environment/fund/pdfs
/h23report_10.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

53
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ ツユクサ科

ノハカタカラクサ（トキワ
ツユクサ、トラデスカン
ティア・フルミネンシス）

Tradescantia mundula 二次林林床。 Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －

南米原産。ヨー
ロッパ南部、温帯
アジア、オースト
ララシア、アメリ
カ、大西洋諸島に
外来分布。

昭和初年に渡
来。本州、四国、
九州に分布。

長さ
1m、常
緑性の
多年草

石垣、崖地、路傍、林床等、やや湿った
日陰。

園芸植物。園芸品種を含めて、観葉植
物として利用。

耐陰性があるため、雑木林や極相林の
林床や水辺への侵入が、確認又は危惧
されている。こうした環境に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされ、日本でも
分布を拡大している。生物多様性保全
上重要な地域に侵入した場合に防除の
対象となる。

①要注意、⑥専門家：雑木23・
極相21、⑦各県：茨城・栃木・群
馬・埼玉・千葉・東京・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・奈良・和
歌山・鳥取・香川・愛媛・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島・沖縄、⑧河川：14,37,51、⑩
海外：ISSG

便覧、帰化植物、外来
生物、有用、JF、園芸
事典、IPSW

丹羽俊一：柿田川における外来植物対策
https://www.rfc.or.jp/pdf/vol_78/p022.pdf【URL
取得日：2026年3月13日】

NPO法人三浦半島生物多様性保全：外来生物マ
ニュアルNo.3　トキワツユクサ
https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/5555/bu
stres/documents/m03_tokiwatuyukusa.pdf【URL
取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

54

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ ツユクサ科
ムラサキオモト（シキンラ
ン）

Tradescantia spathacea 林床。 Ⅱ ◎ × － ○ ○ ○ ◎ ◎ － － ○ －

メキシコ、西インド
諸島原産。アジ
ア、アフリカの一
部地域に外来分
布。

1816年渡来。南
西諸島、小笠原
諸島に分布。

0.2m、常
緑多年
草

高温多湿を好む。小笠原諸島では林床
に生育。

園芸植物として渡来。実生か株分けで
増やす。近年、矮性でよく分株する品種
が導入された。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされる。沖縄で
は遺棄されて野生化するものが増えて
きた。小笠原諸島の一部で高密度で林
床を覆っている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：鹿児島、⑩海外：
ISSG、⑪その他：環境省関東

便覧、園芸、園芸事
典、写真図鑑

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

55
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①②③ ミズアオイ科
ホテイアオイ（ウォーター
ヒヤシンス、ホテイソウ）

Eichhornia crassipes 池沼や湿地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ －

熱帯アメリカ原
産。ヨーロッパ南
部、アフリカ、熱
帯アジア、オース
トララシア、北米、
大西洋諸島、イン
ド洋諸島、太平洋
諸島に外来分
布。

明治年間(一説で
は江戸時代)に渡
来。本州、四国、
九州、南西諸島
に分布。

1.5m、浮
遊性の
多年草

富栄養化の進んだ湖沼、ため池、河川、
水路等の水面。

観賞用として渡来。ビオトープや水質浄
化にも利用される。

基本的には自然水域へ持ち込まないだ
けでなく、利用する場合には逸出しない
よう適切に管理する。

海外で侵略的な外来種とされ、日本の
河川でも分布を拡大しており、水生生物
への影響が懸念される。各地で問題の
ある外来植物とされ、駆除の対象となっ
ている。
走出枝を伸ばして子株を増やす。茎葉
の断片で繁殖する。種子ができない場
所も多い。
在来の水生植物との競合、水流阻害、
冬季に枯死した個体の腐敗による水質
悪化が懸念される。

①要注意、②W100：IUCN、日本
③村中：A、④ＦＡＯ：12、⑤対
策：H20:6、H23:4、⑥専門家：水
生38、⑦各県：北海道・福島・茨
城・群馬・埼玉・千葉・東京・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・兵
庫・奈良・和歌山・鳥取・島根・
徳島・香川・愛媛・高知・福岡・
佐賀・長崎・大分・宮崎・鹿児
島・沖縄、⑧河川：22,34,51、⑩
海外：ISSG

雑管、便覧、帰化植
物、外来生物、JF、園
芸事典、IPSW、日本水
草、POWO

内藤ら：淀川ワンドにおける外来魚および外来植
物の駆除
https://www.jstage.jst.go.jp/article/suisan/78/4
/78_WA1767-6/_article/-char/ja/【URL取得日：
2026年3月13日】

福岡県：福岡県侵略的外来種防除マニュアル
2021
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachm
ent/169206.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

56
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ イグサ科 コゴメイ Juncus polyanthemus イグサ等が生育す
る河川敷や湿地。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
オーストラリア原
産。ハワイに外来
分布。

1990年渡来。本
州の一部に分
布。各地の河川
敷に急速に分布
を拡大。

1.9m、多
年草

沿海地、河川敷、湿地。

本種の利用状況に関しては不明である
が、イグサ属の植物は種小名が不明な
ものを含めて、複数種が流通、利用され
ている。近縁種のイグサは、畳表の材料
にするために栽培される他、薬用等にも
利用される。

水辺の在来種と競合し駆逐するおそれ
がある。こういった水辺に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込まない。

近年、各地の水湿地で在来イグサが消
失し、本種に置き換わっている。原因は
不明だが、競合（繁殖干渉）等の問題が
懸念される。
在来種のイグサJ. effusus  var.
decipiensは茎の髄が連続しているが、
本種は隔壁構造をしているので区別で
きる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：茨城・栃木・群馬・埼
玉・千葉・東京・岐阜・愛知・滋
賀・京都・奈良・長崎・宮崎・沖
縄、⑧河川：0,0,6、⑪その他：検
討委員

便覧、帰化植物、JF、
野生植物1、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

57
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③
カヤツリグサ
科 アサハタヤガミスゲ Carex longii 湿地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － － ○ 北米原産。

1968年に神奈川
県横須賀市の米
軍基地内で採
取。神奈川、静
岡、新潟に分布。

0.6m、多
年草

砂質の湿地、湿草地、休耕田やその周
辺の溝等、排水の悪い土地。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

低湿地の希少な植物が生育する麻機遊
水地に定着し、問題となっている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・静岡・長崎、⑪そ
の他：検討委員、千葉・矢野
2025

勝山2013 － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

58
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③
カヤツリグサ
科

シュロガヤツリ（カラカサ
ガヤツリ）

Cyperus alternifolius  ssp.
flabelliformis

暖地の池沼や湿
地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ○ －
マダガスカル原
産。世界の熱帯
に広く外来分布。

小笠原諸島には
明治の末頃に導
入された.。本州
（関東以西）、四
国、九州、南西諸
島、小笠原に分
布。

1～2m、
多年草

池沼、河川、湿地。古くから栽培されて
いたものが暖かい地方で逸出していた
が、寒さにはかなり強く、最近は関東南
部でも越冬し、定着するようになった。水
温20～25℃で旺盛に生育する。越冬温
度は５℃程度。

園芸植物。カミガヤツリ（パピルス）と同
様にアフリカから導入され、古くから温室
で観賞用に栽培される。切り花にも利用
される。小鉢栽培に適した園芸品種コ
シュロガヤツリ（グランキリス）C.
alternifolius  'Grancilic'も流通し、栽培さ
れる。

自然水域には持ち込まない。

小笠原諸島では河床で株となり群落を
形成、在来の湿地植生（シダ等）を駆逐
し、流水路を狭め、水生生物（魚類、甲
殻類、水棲昆虫、クモ、サギ類）にも影
響を与えている。
増殖は株分けが普通であるが、実生も
でき、挿木も可能である。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑥専門家：水生8、⑦各県：茨
城・埼玉・千葉・東京・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・奈良・和歌山・
香川・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河川：
9,17,22

便覧、帰化植物、写真
図鑑、有用、Ylist、園芸
事典、日本水草

関東地方環境事務所・関東森林管理局・東京都・
小笠原村：世界自然遺産小笠原諸島生態系アク
ションプラン【第２期】
https://ogasawara-
info.jp/pdf/isan/ActionPlan2_nihongo.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

59
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③
カヤツリグサ
科

メリケンガヤツリ（オニシ
ロガヤツリ）

Cyperus eragrostis 湿地、河川敷。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） － －

熱帯アメリカ原
産。北米、南米、
ヨーロッパ、アジ
ア、オーストラリ
ア、ニュージーラ
ンド、南アフリカ、
大西洋諸島に外
来分布。

1959年に渡来。
本州、四国、九
州、南西諸島、小
笠原に分布。

1m、多
年草

河川、畑、溝、湿地等。日当たりが良く、
土壌の湿った所を好む。湛水条件下で
の生育は良くない。土壌の種類は選ば
ない。水辺で急速に分布拡大している。
水辺の裸地を好むが、強固な根茎を
持っていて永続性が高く、植生遷移を急
速に進めるおそれがある。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

保護対象の湿地への侵入や水湿地の
微小植物への影響が懸念される。一方
で、愛知県では自然度の高い場所に侵
入することは少なく、在来植物への影響
は限定的との記載がある。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、⑦各県：福島・茨城・
群馬・埼玉・千葉・東京・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
奈良・和歌山・香川・高知・福
岡・長崎・大分・宮崎・鹿児島、
⑧河川：17,45,52

世雑Ⅲ、便覧、写真図
鑑

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

60
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ イネ科

オオハマガヤ（アメリカハ
マニンニク、アメリカカイ
ガンソウ、アメリカンビー
チグラス）

Ammophila breviligulata 海岸砂浜。 Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ －
北米原産。ヨー
ロッパに外来分
布。

1951年に導入さ
れ、日本各地の
飛砂防止に植
栽。1976年に静
岡で野生化が確
認。青森、秋田、
山形、宮城、新
潟、石川、千葉、
静岡、鳥取に分
布。

1m、多
年草

沿岸地域。
北日本や日本海側を中心に、飛砂防止
に植栽される。

海岸の生態系に影響を及ぼすおそれの
ある場所には、持ち込まない。

近年の分類学的研究の結果、
Ammophila breviligulata は
Calamagrostis（ノガリヤス属）に含まれ
る見解が受け入れられつつある。
海岸植物への影響が懸念される。本種
は種子による繁殖は行わず、地下茎に
より栄養繁殖を行う。
近縁種が海外で侵略的となっており、本
種も根や株で分布を拡大し、生態系を改
変するおそれがある。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：青森・茨城・栃木・千
葉・東京・静岡・鳥取・長崎、⑧
河川：0,2,2

便覧、帰化植物、有
用、ISSG、GCW、
USDA、Peterson et al.
2022

黒沢高秀：宮城県仙台市宮城野区岡田で防潮堤
セットバックが行われた海岸の維管束植物相
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ece/25/2/2
5_22-00020/_article/-char/ja/【URL取得日：
2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

61
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

②③ イネ科 メリケンカルカヤ Andropogon virginicus 雑木林、草地、河
川敷。

Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） － －

北米原産。南米、
東アジア、オース
トラリア、太平洋
諸島に外来分
布。

1940（昭和15）年
頃に入った。本州
（関東以西）、四
国、九州、南西諸
島に分布。

1m、多
年草

草地、畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒
地等。日当たりが良く、土壌が乾いた所
に多い。酸性土壌や岩山にも生育する。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

埼玉では雑木林にも侵入し、センブリ群
落を駆逐。愛知県では希少種のウンヌ
ケ（絶滅危惧Ⅱ類（VU））やウンヌケモド
キ（準絶滅危惧（NT））と競合。
在来植物が生育困難な酸性土壌にも侵
入し、裸地環境を改変する。

①要注意、③村中：C、⑤対策：
H23:1、⑥専門家：草原45・湿地
10、⑦各県：福島・茨城・群馬・
埼玉・千葉・東京・神奈川・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・兵庫・奈良・和歌山・鳥取・
香川・愛媛・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
44,81,93、⑩海外：ISSG

世雑Ⅲ、外来生物、有
用

小笠原 勝, 高橋 優樹, 須藤 裕子, 石川 公広, 筒
井 豊：メリケンカルカヤの生態生理と防除に関す
る基礎的研究
https://www.jstage.jst.go.jp/article/turfgrass197
2/34/supplement2/34_supplement2_24/_article/
-char/ja/【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

62

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ イネ科

モンツキガヤ（アイダガ
ヤ、ナンゴクヒメアブラス
スキ）

Bothriochloa bladhii  var.
punctata

海岸草原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －

オーストラリアと
東南アジアが原
産。太平洋諸島、
ニュージーラン
ド、アジア、インド
洋諸島、アメリ
カ、アフリカに外
来分布。

2005年に沖縄県
竹富町、1974年
に東京都小笠原
村で確認。小笠
原の父島と兄島
で分布を拡大。

0.6～
1.5m、多
年草

路傍、海浜等、直射日光が豊富に当た
る立地。水はけのよい土壌を好み、酸
性、乾燥、貧栄養な土壌に生育する。

日本での本種の利用に関する情報は得
られなかった。

－

海外で侵略的な植物とされる。
種子による分布拡大速度は速く、栄養繁
殖は遅い。また、刈り取り後の再生長も
速い。
小笠原諸島では、ノヤギの食圧を受けて
生育数や生長が抑制されていたが、ノヤ
ギの駆除により低密度化したことで、増
加している。絶滅危惧種が生育する岩
上荒原植生を圧迫している。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：千葉・東京・長崎・鹿児
島・沖縄、⑪その他：林野庁

目録、Ylist、USDA、
PIER、関東地方環境事
務所ほか2014

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

63
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ イネ科 シンクリノイガ Cenchrus echinatus

公共緑地（公園
等）や路傍等の人
の生活環境、草原
や海岸植生。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ （◎） － ◎

熱帯アメリカ原
産。北米、南ヨー
ロッパ、アフリカ、
アジア、オースト
ラリア、太平洋諸
島等の熱帯～亜
熱帯に外来分
布。

関東以西に分
布。南西諸島、小
笠原では古くから
帰化。

0.8m、一
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒地等。
日当たりのよい肥沃地を好み、乾いた土
壌～湿った土壌に適応。隆起サンゴ礁
で形成された石灰岩地にも侵入。

利用に関する情報は得られなかった。 －

小笠原では返還時(1968年)頃の勢力は
ないものの、動物や人に付着して広が
り、群落を拡大している。石灰岩地の海
岸植生の保全を目的に、南島等で駆除
作業を実施している。
花序に刺があり、触ると痛い。
公共緑地（公園等）や路傍等の人の生
活環境や、生物多様性保全上重要な地
域に侵入した場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑦各県：千葉・
鹿児島、⑪その他：環境省関
東、⑫地方公共団体

世雑Ⅲ、便覧、写真図
鑑、帰化植物、便覧

小笠原諸島世界自然遺産候補地科学委員会外
来種対策・自然再生部会：小笠原南島でのシンク
リノイガ除去
https://ogasawara-
info.jp/pdf/gairaishu1/01_shiryou3_1.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

東村教育委員会：「慶佐次湾のヒルギ林」とその
周辺における外来植物対策ハンドブック
https://www.vill.higashi.okinawa.jp/material/files
/group/10/gairaisyutaisakuhanndobukku.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

5
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64
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ イネ科

シナダレスズメガヤ
（ウィーピングラブグラ
ス、セイタカカゼクサ、セ
イタカスズメガヤ、タレス
ズメガヤ）

Eragrostis curvula 河原、海岸砂浜。 Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ －

アフリカ南部原
産。ヨーロッパ、ア
ジア、オーストラ
ラシア、北米、南
米、大西洋諸島
に外来分布。

1959年に四国農
業試験場に導入
後、各地に導入。
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

1.5m、多
年草

牧草地、路傍、荒地、河原等。日当たり
の良い、砂質土壌を好む。

日本では牧草よりも砂防用に導入され、
高速道路や宅地造成地の土どめ用に利
用された。近年は生態系への影響が配
慮され、あまり利用されなくなった。

河原や砂丘に侵入して大株となり、在来
植物と競合し、駆逐する。砂の堆積を促
進することで、生態系の物理的な基盤を
変化させる。こうした環境に侵入するお
それのある場所には、持ち込まない。

愛知県ではススキのような大型の植物
まで駆逐。河原に生育するカワラノギク
（絶滅危惧ⅠB類（EN）） やカワラニガナ
（準絶滅危惧（NT））への影響が危惧さ
れる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本③村
中：A,④ＦＡＯ：８、⑤対策：
H20:<4、⑥専門家：河原46、⑦
各県：北海道・青森・福島・茨
城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東
京・神奈川・長野・岐阜・静岡・
愛知・滋賀・京都・兵庫・奈良・
和歌山・鳥取・島根・徳島・香
川・愛媛・高知・福岡・佐賀・長
崎・大分・宮崎・鹿児島、⑧河
川：61,104,107、⑨三省：環・農・
林・国都・国道

世雑Ⅲ、便覧、外来生
物、IPSW

外来種影響・対策研究会：鬼怒川
（書籍「河川における外来種対策の考え方とその
事例【改定版】－主な侵略的外来種の影響と対
策－」に掲載：Web公開されていない）

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所：シ
ナダレスズメガヤ除去マニュアル
https://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/shimodate_i
ndex013.html【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

65
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③④ イネ科 チクゴスズメノヒエ
Paspalum distichum var.
indutum

湿地や池沼、水
路、水田。

Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ － －

北米南部原産。
基本種のキシュ
ウスズメノヒエ
は、世界に広く外
来分布。

1970年代に福岡
県筑後地方で確
認。本州、四国、
九州、南西諸島
の一部に分布。

0.8ｍ、
抽水～
湿性の
多年草

湿地、水路、水田、湖沼、河川、ため池。
キシュウスズメノヒエと分布が重なるが、
より水深の深いところに生育する。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

キシュウスズメノヒエの変種。防除困難
な水田雑草。在来種のアシカキ、サヤヌ
カクサ等との競合やマット状に拡がり、
水面を覆い、水流阻害がある。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

④FAO：C、⑤対策：H20:<4、
H23:2、⑥専門家：水生21、⑦各
県：茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・愛知・滋賀・京都・和
歌山・徳島・香川・高知・福岡・
長崎・宮崎・鹿児島、⑧河川：
7,9,23

雑管、便覧、写真図
鑑、帰化植物、世雑
Ⅲ、日本水草、POWO

高橋久・永坂正夫・川原奈苗：河北潟における市
民参加による水辺管理の実践（事例報告）
https://kahokugata.sakura.ne.jp/pdf/sougouken/
s9-7.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

66
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

②③ イネ科
セイバンモロコシ（ジョン
ソングラス）

Sorghum halepense 河川敷、草原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ （◎） ◎ －

地中海沿岸のア
フリカ原産。ヨー
ロッパ、アジア、
オセアニア、北
米、南米に外来
分布。

飼料植物として
1943（昭和18）年
に渡来。本州、四
国、九州、南西諸
島、小笠原諸島
に分布。

2m、多
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、堤防、灌
漑路の周辺。温暖、湿潤、多雨地帯で日
当たりの良い所を好む。

牧草として利用されることがあるが、若
い茎葉や生育不良の新鮮葉は青酸を含
むことがあり、家畜が中毒を起こすこと
があるので注意が必要である。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。
牧草利用する際には、牧草地外への種
子の逸出を防止するために、結実前に
刈り取り、周縁部の草刈りを適切に行う
とともに、利用しない種子については放
置せずに適切に処分する。

芒のない型をヒメモロコシ（ノギナシセイ
バンモロコシ）f. muticumという。
世界的な強害雑草とされており、日本で
も河川で分布を拡大し、草原に生育する
在来種との競合、駆逐が危惧されてい
る。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

③村中：B、④ＦＡＯ：６、⑤対策：
H23:1、⑥専門家：草原32、⑦各
県：福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・兵庫・奈良・和
歌山・鳥取・徳島・香川・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑧河川：47,71,74
3,8,26*⑩海外：ISSG

世雑Ⅲ、便覧、帰化植
物、写真図鑑、牧草、
JF、有用、相澤ほか
2015

国土交通省関東地方整備局：第47回 荒川太郎
右衛門地区自然再生協議会　資料３
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/
000705091.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

農林水産省：個別対策編　セイバンモロコシ
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/attach/pdf/nagae-45.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

67
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①② イネ科

ヨシススキ（エリアンサ
ス・アルンディナセウス、
サッカラム パープルピー
プルグリーター）

Tripidium arundinaceum 草原等。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ ◎

インド～東南アジ
ア原産。熱帯～
温帯アジアに外
来分布。

1935年以前に渡
来。南西諸島で
逸出。本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

6m、多
年草

新しい道路、林道、砂防ダム工事ででき
た法面に生育する他、荒地、空地、草地
でも確認されている。

飼料植物や防風垣として渡来した。サッ
カラム パープルピープルグリーター
'Purple People Greeter'という品種が流
通、販売されている。

在来種の生物多様性の保全上重要な地
域に侵入するおそれのある場所には、
持ち込まない。

Erianthus arundinaceus の学名が使わ
れることもあり、それが流通名にもなって
いる。バイオ燃料製造等を目的に、九州
本土以北では種を結実しない品種であ
る栽培系エリアンサスが開発されてい
る。また、現在、完全に種子をつけない
不稔性の栽培系エリアンサスの品種開
発が進められている。
外国産の緑化用のススキの種子に本種
の種子が混入しており、法面緑化の際
に広がったという情報がある。
大型で強固な株を形成する植物である。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：茨城・群馬・東京・愛
知・和歌山・香川・高知・長崎・
大分・宮崎・鹿児島・沖縄、⑪そ
の他：検討委員

Ylist、便覧、多和田・池
原1979、茨木ほか
2015、写真図鑑、山田
2015

稲垣栄洋・小林陽平：刈り取り回数の違いがヨシ
ススキとススキの種間競合の優位性に及ぼす影
響
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjsrt/48/1/4
8_111/_article/-char/ja/【URL取得日：2026年3
月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

68

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③
ベンケイソウ
科

セイロンベンケイ（トウロ
ウソウ、セイロンベンケイ
ソウ、ハカラメ）

Kalanchoe pinnata 海岸岩場や石灰
岩地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

マダガスカル原
産。アジア、オー
ストララシア、アフ
リカ、南米、大西
洋諸島、インド洋
諸島、太平洋諸
島に外来分布。

渡来年代は不明
だが、沖縄には
かなり古い時代
に渡来。香川、高
知、宮崎、鹿児
島、南西諸島、小
笠原の各地で局
所的に分布。

2m、多
肉性の
多年草

海浜地や山地の裸地、岩場や路傍。
園芸植物。観賞用に栽培される。薬用に
も利用される。

特に温暖な地域では、自然環境に持ち
込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。日本で
は南西諸島の石灰岩地域の山頂まで繁
茂して在来種と競合し、駆逐している。
小笠原諸島では岩場で群落を形成する
ため、貴重な荒原植生を駆逐している。
葉１枚を地上に置くだけで、葉脈の末端
から不定芽を出して繁殖する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・香川・高知・長
崎・宮崎・鹿児島・沖縄、⑩海
外：ISSG

便覧、帰化植物、写真
図鑑、園芸、Ylist、有
用、JF、園芸事典

林野庁関東森林管理局小笠原諸島森林生態系
保全センター：千尋岩ルートの外来草本の抜取り
https://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/ogasa
wara/content/attach/pdf/topic-r6-2.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

69

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ マメ科
ソウシジュ（タイワンアカ
シア）

Acacia confusa 荒地、かく乱地、森
林。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

フィリピン原産。ア
ジア、太平洋地
域、ハワイ、北マ
リアナ諸島に外
来分布。

小笠原諸島へは
1902年に植栽。
広島、鹿児島、南
西諸島、小笠原
諸島に分布。

15m、常
緑高木

温暖で湿潤な気候を好み、荒地やかく乱
地に生育する。亜熱帯、熱帯では年中
開花する。

観賞用に植栽される樹木。九州南端以
南で、荒廃地の造林や、耕地防風林を
兼ねた緑肥木として導入。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的とされ、ハワイや北マリア
ナ諸島等で侵略的外来種となっている。
南西諸島や小笠原諸島で野生化してい
る。小笠原諸島では、ムニンヒメツバキ
林生態系や、固有トンボ類重要生息地
である水域生態系を圧迫している。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・長崎・宮崎・鹿児
島・沖縄、⑩海外：ISSG

便覧、有用、樹木、熱
帯花木、JF、園芸事
典、琉球弧、関東地方
環境事務所ほか2014

関東地方環境事務所・関東森林管理局・東京都・
小笠原村：世界自然遺産小笠原諸島生態系アク
ションプラン【第２期】
https://ogasawara-
info.jp/pdf/isan/ActionPlan2_nihongo.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

70
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

① マメ科
ナガバアカシア（アカシ
ア・ロンギフォリア）

Acacia longifolia 河川敷、低木林、
草原、森林。

Ⅳ ◎ × ◎ ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

オーストラリア、タ
スマニア原産。
ヨーロッパ、アフリ
カ南部、温帯アジ
ア、オーストララ
シア、アメリカ西
部、インド洋諸島
に外来分布。

山口で逸出。
10m、常
緑小高
木

温帯性。暖地では野外で越冬する。窒
素を固定する。海外の事例では海岸部
の山火事が起き易い場所に生育し、河
川敷、低木林、草原、森林にもみられ
る。年間降水量550mm以上は必要とす
る。潮風に耐える。

観賞用や砂丘の安定化のために植栽さ
れる。苗木の入手はやや難しい。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされ、密生した
藪をつくったり、大量の堆積物を生産す
ることで土壌環境を改変したりする等の
事例がある。
動物や水により種子が散布される。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・長崎、⑩海外：
ISSG

便覧、有用、園芸事
典、ＪＦ、熱帯花木

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

71
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ マメ科
モリシマアカシア（ブラッ
クワトル）

Acacia mearnsii 蛇紋岩地や草原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ － － ◎ ○

オーストラリア南
東部、タスマニア
原産。ヨーロッ
パ、アフリカ南
部、ニュージーラ
ンド、北米、南
米、アジア、大西
洋諸島、ハワイ諸
島に外来分布。

昭和30年代まで
に渡来。本州（愛
知、大阪、兵庫、
岡山、広島、山
口）、四国(香川、
愛媛)、九州（福
岡、宮崎）で逸
出。

20m、常
緑高木

草原、水辺、かく乱地、市街地、水路。乾
燥した温帯地域から湿潤な熱帯地域ま
で生育する。大阪でも越冬するがやや
弱い。

観賞用に植栽される樹木。暖地で緑化
樹、肥料樹、樹皮に含まれるタンニンの
採取のために導入。

蛇紋岩地の草地植生など、貴重な生態
系へ侵入するおそれのある場所には、
持ち込まない。

従来、園芸的にAcacia mollissima という
名前で栽培されてきたものは、本種であ
ることが多い。
海外で侵略的な外来種とされており、鳥
やげっ歯類により種子が散布され、窒素
固定により土壌環境を改変し、アレロパ
シー作用もある。
国内でも、愛知県田原市の笠山では蛇
紋岩地に侵入し草地植生が消滅するな
ど、貴重な生態系の消失が報告されて
いる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、⑦
各県：東京・愛知・香川・福岡・
長崎・宮崎、⑩海外：ISSG

便覧、有用、園芸事
典、熱帯花木、IPSW、
JF

愛知県：愛知県の外来種 ブルーデータブックあ
いち
2021https://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/
DownLoad/07_2021_kaisetu_plants2.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

72
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

① マメ科

メラノキシロンアカシア
（ブラックウッドアカシア、
アカシア・メラノクシロン、
メラノクシロンアカシア）

Acacia melanoxylon
河口、森林、草
原、河岸、かく乱
地、低木林。

Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

オーストラリア原
産。アフリカ、アジ
ア、ヨーロッパ、イ
ンド洋、太平洋、
南米、アメリカ、
ニュージーラン
ド、大西洋に外来
分布。

1883年に渡来。
静岡、岡山、福岡
に分布。

45m、常
緑高木

農耕地、沿岸地帯、河口、自然林、植林
地、草原、河岸、かく乱地、低木林、市街
地、湿地。常緑のアカシアの中では比較
的低温に耐えるので関東以西の沿岸部
等の気温が低下しにくい場所では越冬
できる。

観賞用に植栽される樹木。岡山県の王
子ヶ岳では、山林火災の跡地に治山植
栽された。暖地では、マツクイムシの被
害跡地等の植栽に有望とされる。原産
地では建築材として利用。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされており、動
物や水により種子が散布される。
岡山県の王子ヶ岳では、山林火災の跡
地に治山植栽された。斜面下部では、同
時に植栽されたクヌギやコナラ等を被陰
してほぼ純林を形成している。福岡県で
は、四王寺山等の花崗岩地で野生化し
ている。日本で既に侵略的になりつつあ
る。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・福岡・長崎、⑩海
外：ISSG

園芸事典、熱帯花木 － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

73
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①②④ マメ科
イタチハギ（クロバナエン
ジュ）

Amorpha fruticosa
河川敷、海岸、亜
高山帯、リンゴ園
周辺。

Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ －
北米原産。ヨー
ロッパ、アジアに
外来分布。

1912年に渡来。
1940年代以降に
本格的に導入。
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

4m、落
葉低木

荒地、路傍、崩壊地、土手、河原、海
岸、自然度の高い亜高山帯にも定着し、
生育する。

庭園樹、砂防用、生垣用に導入されてい
る。
蜜・花粉ともに多いことから、蜂が好んで
訪花する。また、養蜂業においては蜜源
として利用されている。
早期緑化（崩壊地や法面等の緑化）の
観点から非常に優れており、緑化植物と
して利用されている。

リンゴ炭そ病の発生源とされていること
から、リンゴ栽培が行われている場所の
周辺では、利用を避けることが望まし
い。
河原の在来植物と競合、駆逐するため、
河川により種子が拡散される場所には、
持ち込まない。

河川を中心に分布を拡大しており、多く
の都道府県で侵略的な外来植物とされ
ている
H24に改正された養蜂振興法第六条で
は、「蜜源植物を植栽、除去、又は伐採
しようとする者は、その目的に反しない
限りにおいて、蜜源植物の増大を旨とし
てこれを行わなければならない。」とさ
れ、国・地方公共団体に蜜源植物の保
護・増殖に対する必要な施策を講ずるこ
とが求められている。

①要注意、②W100：日本、③村
中：B、④FAO:7、⑥専門家：河
原19、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・兵庫・奈良・和歌山・
鳥取・香川・愛媛・高知・福岡・
佐賀・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑧河川：37,78,93、⑨三省：
国都・国道

便覧、写真図鑑、農林
水産省・林野庁H25年
度意見照会、外来生物

環境省：国指定大潟草原鳥獣保護区計画書
https://www.env.go.jp/council/12nature/y125-
17b/mat01_5-1.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

74

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ マメ科 ドクフジ（デリス、トバ） Derris taiwaniana 森林、林縁。 Ⅱ ◎ － ○ － ◎ ○ ◎ ◎ － － ◎ －
カンボジア～東イ
ンド、マレーシア
原産。

1917年に父島と
母島に導入され、
野生状の群生地
がみられるように
なった。
鹿児島、沖縄に
分布。

20m、落
葉藤木

森林内に広く生育する。
戦前に根から農業用殺虫剤を作るため
大量に栽培されていたが、現在の本種
の利用に関する情報は得られなかった。

－

繁殖力が旺盛で、低木類を覆いつくし、
高木類に登はんして、枯死に追い込ん
でいる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：鹿児島、⑫農水省 Yｌist、小笠原

関東森林管理局：小笠原の豊かな自然を後世に
残すために～島民参加による千尋岩ルートボラ
ンティア～
https://www.rinya.maff.go.jp/kanto/koho/koho_si
/attach/pdf/index-175.pdf【URL取得日：2026年
3月13日】

九州地方環境事務所：奄美大島の外来植物防除
優先度リスト
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/pdf/alie
n-priority-all-list-240117.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

75

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ マメ科
ギンネム（ギンゴウカン、
タマザキセンナ）

Leucaena leucocephala
海岸原野、草地、
林縁、森林、裸
地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

中央・南米原産。
ヨーロッパ南部、
アフリカ、アジア、
オーストラリア、
北米、太平洋諸
島、インド洋諸
島、大西洋諸島
に外来分布。

小笠原には江戸
時代末期に植樹
の記録があり、明
治時代初期以降
に本格的に造林
された。沖縄には
明治時代末期以
降にスリランカか
ら導入された。
小笠原諸島、沖
縄、鹿児島に分
布。

10m、常
緑小高
木

亜熱帯から熱帯の日当たりの良い道端
や原野、林縁。やせ地でも育つが、土の
浅いところでは樹高１～２ｍで止まる。小
笠原諸島や沖縄では、植栽地から周辺
の空地や道路沿いのかく乱地等に拡大
し、放棄された畑や宅地等に急速に広
がった。

緑化、緑肥、飼料、砂防、薪炭材、パル
プ用材として利用。分布域と形態により
ハワイ型又はペルー型と呼ばれる低木
型と、サルバドル型と呼ばれる高木型に
分けられる。生長の早い中高木になる林
業品種が育成されている。
沖縄県の奨励品種に指定されている。

小笠原諸島や奄美群島など、生物多様
性の保全上重要な地域に侵入するおそ
れのある場所での利用は、可能な限り
避けることが望ましい。

海外で侵略的とされる。小笠原諸島では
森林、草地植生、裸地に侵入し、植生へ
の影響が懸念される。沖縄諸島では、海
岸原野の在来植物への影響が危惧され
ている。奄美群島で在来種との競合、駆
逐が危惧されている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②Ｗ100：ＩＵＣＮ、③
村中：B、④ＦＡＯ：11、⑤対策：
H20:<4、⑥専門家：海洋島34、
⑦各県：東京・長崎・鹿児島・沖
縄、⑨三省：国都・国道、⑩海
外：ISSG

便覧、有用、樹木、農
林水産省H25年度意見
照会、外来生物、園芸
事典、JF、IPSW、畑・可
知2009、環境省九州地
方環境事務所那覇自
然環境事務所2010

渡邉昭博・岩下清美：低コストによる外来種（ギン
ネム）対策と海岸林再生への取り組み
https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/gijutu/ke
nkyu_happyo/attach/pdf/H26_happyo-50.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

沖縄県：ギンネム防除対策マニュアル
https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/projects/def
ault_project/_page_/001/004/679/ginnnemu_man
ual_1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

76
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ マメ科

シュッコンルピナス（ルピ
ナス、タヨウハウチワマ
メ、ノボリフジ）

Lupinus polyphyllus 自然草原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

北米、カナダ原
産。ヨーロッパ、
南オーストラリ
ア、ニュージーラ
ンドに外来分布。

1862年に渡来。
北海道、山形、長
野、滋賀、大分に
分布。

1.5m、多
年草

草原、林縁、森林、農耕地、かく乱地、荒
地。

園芸植物として栽培。花色別の園芸品
種がある。飼料や緑肥にもされる。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされており、日
本では草原への影響が問題とされてい
る。
志賀高原で対策が行われている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑥専門家：草
原28、⑦各県：北海道・茨城・東
京・滋賀・長崎・大分、⑩海外：
ISSG

便覧、写真図鑑、有
用、園芸事典、IPSW

環境省北海道地方事務所：ルピナス防除活動
（2018年6月28日）
https://hokkaido.env.go.jp/blog/2018/06/post-
299.html【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

6
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77

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①② クワ科 パンノキ Artocarpus altilis 亜熱帯のシイ・カ
シ林。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

ニューギニア～メ
ラネシア原産。世
界に広く外来分
布。

沖縄に分布。
30m以
上、常
緑高木

世界各地の熱帯地域で栽培される。石
垣島の一部の自然林内に多数の実生
が確認されている。

園芸植物。栽培品種には種子がある２
倍体と、種子のない３倍体がある。市
販、流通され、温室等で栽培される。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

台湾では侵略性を示しており、石垣島と
西表島のシイ・カシ林には定着する可能
性が極めて高い。定着してしまえば植生
に多大な悪影響を与えると思われる。石
垣島の自然林内では実生が確認され、
おそらく栽培品から鳥散布で分布域を拡
大したものと思われる。沖縄では実生苗
発生はあるが、鳥散布は観察されてい
ない。海外ではコウモリが種子を散布す
る。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑪そ
の他：検討委員

Ylist、有用、JF、園芸
事典、日本造園学会
H25年度回答、GCW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

78

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ イラクサ科
コゴメミズ（コメバコケミ
ズ、ピレア・ミクロフィラ）

Pilea microphylla 暗く湿った岩場。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ ○

南米原産。ヨー
ロッパ、アフリカ、
北米、ハワイ等の
太平洋諸島、台
湾等に外来分
布。

戦後、沖縄と鹿
児島に渡来。
1991年に東京、
1998年に神奈川
で確認。本州、四
国と九州の一
部、南西諸島に
分布。

0.2m、多
汁性の
一年草

低地の敷石、石垣の間、湿った岩やコン
クリートの隙間。沖縄では通年みられ
る。

ピレア・ミクロフィラの名前で園芸用に流
通、販売されている。

南西諸島の水湿地で繁茂し、石灰岩露
頭の陰湿環境に生育する微小植物への
影響が懸念される。こうした環境に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

増殖は挿木、種子によるが、挿木で容易
に発根するので、通常は挿木が用いら
れる。匍匐性の種では、株分けで容易に
殖やせる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：茨城・千葉・東京・愛
知・滋賀・和歌山・香川・高知・
長崎・宮崎・鹿児島・沖縄、⑪そ
の他：検討委員

便覧、帰化植物、写真
図鑑、JF、園芸事典、
GCW

－

環境省奄美野生生物保護センター：コゴメミズ
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/images/
alien-priority/12.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

79

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ モクマオウ科

モクマオウ類（トクサバモ
クマオウ（トキワギョリュ
ウ）、カニンガムモクマオ
ウ、グラウカモクマオウ、
これら3種間の雑種）

Casuarina equisetifolia、
Casuarina canninghamiana、
Casuarina glauca

森林。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

オーストラリア原
産。アフリカ南
部、北米南東部、
カリブ海に外来分
布。

南西諸島には明
治初期、小笠原
には1879（明治
12）年に導入さ
れ、野生化。奄美
大島、南西諸島、
小笠原に分布。

20m、常
緑高木

日当たりの良い砂地を好む。種子の生
産量、発芽率が高い上に、放線菌と共
生して痩せ地でも良く育つ。耐塩性や耐
乾性がある。

観賞用に植栽される樹木。砂防林、防風
林、肥料木、街路樹、公園樹として植栽
される。材は薪炭用に、樹皮のタンニン
が薬用に利用される。第二次世界大戦
で焦土となった沖縄の緑化樹として積極
的に取り入れられた。早期緑化（崩壊地
や法面等の緑化）の観点から非常に優
れており、緑化植物として利用されてい
る。

小笠原諸島や奄美群島で問題とされて
いる。生物多様性の保全上重要なこうし
た地域での利用は、可能な限り控える等
の配慮が必要である。

海外で侵略的とされる。
落ち葉が林床に蓄積し、アレロパシー作
用もある。奄美群島では、アジサシ類の
営巣地である海岸域にはびこり、野鳥の
営巣地が破壊されたとされる。
トクサバモクマオウは南西諸島や小笠
原で植栽され野生化。カニンガムモクマ
オウは本州（関東以西）から南西諸島に
植栽され、南西諸島で野生化。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑥専門家：海
洋島29、⑦各県：東京・滋賀・長
崎・鹿児島・沖縄、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、
IPSW、有用、林野庁
H25年度意見照会、野
生植物3、南海日日新
聞2024

阿部真・川上 和人・牧野俊一：小笠原諸島西島
における侵略的外来樹種トクサバモクマオウの
駆除に対する在来種群集の反応
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jfsc/124/0/
124_711/_article/-char/ja/【URL取得日：2026年
3月13日】

東村教育委員会：「慶佐次湾のヒルギ林」とその
周辺における外来植物対策ハンドブック
https://www.vill.higashi.okinawa.jp/material/files
/group/10/gairaisyutaisakuhanndobukku.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

80

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ アカバナ科

セイヨウミズユキノシタ
（ルドウィジア・パルスト
リス、ルドウィジア・ナタ
ンス

Ludwigia palustris 湖沼、河川、湿
地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －
北半球の温暖部
原産。

1984年頃に国内
に渡来（場所の
記録なし）。宮
城、埼玉、高知、
佐賀、鹿児島に
分布。

抽水性
の多年
草

湖沼、水路、湿地等の水辺、時に水中、
泥地や湿った林道等でマット状に生育す
る。

園芸植物。水槽栽培では節間が長く伸
び、あまり向かないが、丈夫で育て易
い。

自然水域および生物多様性の保全上重
要な地域に侵入するおそれのある場所
には、持ち込まない。

種子と千切れた断片から生育する。奄
美大島の世界遺産地域のコアエリアに
侵入し、渓流域の岩上に生育する希少
種と競合している。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：埼玉・鹿児島、⑫地方
環境事務所

写真図鑑、水草Ⅰ、便
覧、奄美野生生物保護
センター2024

－

九州地方環境事務所：奄美大島の外来植物防除
優先度リスト
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/pdf/alie
n-priority-all-list-240117.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

81
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ アカバナ科

アメリカミズユキノシタ
（ルドウィジア・レペンス、
レッドルドウィジア）

Ludwigia repens 池沼や湿地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

北米～メキシコ～
西インド諸島原
産。日本、ハンガ
リー、ハワイに外
来分布。

1970年頃に京都
府（深泥池）で確
認された。本州に
分布。

長さ
0.5m、沈
水～抽
水～湿
性の多
年草

湖沼、ため池、休耕田、水路、湿地。

アクアリウム用の観賞植物として栽培。
岡山県の児島湖干潟造成地では、植生
護岸の整備とビオトープ創出のために植
栽された。

湿地への影響が危惧されていること等
から、自然環境には、持ち込まない。

ヨーロッパやアメリカでは侵略的な外来
種とされており、野生化すると旺盛な繁
殖力を持ち、駆除しても根絶は困難であ
る。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、③村中：B、⑤対策：
H20:<4、H23:1、⑥専門家：水生
12、⑦各県：茨城・埼玉・千葉・
東京・愛知・滋賀・京都・奈良・
長崎・鹿児島・沖縄、⑧河川：
0,0,1

便覧、写真図鑑、
GCW、日本水草、沖
2013

環境省九州地方環境事務所：特定外来生物オオ
フサモ防除作業の結果 【屋久島地域】
https://kyushu.env.go.jp/blog/2019/08/14/
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

82
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ アカバナ科
コマツヨイグサ（キレハマ
ツヨイグサ）

Oenothera laciniata 海岸砂浜。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －

北米東部原産。
アジア、アフリカ、
ヨーロッパ、オー
ストラリア、太平
洋諸島等、温帯
～亜熱帯に外来
分布。

1910年頃に渡
来、北海道～九
州、南西諸島、小
笠原に分布。

0.5m、一
～多年
草

道端、荒地、市街地、畑地、樹園地、海
岸や河原等の砂地。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

海岸砂浜の在来植物と競合し、駆逐す
ることが懸念される。鳥取砂丘で問題に
なっている。生物多様性保全上重要な
地域に侵入した場合に防除の対象とな
る。

①要注意、③村中：B、⑥専門
家：砂浜31、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・兵庫・奈良・和
歌山・鳥取・島根・香川・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑧河川：52,84,89、⑪その
他：検討委員

便覧、帰化植物、外来
生物

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

83

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ フトモモ科

テリハバンジロウ（シマフ
トモモ、ストロベリーグア
バ、イチゴグアバ）、キミ
ノバンジロウ（キバンジロ
ウ、キバンザクロ、イエ
ローストロベリーグアバ）

Psidium cattleyanum
森林、低木林、草
原、小笠原の岩上
荒原植生。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

ブラジル原産。ア
フリカ、オーストラ
ラシア、アメリカ南
東部、アゾレス諸
島、インド洋諸
島、太平洋諸島
に外来分布。

明治時代以降に
渡来。
沖縄、鹿児島、小
笠原に分布。

8m、常
緑小低
木

農耕地、海岸、自然林、植林地、草原、
川岸、低木林、市街地、湿地。耐陰性が
ある。

果実を生又は加工して食用にするため
に栽培される。

生物多様性の保全上重要な地域へ侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされる。
風味が優れた品種であるキミノバンジロ
ウPsidium cattleyanum f. lucidumが、
1909（明治42）年に輸入され、小笠原で
栽培されて野生化した。キミノバンジロウ
の沖縄への渡来年代は不明だが、1940
年代後半には栽培があったと推測され
る。母種のテリハバンジロウは、昭和初
期から栽培されている。
ムニンヒメツバキ林生態系、乾性低木
林、岩上荒原植生生態系等を圧迫して
いる。
種子は果実を食べる動物や鳥により運
ばれる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、⑥
専門家：海洋島22、⑦各県：東
京・長崎・鹿児島・沖縄、⑩海
外：ISSG

便覧、写真図鑑、Ylist、
有用、外来生物、
IPSW、JF、関東地方環
境事務所ほか2014

林野庁関東森林管理局小笠原諸島森林生態系
保全センター：フジフィルムビジネスイノベーション
端数俱楽部外来淑女体験
https://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/ogasa
wara/content/attach/pdf/topic-r6-11.pdf【URL
取得日：2026年3月13日】

一般社団法人日本森林技術協会：小笠原諸島に
おける外来植物の駆除手引き（キバンジロウ・バ
ンジロウ）
https://www.jafta.or.jp/contents/_files/jigyo_con
sulting/R4_oga_invasive_remove.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

84
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①③ ニガキ科 ニワウルシ（シンジュ） Ailanthus altissima 河川敷、二次林。 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ ○ －

中国の北～中部
原産。ヨーロッ
パ、南北米、オー
ストラリアに外来
分布。

1880年頃に渡
来。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島で逸
出。

10～
25m、落
葉高木

路面間隙、舗道の割れ目、河川敷、荒
地、土手、丘陵の林縁、耕作放棄地。日
当たりの良い環境を好むが、耐陰性も持
つ。高温、乾燥、寒気、酸性土壌、大気
汚染、潮風に強い。

庭木、公園樹、街路樹として栽培。寒冷
地や煙害の強い工場地帯での利用が多
い。群馬県では、第二次世界大戦前ま
でエリサンという輸入蚕の飼料として利
用されていた。

日本では河川等で密林を形成して、分
布を拡大するとともに、雑木林への侵入
も危惧されている。自然環境には、持ち
込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。根萌芽
により密林状の群落を形成し、水流阻
害、洪水誘発を起こす危険性がある。雌
雄異株。生長が速い。種子は風や水に
より散布される。ウルシ科ではないの
で、触れてもかぶれることはない。速い
生長と生育範囲の拡大、アレロパシーに
より在来植物を駆逐する。

③村中：C、⑥専門家：雑木13、
⑦各県：北海道・青森・福島・茨
城・群馬・千葉・東京・長野・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・兵
庫・奈良・和歌山・鳥取・徳島・
香川・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎、⑧河川：37,68,70、⑩海
外：ISSG

便覧、写真図鑑、有
用、帰化植物、園芸事
典、H26年度服部氏ヒ
アリング

NPO環〜WA：里山整備&もちつき～外来種（ニワ
ウルシ）の駆除作業と冬の風物詩のもちつきを楽
しもう！
https://npowa-
satoyama.com/2024/12/18/save-japan/【URL
取得日：2026年3月13日】

長野県：長野県版外来種対策ハンドブック
https://www.city.iiyama.nagano.jp/assets/files/n
ourin/shinkou/26_niwaurushi.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

85
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③④ アブラナ科

オランダガラシ（（クレソ
ン、ウォータークレス、ミ
ズガラシ、オランダミズガ
ラシ）、ムラサキオランダ
ガラシを含む））

Nasturtium officinale、
Nasturtium  x sterile

池沼や渓流。 Ⅳ,Ⅴ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ ◎ －
ヨーロッパ、中央
アジア原産。世界
に広く外来分布。

1870年頃渡来。
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島で栽培、逸出。

0.6m、抽
水～沈
水性の
多年草

水田、河川、溝、水路、流れのある沼、
湧水のある池、湖畔、山間の渓流等の
水辺から水中に生育する。日当たりの良
いところを好む。低水温で生育しやす
い。

食用に広く利用される。薬用に利用され
る他、水質浄化を目的に導入されること
がある。種子を薬用にする。

河川で分布を拡大するとともに、湧水の
あるような清冽な水域にも生育するた
め、こうした環境に生育する希少種等と
競合し、駆逐するおそれがある。農業被
害も生じることから、こうした影響を及ぼ
す水域には持ち込まない。

農業用排水路の水流を妨げる雑草等と
しても駆除される。世界的に温帯地域の
水路で問題になる雑草である。茎部から
容易にひげ根を発生して繁殖する。種子
の発芽力は４～５年持続する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、③村中：B、④
FAO:9、⑤対策：H23:1、⑥専門
家：水生37、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・徳島・香川・愛媛・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑧河川：40,75,86

世雑Ⅱ、便覧、帰化植
物、外来生物、園芸事
典

北海道森林管理局： 熊越の滝オランダガラシ駆
除
https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/koho/blog
/siretoko/2022/2208.html【URL取得日：2026年3
月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

86
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ ハマミズナ科
バクヤギク（エドゥリス、
莫邪菊）

Carpobrotus chilensis 海岸砂浜。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

南アフリカのケー
プ地方が原産。
ヨーロッパ、アフリ
カ北部、オースト
ラリア、ニュー
ジーランド、アメリ
カ、大西洋諸島に
外来分布。

国内では2000年
代に野生化を確
認。本州（関東以
西）、四国、九州
に分布。

1m、多
肉の多
年草

海岸やかく乱地にマット状に生育する。
水はけが良い土壌と、日当たりが良い環
境を好む。

園芸植物として流通、市販されている。

海浜の生態系への影響が大きく、動物
により種子が散布されること等から、こう
した環境に侵入するおそれのある場所
には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。
愛知県の渥美半島先端部の砂浜に一
時かなり広がった。福岡県では、玄界灘
の海岸に定着している。
ハギクソウやハマウツボへの影響が懸
念。Carpobrotus属は丈夫で生長が速
い。鉢植えではなかなか着花しないが、
春に地植えすると夏頃に咲く。土壌のｐH
や養分条件を変える。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：茨城・千葉・東京・愛
知・香川・高知・福岡・長崎・大
分、⑩海外：ISSG

JF、園芸事典、IPSW

金子洋平・須田隆一：福岡県の海岸砂浜に侵入
したバクヤギクの防除に関する研究
https://tenbou.nies.go.jp/science/institute/regi
on/journal/09JELA_4601029_2021.pdf【URL取得
日：2026年3月13日】

福岡県：福岡県侵略的外来種防除マニュアル
2021
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachm
ent/169206.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

87

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ スベリヒユ科
ヒメマツバボタン（ケツメ
クサ、ケヅメグサ）

Portulaca pilosa

海岸の隆起サンゴ
礁や岩礁、特にオ
キナワマツバボタ
ンとアマミマツバボ
タンの生育地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －

熱帯アメリカ原
産。アジア、アフ
リカ、オーストラリ
ア、太平洋諸島
等に外来分布。

1939年までに渡
来、1954年に熊
本で採集、本州、
四国、九州、南西
諸島、小笠原諸
島に分布。

0.3m、多
肉性の
一年草

乾燥した日当たりのよい道端、敷石の
間、畑、砂地。沖縄県では集落や耕作地
に広くみられるだけでなく、海岸の隆起
サンゴ礁や岩礁にも生育する。

観賞用に栽培されるマツバボタンに比べ
て花が小さい。一般的には販売や栽培
は行われていない。

－

海岸の岩礁は、固有種オキナワマツバ
ボタンやアマミマツバボタンの生育環境
と大きく重なるため、これらの種にとって
は競合種となる。繁殖力が強く、水挿し
で発根する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：福島・茨城・栃木・埼
玉・千葉・東京・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・香川・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島・沖縄、⑪そ
の他：検討委員

便覧、写真図鑑、帰化
植物、Ylist

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

88
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ サボテン科
ウチワサボテン属（セン
ニンサボテンなど）

Opuntia  spp. 海岸砂浜や河原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ （◎） ○ －
アメリカ大陸原
産。世界に広く外
来分布。

江戸時代初期に
渡来。
本州、四国、九
州、沖縄に分布。
長野県にヒラウチ
ワ（単刺団扇） O.
vulgaris、沖縄県
北大東島にセン
ニンサボテンO.
stricta 、香川県
等に種小名不明
のものが分布。

数mの
木にな
るものも
ある

海浜。種類によっては耐寒性があり、暖
地では野外で生育する。

園芸植物。単刺団扇O. vulgariaや赤烏
帽子O. rufidaのように漢字の園芸名が
つけられて栽培されるものが多数ある。

鳥により種子が散布される。日本では、
剪定した枝や不要になった株が野外に
投棄されて逸出したと考えられる。海浜
植物を圧迫しており、人への悪影響も懸
念されることから、生物多様性の保全上
重要な、特に海浜や河川環境に侵入す
ることのないよう、植物体や果実を放置
しない等の適切な管理が必要である。

海外で侵略的な外来種とされている。
サボテン科の中で最大の属で約250種
が知られる。種類が多く同定困難。
センニンサボテンがIUCNワースト100、
ISSGではO. cochenillifera 、O. ficus-
indica 、O. monacantha を掲載。
愛知県では沿岸域における移入種とし
て、ウチワサボテン属が条例の規制の
対象となっている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：（ＩＵＣＮ）、
⑤対策：H20:<4、⑦各県：千葉・
東京・長野・愛知・滋賀・香川・
高知・福岡・長崎・大分・宮崎・
沖縄、⑩海外：ISSG

便覧、園芸事典、JF、
POWO

倉岡木花、藤川和美：高知県における外来種ウ
チワサボテン属の分布と防除方法の検討
https://www.makino.or.jp/img_data/PAGE_scienc
e-report_25.pdf?4【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

89

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②
ツリフネソウ
科

アフリカホウセンカ（イン
パチェンス、インパティエ
ンス）

Impatiens walleriana 林床。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －

東アフリカ、モザ
ンビーク原産。北
米、南米、アジ
ア、オーストラリ
ア、アフリカ、太
平洋諸島、インド
洋諸島等、熱帯
～亜熱帯に外来
分布。

沖縄へは復帰後
導入され、1980
年頃から野生化
が散見されるよう
になった。現在で
は広い範囲で雑
草化しつつある。
本州、四国、九
州、沖縄に分布。

0.7m、一
～多年
草

自然林、植林地、河原、荒地。直射日光
を避ける方が生育が良いが、最近の園
芸品種は強光も耐える。20～25℃もあ
れば挿し芽で良く根付くので、繁殖はた
やすい。

本格的な栽培は1970年代に入ってか
ら。花色も豊富に改良され、様々な園芸
品種が鉢植えや花壇に植えられる。

奄美群島で繁茂している場所がある。耐
陰性があるので温暖な地域では林内に
入り込む可能性もあることから、生物多
様性の保全上重要な地域に侵入するお
それのある場所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
種子が熟すと、果皮が裂開して飛び散
る。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：埼玉・東京・愛知・長
崎・大分・鹿児島・沖縄、⑩海
外：ISSG

有用、園芸事典、写真
図鑑、JF、Ylist

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

90
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③
キョウチクト
ウ科 ツルニチニチソウ Vinca major 二次林林床、草

原、海岸砂浜。
Ⅳ ◎ × ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

ヨーロッパ原産。
イギリス諸島、ア
フリカ南部、オー
ストラリア、ニュー
ジーランド、アメリ
カ西部、南米、大
西洋諸島に外来
分布。

明治時代に渡
来。北海道、本
州、九州、四国に
分布。

2m、つ
る性の
多年草

観賞用に栽培されたものがしばしば逸
出し、人家付近から杉林の林床まで、
様々な場所に生育する。積雪地帯での
生育も旺盛で、半日蔭でも良く育つ。

様々な園芸品種が観賞用に利用され
る。カバープランツとして全国的によく利
用される。

日本では河川で分布拡大傾向にあり、
草原の植物への影響も懸念されてい
る。さらに耐陰性があることから、林床で
も繁茂するので、在来植物への影響は
大きい。林縁や草原に接する環境には、
持ち込まない。

花が綺麗であることから、野生状態でも
容認されることが多い。
海外で侵略的な外来種とされる。
種子繁殖をほとんどしない。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑥専門家：草原27、⑦各県：北
海道・青森・福島・茨城・栃木・
群馬・埼玉・千葉・東京・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
奈良・和歌山・鳥取・島根・香
川・愛媛・高知・福岡・長崎・大
分・宮崎、⑧河川：13,26,50、⑩
海外：ISSG

便覧、写真図鑑、有
用、帰化植物、園芸事
典、JF、ＩＰＳＷ

近藤記巳子（2010）[naturplant:4468] Re: 見渡す
限りのツルニチニチソウ．帰化植物メーリング・リ
スト（natureplant@ml.affrc.go.jp）．
（会員制メーリングリストへの投稿）

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。
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91

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ ヒルガオ科
ハスノハヒルガオ（キバ
ナハスノハヒルガオ）

Decalobanthus peltatus 草地、林縁。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － × ○ ○ （○） ◎ － － ○
熱帯アジア～太
平洋諸島原産。

西表島で2022年
に確認された。

30m、つ
る性

森林や林縁、開けた丘陵地や道端、牧
草地、植林地。乾燥した低地や中山間
地の自然群落にみられる。

園芸植物。苗木入手容易。

日本では西表島で森林植生に侵入して
いる。生物多様性の保全上重要な地域
に侵入するおそれのある場所には、持ち
込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
西表島に生育するのは花が黄色いも
の。種子の生存率は低く、主に栄養繫殖
で増える。西表島では、森林植生への被
害を確認。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑩海外：ISSG、⑫地方環境事務
所

熱帯花木、Ylist、梶田
ほか2022

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

92

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ ヒルガオ科

モミジバヒルガオ（タイワ
ンアサガオ、モミジヒル
ガオ、モミジバアサガオ、
モミジアサガオ、イポメ
ア・カイリカ）

Ipomoea cairica 海岸、林縁、農
地、河川。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －

熱帯アフリカ原
産。オーストララ
シア、北米、南
米、アジア等に外
来分布。

1933年以前に渡
来。奄美大島、徳
之島、沖縄島で
は既にかなり広
がっている。
本州（栃木）、九
州、南西諸島、小
笠原諸島（聟島）
に分布。

5m、つ
る性の
多年草

海岸砂丘、断崖、林縁、川岸。つるが良
く伸びて、性質強健のため、広い地域に
分布する。

園芸品種があり、花卉として栽培され
る。

つる性の強健な植物であることから、温
暖な地域では在来植物との競合、駆逐
が危惧される。生物多様性の保全上重
要な地域に侵入するおそれのある場所
には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
奄美群島では、ソコベニヒルガオI.
littoralis等、鹿児島県RDBの近縁種が
複数生育する。アメリカハマグルマと同
様に非常に侵略的。塊根を持つ。周年
開花性である。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：東京・長崎・鹿児島・沖
縄、⑩海外：ISSG、⑪その他：検
討委員、検討委員

便覧、写真図鑑、Ylist、
草本Ⅲ、園芸事典、
IPSW、JF

天城町：地方創生推進交付金事業効果検証シー
ト
https://www.town.amagi.lg.jp/fs/3/3/7/1/_/2____
_______.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

東村教育委員会：「慶佐次湾のヒルギ林」とその
周辺における外来植物対策ハンドブック
https://www.vill.higashi.okinawa.jp/material/files
/group/10/gairaisyutaisakuhanndobukku.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

93
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

④ ヒルガオ科 マルバルコウ Ipomoea coccinea 農地、河川。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ ○ －
熱帯アメリカ原
産。世界に広く外
来分布。

嘉永年間（1850
年前後）に渡来。
本州、四国、九州
に分布。

一年
草、つる
植物

畑地、樹園地、牧草地、荒地等。日当た
りのよい所を好み、土壌環境への適応
性は大きい。

園芸植物。観賞用に流通、利用されてい
る。

日本では河川で分布拡大し、農地にお
いて問題となっている。生物多様性の保
全上重要な地域に侵入するおそれのあ
る場所には、持ち込まない。

飼料畑、果樹園、路傍で問題となってい
る雑草。特に大豆畑等の農地において
問題となっている。一年生ノアサガオ類
と同様に広範囲に分布拡大している。

⑦各県：福島・茨城・埼玉・千
葉・東京・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・鳥取・高知・福岡・
鹿児島、⑧河川：28,52,57、⑫検
討委員

世雑Ⅰ、雑管、便覧、
写真図鑑、JF、園芸事
典

－

農研機構：帰化アサガオ類まん延防止技術マ
ニュアル　帰化アサガオ類の地域全体へのまん
延を防止するための圃場周辺管理技術
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/publicatio
n_narc_kika_asagao_00.pdf【URL取得日：2026年3
月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

94
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

④ ヒルガオ科
マメアサガオ（ヒメアサガ
オ、ヒラミホシアサガオ）

Ipomoea lacunosa 農地、河川。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ － ◎
北米原産。アジア
に外来分布。

戦後に輸入食料
に混ざって渡来、
1955年に東京近
郊で分布。北海
道、本州、四国、
九州、南西諸島
で分布。

1-3m、
つる性
の一年
草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒地、河
川敷等。日当たりが良い肥沃地を好む。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

飼料畑、果樹園、路傍で問題となってい
る雑草。特に大豆畑等の農地において
問題となっている。一年生ノアサガオ類
と同様に広範囲に分布拡大している。輸
入穀物から種子が検出されている 。

⑦各県：北海道・福島・茨城・埼
玉・千葉・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・高知・福岡・鹿児
島・沖縄、⑧河川：22,56,62、⑫
検討委員

世雑Ⅰ、便覧、写真図
鑑、帰化植物

－

農研機構：大豆畑における帰化アサガオ類の防
除技術
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/publicatio
n_narc_kika_asagao_boujo.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

95
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

①③④ ヒルガオ科

一年生ノアサガオ類（ア
メリカアサガオ、マルバ
アメリカアサガオ、マル
バアサガオ）

Ipomoea spp. （Pharbitis
spp.）

農地、河川。 Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ ◎

アメリカアサガオ
は熱帯アメリカ原
産。インドや東南
アジアに外来分
布。
マルバアサガオ
は熱帯アメリカ原
産。世界に広く外
来分布。

江戸時代以降に
渡来。
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

10m以
上、つる
性の一
年草

畑地、樹園地、牧草地、荒地等に生育
し、世界的な畑地雑草となっている。各
地で栽培されたものが逸出している。
アメリカアサガオは土壌環境に対する適
応性が大きく耐陰性もあり、海外では畑
地雑草となっている。

アメリカアサガオ、マルバアサガオは観
賞用に導入。マルバアサガオ　’グラン
パオット’等の品種がある。アサガオとマ
ルバアサガオ、アメリカアサガオとマル
バアサガオ、アサガオとアメリカアサガオ
等の種間雑種をもとに、様々な園芸品
種が作出されている。

つる植物なので他の植物を覆い尽くして
生長し、種子で繁殖する。河川で分布を
拡大し、農地で問題となっている。河川
や農地に侵入させることのないよう、管
理の放棄や苗の投棄を行わない配慮が
必要である。

アメリカアサガオは現在も輸入穀物に混
ざって侵入していると考えられる。
ソライロアサガオI. tricolorをセイヨウア
サガオ又はアメリカアサガオと呼ぶこと
がある。
一年生アサガオ類は農業雑草、庭園の
脅威、有害雑草等とされている。
マルバアサガオはニューカレドニアや中
国で侵略的とされている。
アメリカアサガオI. hederacea（P.
hederacea）は江戸時代末期(1882年頃）
に渡来。北海道、本州、四国、九州、南
西諸島に分布。
マルバアメリカアサガオI. hederacea var.
integriusculaは1971年以前に渡来。北
海道、本州、四国、九州、南西諸島に分
布。
マルバアサガオI. purpurea(P. purpurea)
は江戸時代に渡来、本州以南に分布。

⑦各県：北海道・青森・福島・茨
城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・奈良・和歌山・香川・
愛媛・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河川：ｱﾒ
ﾘｶｱｻｶﾞｵ12,29,26、ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱ
ｻｶﾞｵ5,13,20、ﾏﾙﾊﾞｱｻｶﾞｵ
13,24,24

世雑Ⅰ、便覧、写真図
鑑、園芸事典、帰化植
物、GCW、PIER

福井県農業試験場・農林総合事務所：畦畔の帰
化アサガオ類対応マニュアル
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/fukuimai/kikaas
agaoma_d/fil/kikaasagaomanual.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

農研機構：帰化アサガオ類まん延防止技術マ
ニュアル　帰化アサガオ類の地域全体へのまん
延を防止するための圃場周辺管理技術
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/publicatio
n_narc_kika_asagao_00.pdf【URL取得日：2026年3
月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

96
分布拡大期～ま
ん延期

全国
防除推進
外来種

④ ヒルガオ科 ホシアサガオ Ipomoea triloba 農地、河川。 Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ◎ － ◎

熱帯アメリカ原
産。南北米、アフ
リカ、アジア、
オーストラリアに
外来分布。

1945年以降に渡
来、本州、四国、
九州、南西諸島、
小笠原諸島に分
布。

つる性
の一年
草

畑地、樹園地、路傍、荒地等。日陰に対
する耐性もある。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

分布の中心は九州や東海で、大豆作で
甚大な被害が生じている。農耕地から非
農耕地への拡散も著しい。作物への混
入による品質低下も著しい。

③村中：C、⑦各県：茨城・群馬・
埼玉・千葉・東京・長野・岐阜・
静岡・愛知・滋賀・京都・奈良・
和歌山・香川・高知・福岡・長
崎・宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河
川：8,33,46

世雑Ⅰ、雑管、便覧、
写真図鑑

－

農研機構：帰化アサガオ類まん延防止技術マ
ニュアル　帰化アサガオ類の地域全体へのまん
延を防止するための圃場周辺管理技術
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/publicatio
n_narc_kika_asagao_00.pdf【URL取得日：2026年3
月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

97
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域、公
共緑地

防除推進
外来種

① ナス科 ダイオウナスビ Solanum mauritianum 二次林、公共緑地
（公園等）。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ （○） － －

ブラジル南東部
原産。ヨーロッパ
南部、アフリカ、
オーストララシ
ア、北米、大西洋
諸島、インド洋諸
島、太平洋諸島
に外来分布。

静岡県南伊豆町
で2003年に確認
された。

10m、常
緑の小
高木

農耕地、沿岸、自然林、植林地、河岸、
かく乱地、市街地。国内では、谷沿いの
モウソウチク林に生育する。二次林内に
広がり、種子繁殖している。

かつて農業試験場で栽培されていた可
能性があるが、現在の本種の利用に関
する情報は得られなかった。

－

結実がみられるとともに、単独の株が点
在しており、動物により種子散布されて
いると考えられる。
全草が有毒だが、特に果実が人間に
とって有毒。
生物多様性保全上重要な地域および公
共緑地（公園等）に侵入した場合に防除
の対象となる。

⑦各県：東京・静岡・長崎・沖
縄、⑩海外：ISSG、⑪その他：検
討委員

大西・勝山2011、IPSW － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

98
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①② モクセイ科 トウネズミモチ Ligustrum lucidum 暖地の河川敷、二
次林、湿地。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

中国中南部原
産。オーストラリ
ア、ニュージーラ
ンド、アフリカ南
部、アメリカ、南
米、ハワイ諸島等
に外来分布。

明治初年に渡
来、関東～九州
に分布。

15m、常
緑小高
木

農耕地、沿岸地域、森林、河岸、かく乱
地、湿地。乾燥した場所から湿った場所
に生育する。日本では、近畿地方では河
川敷に樹林が形成される等、河川で急
速に分布を拡大。里山二次林等にもみ
られる。

観賞用や街路樹、公園樹としてよく植栽
される。
花が少なくなった梅雨前後に咲くことか
ら、養蜂業においては初夏の有力な蜜
源として利用されている。また、生産され
る蜂蜜も高品質である。
干した果実が漢方薬で利用される。

日本では大量に熟す果実が鳥により散
布されて河川等に広く逸出し、雑木林や
極相林への侵入も危惧されている。生
物多様性の保全上重要な地域に侵入す
るおそれのある場所では、利用を控える
等の配慮が必要である。

海外で侵略的な外来種とされ、日本では
防除対策が実施されている。
愛知の条例では、生態系に著しく悪影響
を及ぼすおそれのある移入種として指定
されている。
H24に改正された養蜂振興法第六条で
は、「蜜源植物を植栽、除去、又は伐採
しようとする者は、その目的に反しない
限りにおいて、蜜源植物の増大を旨とし
てこれを行わなければならない。」とさ
れ、国・地方公共団体に蜜源植物の保
護・増殖に対する必要な施策を講ずるこ
とが求められている。在来種のネズミモ
チとの競合や駆逐が懸念される。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、③村中：C、⑤対策：
H20:<4、H23:1、⑥専門家：雑木
34、極相21、⑦各県：茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・兵庫・奈
良・和歌山・香川・愛媛・福岡・
長崎・大分・宮崎・沖縄、⑧河
川：5,30,46、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、農林
水産省H25年度意見照
会、JF、有用、園芸事
典、橋本ほか2003、橋
本ほか2005

環境省関東地方環境事務所：平成31年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書
https://www.env.go.jp/park/nikko/05_H31_heisei
nomori_exoticplant_report.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

千葉市緑化推進協議会：トウネズミモチ駆除（伐
採）のおすすめ
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ry
okusei/midoritohana/documents/190822tounez
umimoti.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

99
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ オオバコ科 イケノミズハコベ Callitriche stagnalis 湧水河川、水路。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ － ○

ヨーロッパ～北ア
フリカ原産。北
米、オーストラリ
ア、ニュージーラ
ンドに外来分布。

1996年渡来。東
北～近畿地方に
分布。

0.8m、沈
水～浮
葉性の
多年草

水田、用水路、小規模の河川の他、水
際の湿地では陸生型となって生育する。
関東北部のクレソン栽培地で多い。

本種の流通、販売は確認されなかった
が、アクアリウム等で利用されている可
能性がある。

種子や茎の断片の水散布により分布を
拡大する。湧水河川や水路に生育する
在来植物と競合し、これらを駆逐するお
それのあることから、自然水域には持ち
込まない。

在来種のミズハコベを駆逐しながら急速
に分布を拡大している可能性がある。湿
地性の在来植物に悪影響。ミズハコベと
誤認されている場合が多い。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑦各県：福島・
茨城・群馬・千葉・東京・長野・
愛知・長崎・大分・沖縄、⑧河
川：0,0,1

便覧、帰化植物、写真
図鑑、GCW、日本水草

－

環境省：水草を利用される皆様へ
https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/
files/d_mizukusa.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

100
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③
ゴマノハグサ
科

フサフジウツギ（ニシキフ
ジウツギ、チチブフジウ
ツギ、ブッドレア）

Buddleja davidii 河原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （○） ○ ○

中国西部原産。
アメリカ西部に外
来分布。ヨーロッ
パ、オーストララ
シア、北米西部に
外来分布。

明治時代に園芸
植物として渡来す
る。北海道、本
州、九州で逸出。

5m、半
常緑低
木

自然林、河岸、崩壊地、草原、かく乱地、
市街地、水路、湿地。排水の良い向陽
地を好み、寒さに強い。路面間隙雑草の
性質が強く、舗道の割れ目やコンクリー
トブロックの間でも生長。山地の崩壊地
や道路法面で優占群落を形成し、分布
を拡大している。

多数の園芸品種があり、ブッドレアとして
観賞用に栽培される。切り花にもされ
る。

風により種子が散布され、草原を森林化
すること等から、生物多様性の保全上重
要な地域に侵入するおそれのある場所
には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
挿木等による栄養繁殖が容易で、野外
でも茎の破片から再生する。
本種が河川で増加すると、洪水で流され
易い性質であるため、川岸が浸食しやす
くなる。
ニュージーランドでは林業被害を引き起
こしている。また、長野県の三峰川の支
流で広範囲で繁殖し、問題となってい
る。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

③村中：C、⑦各県：北海道・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・兵庫・奈良・和歌山・
福岡・長崎・大分・沖縄、⑧河
川：0,6,6、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、有
用、JF、園芸事典、
IPSW、大窪・岡2005、
伊藤ほか2001、六甲山
系電子植生図鑑

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

101
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ タヌキモ科
オオバナイトタヌキモ（ウ
トゥリクラリア・ギッバ）

Utricularia gibba 湿地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ ◎

北米、中米原産。
東南アジア、オー
ストラリア、ニュー
ジーランド、ヨー
ロッパ、アフリカに
外来分布。

1930年代に侵
入。本州、四国、
九州、沖縄の各
地に局所的に分
布。

0.2m、浮
遊性の
一年草
又は多
年草、
食虫植
物

貧栄養な池沼、ため池、湿地,水路。

観賞用の食虫植物として、流通、市販さ
れている。タヌキモ属は、大型の扱いや
すい種を中心に、昔から温室鉢植え栽
培されてきた。

希少種のミカワタヌキモとの競合・駆逐
等が危惧されていることから、自然環境
には持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。
1930年代にアメリカから観賞魚に随伴し
て侵入。食虫植物マニアによる栽培から
逸出したり、栽培された水草類に随伴種
として侵入したと考えられる。
絶滅危惧ⅠB類（EN）のミカワタヌキモ
（イトタヌキモ）ssp. exoletaと識別しない
見解もあるが、花のサイズは明らかに異
なるため独立種とされている。
タヌキモ属の種子は風で飛ばされやす
く、水に浮き、水又は水鳥の体に付着し
て散布される。絶滅危惧種のミカワタヌ
キモの自生地に侵入した場合、花が無
いと識別できないため、除去はほほ不可
能。
いつ分布拡大期に入ってもおかしくない
段階なので、注意深くモニタリングする
必要がある。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：茨城・千葉・東京・岐
阜・愛知・滋賀・京都・奈良・高
知・長崎・鹿児島・沖縄、⑩海
外：ISSG

便覧、写真図鑑、JF、
日本水草、園芸事典、
塚本1994

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

102
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①② クマツヅラ科

ランタナ類（シチヘンゲ
（ランタナ、コウオウカ）、
トゲナシランタナ）

Lantana camara、Lantana
strigocamara

暖地の海岸。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （◎） ○ －

北米南部～熱帯
アメリカ原産。
ヨーロッパ南部、
アフリカ、アジア、
オーストララシ
ア、北米、南米、
大西洋諸島、イン
ド洋諸島、太平洋
諸島に外来分
布。

江戸時代末期
（1865年）に園芸
植物として渡来。
本州（関東以
西）、四国、九
州、南西諸島、小
笠原に分布。

2m、半
つる性
の常緑
低木

市街地、道端、牧草地、畑地、荒地、海
岸、河原、低木林、自然林、二次林、原
野、湿地等。日当たりを好むが、多少の
日陰でも生育する。

コバノランタナL. montevidensis との交雑
等により、草丈や花の色が多様な園芸
品種や、棘がない種類や結実しない種
類が数多く作出されている。暖帯域では
路地で、温帯域では温室の鉢植えや夏
の花壇に使われている。

園芸品種の中には結実しない種類もあ
るので（例：ブルーミファイ）、温暖な生物
多様性保全上重要地域では、こうした種
類を用いる。
果実は食べられるが、種子に毒がある
ため誤食が懸念される。

海外で侵略的な外来種とされ、日本でも
野生化している。
根や茎からはアレロパシー物質が放出
され、葉には草食動物に有毒な成分が
含まれる。
土壌中に窒素を蓄積する。自家受粉も
行い、淡紅色系統のものが果実を良くつ
ける。果実は鳥によって運ばれる。繁殖
は挿木又は実生による。棘がある。
海外の事例では、密生した藪が在来植
生を駆逐し、自然林を低木林に変えてし
まう。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、③
村中：C、④ＦＡＯ：８、⑥専門家：
海洋島28、⑦各県：茨城・埼玉・
千葉・東京・岐阜・静岡・愛知・
滋賀・奈良・和歌山・徳島・香
川・愛媛・高知・福岡・長崎・大
分・宮崎・鹿児島・沖縄、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅰ、便覧、熱帯花
木、外来生物、有用、
JF、IPSW、Bhattほか
2012

世界自然遺産小笠原諸島生態系保全アクション
プラン【第2期】別冊資料
https://ogasawara-
info.jp/pdf/isan/ActionPlan2_shiryou_nihongo.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

環境省：奄美大島の外来植物防除優先度リスト
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/pdf/alie
n-priority-all-list-240117.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

8
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103
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①② クマツヅラ科
ヒメイワダレソウ（ヒメイ
ワダレ）

Phyla nodiflora var. minor
河原や草原、イワ
ダレソウの生育地
周辺。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ◎ －
南米原産。世界
に広く外来分布。

昭和初年（1926
年）に渡来。本
州、四国、九州、
南西諸島の各地
で局所的に分
布。

0.3m、小
低木

牧草地、草地、水路、氾濫原、灌漑地域
の下流に生育する。耐寒性は弱い。粗
い土壌で乾燥気味に栽培する。

園芸植物として渡来。本種とともに、在
来種のイワダレソウPhyla nodiflora
（Lippia nodiflor）又はその交雑品種（L.
nodiflora × L. canescens）が、法面、畦
畔、公園等の緑化に利用される。

在来種のイワダレソウと交雑する可能性
があることから、イワダレソウの生育地
周辺や、生物多様性の保全上重要な地
域の特に海浜や河原等に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込まない。

1979年頃導入されたヒメイワダレ（Phvla
incisa）（池原，1989）や、南西諸島で栽
培されるヒメイワダレソウP. nodiflora cv.
Rosa（初島・天野，1994）も本種と思わ
れる。日本では影響は報告されていない
が、海外で侵略的となっている。
植物体の断片で繁殖するので、増殖は
株分け、挿し芽で容易である。種子でも
繁殖する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：茨城・埼玉・千葉・東
京・岐阜・愛知・滋賀・香川・高
知・福岡・長崎・大分・沖縄、⑪
その他：検討委員

便覧、園芸事典、多和
田・池原1989、初島・天
野1994、GCW、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

104
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③
ハエドクソウ
科

ハビコリハコベ（グロッソ
スティグマ、グロッソス
ティグマ・エラティノイデ
ス、グロッソ）

Glossostigma elatinoides 池沼や湿地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

オーストラリアの
北部、ニュージー
ランド、アフリカの
一部が原産。北
米に外来分布。

2008年に愛知県
豊川用水で確
認。東京、茨城、
大阪、兵庫、佐賀
に分布。

1cm、沈
水～湿
性の多
年草

湖沼、ため池、湿地等の浅水域。 アクアリウムプランツである。

シラタマホシクサのような希少種が生育
する貴重な生態系である湿地への影響
が危惧されていることから、自然環境に
は持ち込まない。

生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：群馬・東京・愛知・長
崎・沖縄

写真図鑑、日本水草

愛知県：愛知県の外来種　ブルーデータブックあ
いち２０２１
https://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/Dow
nLoad/08_2021_kaisetu_plants3.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

105
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ キク科
オオブタクサ（クワモド
キ）

Ambrosia trifida 湿地や河原。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ － ○ ○ － ◎
北米原産。ヨー
ロッパ、アジアに
外来分布。

1952年に渡来、
北海道～九州、
南西諸島に分
布。

1～6m、
一年草

畑地、牧草地、空地、堤防、鉄道線路沿
い、河原等、やや湿り気のある場所。

花粉対策用にブタクサ茶が販売されて
いる。種子や苗の流通、市販や栽培に
関する情報は得られなかった。

－

花粉症の原因になる。
埼玉ではヨシやスゲ類等の湿性草原の
植物を駆逐。愛知県でも低湿地の植物
への影響が懸念。飼料穀物や豆類に混
入して侵入。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本、③村
中：A、④FAO:８、⑤対策：
H20:4、H23:5、⑥専門家草原
48、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・兵庫・奈良・和歌山・
鳥取・香川・愛媛・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島、⑧河
川：41,79,86

世雑Ⅰ、花粉、便覧、
写真図鑑、外来生物

外来種影響・対策研究会：田島ヶ原サクラソウ自
生地
（書籍「河川における外来種対策の考え方とその
事例【改定版】－主な侵略的外来種の影響と対
策－」に掲載：Web公開されていない）

戸隠を知る会：戸隠版外来植物駆除マニュアル
https://chubu.env.go.jp/blog/%E3%82%B9%E3%83
%88%E3%83%83%E3%83%97%EF%BC%81%E5%A4%9
6%E6%9D%A5%E7%94%9F%E7%89%A9.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

106
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ キク科 ベニバナボロギク
Crassocephalum
crepidioides

森林、小笠原の岩
上荒原植生。

Ⅱ ○ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ○ －

アフリカ原産、ア
ジア、オーストラリ
ア、熱帯アメリカ
に外来分布。

1946年に渡来、
本州～九州、南
西諸島、小笠原
に分布。

0.8m、一
年草

畑地、路傍、林縁、荒地等に多い。日本
では山地に見られ、伐採地に大群落を
作る。埼玉県では、都市近郊の雑木林
が断片的になるにしたがい、林縁から林
内に徐々に侵入して、林床植物の生育
立地を奪う。本来の植生が回復すれば
消滅する。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

古くから本州本土で帰化植物として生育
範囲を拡大している種である。また、母
島の石門にある湿性高木林（原生林）で
も繁茂し、小笠原諸島の無人島等の植
生があまりない乾いた荒れ地環境でも
蔓延っている状況である。そのような環
境に本来生育している在来種と競合し、
生育環境を奪っている可能性がある。母
島の脊梁山地には、絶滅危惧種のヘラ
ナレンやユズリハワダン（いずれも絶滅
危惧ⅠB類）が生育しているが、このよう
な環境にも侵入している状況である。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：青森・福島・茨城・埼
玉・千葉・東京・愛知・滋賀・京
都・奈良・和歌山・鳥取・福岡・
鹿児島、⑧河川：43,62,72、⑫検
討委員

世雑Ⅰ、雑管、便覧、
写真図鑑、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

107
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ キク科 オオアレチノギク Erigeron sumatrensis
生物多様性保全
上重要な地域の草
地、荒地等。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ － －
南米原産、世界
に広く外来分布。

1920年前後渡
来、北海道～九
州、南西諸島、小
笠原に分布。

1.8m、越
年草

畑地、樹園地、牧草地、荒地、道端、河
川敷等。土壌の種類や環境条件に対す
る適応性が大きい。ヒメムカシヨモギとよ
く共存するが、より肥沃で、適湿なところ
を好む。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

種子の生産量多く、極めて遠方まで飛散
する。古くから侵入している。
埼玉ではカワラヨモギやカワラハハコと
競合。母島の石門にある湿性高木林（原
生林）にて繁茂している。無人島（小笠
原諸島）等の乾いた荒れ地環境に蔓
延っている状況である。そのような環境
に本来生育している在来種と競合し、生
育環境を奪っている可能性がある。母島
の脊梁山地の絶滅危惧種（ヘラナレンや
ユズリハワダン）の生育環境にも侵入し
ている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本、③村
中：B、⑤対策：H20:<4、⑦各県：
北海道・青森・福島・茨城・埼
玉・千葉・東京・神奈川・岐阜・
愛知・滋賀・京都・奈良・和歌
山・鳥取・愛媛・福岡・鹿児島、
⑧河川：67,105,107⑩海外：
ISSG、⑫検討委員

世雑Ⅰ、雑管、便覧、
写真図鑑、Ylist

関東地方環境事務所ほか：世界自然遺産小笠原
諸島生態系保全アクションプラン【第2期】別冊資
料（（第１期アクションプランの取組み実績）
https://ogasawara-
info.jp/pdf/isan/ActionPlan2_shiryou_nihongo.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

農林水産省：外来生物対策指針
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/k_gairai/pdf/g_sisin.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

108
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ キク科 フランスギク Leucanthemum vulgare 亜高山帯。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ○ ◎
ヨーロッパ原産。
世界に広く外来分
布。

江戸時代末期に
渡来。北海道、本
州、四国、九州で
逸出。特に北海
道に多い。

0.8m、多
年草

畑地、牧草地、路傍、空地に野生化す
る。近年は高山にまで侵入しつつある。

園芸植物として渡来、庭園で栽培され
る。

日本では高山地域にまで侵入している
ため、各地の国立公園等で駆除の対象
となっている。生物多様性の保全上重要
な地域に侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

マーガレット（モクシュンギク）
Argyranthemum frutes censと混同され
ている場合あり。
海外では畑地の雑草となっている。
種子と地下茎で繁殖する。芝生種子等
に混入もある。種子の生産量は多く、寿
命が39年に及ぶとの報告がある。
各地の国立公園で駆除が行われてい
る。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

③村中：B、⑤対策：H20:6、
H23:1、⑥専門家：草原33、⑦各
県：北海道・青森・福島・茨城・
群馬・埼玉・千葉・東京・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
奈良・和歌山・香川・高知・福
岡・長崎・大分・宮崎・鹿児島、
⑧河川：20,53,67、⑫検討委員

便覧、写真図鑑、帰化
植物、JF、Ylist、世雑
Ⅰ、POWO

環境省関東地方環境事務所：平成29年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書
https://www.env.go.jp/park/nikko/files/09_H29_
nasuheiseinomori_kikasyokubutu_houkokusyo.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

109
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ キク科
セイタカアワダチソウ（セ
イタカアキノキリンソウ）

Solidago altissima 湿原・湿地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ○ －
北米原産。ヨー
ロッパ、アジアに
外来分布。

観賞用植物とし
て明治時代
（1897年頃）に渡
来、大正末期か
ら野生化、戦後、
急速に分布拡
大。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島、小笠
原に分布。

3m、多
年草

路傍、空地、河川敷、土手、原野、休耕
地に大群落を作る。造成によってかく乱
された環境が増えると繁茂する。

現在は一般的に栽培される種類ではな
いが、流通はある。

湿原、草原、河川敷、奄美群島等、生物
多様性の保全上重要な環境や地域、又
は農業上問題となる場所では、対策の
対象になっている。こうした環境に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

花粉の飛散量は少なく、花粉症の影響
は小さいとの説あり。湿原や草原に侵入
して駆除の対象となっている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ８、⑤対策：
H20:17、H23:11、⑥専門家：草
原54、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・栃木・群馬・埼玉・千
葉・東京・石川・長野・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・兵庫・奈
良・和歌山・鳥取・島根・徳島・
香川・愛媛・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
71,110,111

雑管、花粉、便覧、写
真図鑑、帰化植物、
JF、園芸事典、GCW

外来種影響・対策研究会：霞ケ浦
（書籍「河川における外来種対策の考え方とその
事例【改定版】－主な侵略的外来種の影響と対
策－」に掲載：Web公開されていない）

鹿児島県：奄美群島にお住まいの方向けセイタカ
アワダチソウ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-
kankyo/gairai/documents/72338_201905201547
40-1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

110
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ キク科 オオアワダチソウ
Solidago gigantea ssp.
serotina

湿原・湿地、草原、
森林。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － －

北米原産。アジ
ア、ヨーロッパ、ア
ゾレス諸島に外
来分布。

明治中期(1880年
頃)渡来。北海道
～九州に分布。

1.5m、多
年草

原野、道端、河川敷、空地、草原、森林
に生育。

園芸植物として渡来。現在の本種の利
用に関する情報は得られなかった。

－

北海道では、知床国立公園、ウトナイ
湖、礼文島等で駆除が行われている。
北海道ではセイタカアワダチソウより多
い。
地中を横走する地下茎で栄養繁殖し、
急速に生育地を拡大する。地下茎はば
らばらになりやすく、水に運ばれて分布
拡大する。
ウトナイ湖では、草原や樹林地に侵入
し、ホザキシモツケ等の在来植物を被圧
している。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：日本③村
中：B、⑤対策：H20:<4、⑦各県：
北海道・青森・福島・茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・長野・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・鳥取・香川・福岡・
長崎・宮崎・鹿児島、⑧河川：
28,42,47

便覧、写真図鑑、帰化
植物、Ylist、IPSW、原
田2014

国土交通省北海道開発局：第13回湿原再生小委
員会ー幌呂地区湿原再生についてー
https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/qgmend0000
004ald-att/mars13_02.pdf【URL取得日：2026年3
月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

111
分布拡大期～ま
ん延期

公共緑地
防除推進
外来種

④ キク科 メリケントキンソウ Soliva sessilis 牧場、公共緑地
（公園等）。

Ⅴ ○ × － ◎ ◎ ○ ○ － ○ ◎ － ◎

南米原産。北米、
オーストラリア、
ヨーロッパ、南ア
フリカ、台湾に外
来分布。

和歌山に1930年
渡来、関東、四
国、九州で帰化。

5cm、一
年草

日当たりのよい公園、ゴルフ場、グラウ
ンドの地面を這うように生育。都市公園
で急速に分布を拡大。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

果実に棘があり触れると肌に刺さり、け
がをするおそれがある。牧草地に混じっ
た果実を家畜が食べて内臓を傷つける
おそれがある。果実の棘が動物の毛に
絡まる他、靴底、車のタイヤに刺さる等し
て分布を広げる。

⑦各県：茨城・埼玉・千葉・東
京・愛知・滋賀・京都・兵庫・奈
良・和歌山・徳島・香川・高知・
福岡・長崎・宮崎・鹿児島・沖
縄、⑧河川：0,4,5、⑪その他：村
上委員、⑫地方環境事務所、地
方公共団体、検討委員

便覧、帰化植物、写真
図鑑、POWO

飯塚克身：公園緑地の芝草管理実態　事例報告
10
https://www.jstage.jst.go.jp/article/turfgrass/41
/2/41_185/_article/-char/ja/【URL取得日：2026
年3月13日】

鹿児島県環境林務部自然保護課：メリケントキン
ソウ撲滅対策マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-
kankyo/gairai/meriken.html【URL取得日：2026年
3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

112

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

生物多様性
保全上重要
な地域（小笠
原・南西諸
島）

防除推進
外来種

①②③ キク科

アメリカハマグルマ（ミツ
バハマグルマ、ホコガタ
ギク、ウェデリア・トリロ
バータ）

Sphagneticola trilobata
隆起珊瑚礁等の
海岸砂地や岩場、
林縁。

Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ◎ －

フロリダ南部～熱
帯アメリカ原産。
アフリカ南部、熱
帯アジア、太平洋
諸島に外来分
布。

沖縄には1970年
代初期に渡来し
た。香川、宮崎、
南西諸島、小笠
原に分布。

0.2m、多
年草

農耕地、海岸、自然林、植林地、草原、
河原、低木林、市街地。日向を好むが耐
陰性もある。日本では、南西諸島の隆起
珊瑚礁で猛繁茂。畑地の雑草となってい
る。

園芸植物。法面等の被覆用やつり鉢に
利用される。

日本では南西諸島や小笠原諸島等で繁
茂している。生物多様性の保全上重要
な地域に侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
沖縄県では重点対策種として指定され
ている。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ③村
中：C、⑥専門家：砂浜5、⑦各
県：東京・高知・長崎・鹿児島・
沖縄、⑩海外：ISSG、⑪その他：
検討委員

便覧、写真図鑑、園芸
事典、JF、外来生物

沖縄県：沖縄県外来種対策行動計画に基づくア
メリカハマグルマ防除計画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/defau
lt_project/_page_/001/004/820/05-
12amerikahamaguruma.pdf【URL取得日：2026年3
月13日】

鹿児島県：鹿児島県にお住まいの方向けアメリカ
ハマグルマ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-
kankyo/gairai/documents/72338_202310170919
51-1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

113
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①②③ キク科

アカミタンポポ、セイヨウ
タンポポとそれらが関与
した雑種

Taraxacum officinale、
Taraxacum laevigatum、
Taraxacum officinale x
Taraxacum spp.、
Taraxacum laevigatum x
Taraxacum spp.

在来性タンポポの
生育地、特に自然
草原や高山。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
ヨーロッパ原産。
世界に広く外来分
布。

明治時代に渡
来。北海道～九
州、南西諸島、小
笠原に分布。

0.4m、多
年草

市街地、道端、空地、畑地、牧草地、芝
地、樹園地、川岸、山地、高山の駐車場
まで生育する。

セイヨウタンポポや在来種のカントウタン
ポポが流通している。野菜として利用さ
れる。

日本では草原や高山等にも侵入し、在
来のタンポポとの交雑が大きな問題とさ
れている。こうした問題を引き起こす可
能性がある場所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
セイヨウタンポポT. officinale は1904年に
北海道に渡来。
実際には、北海道を除けばこれらの外
来種と在来種との交雑起源の倍数性の
ものが主体であり、無融合生殖で増殖
する。
在来のタンポポの生育地の周辺や、生
物多様性保全上重要な地域に侵入した
場合に防除の対象となる。
なお、雑種との外見の変異は連続的で
あることから、識別は困難である。伊吹
山ではセイヨウタンポポの防除事例があ
るが、外見上セイヨウタンポポと思われ
る個体のうち、雑種率が高い地点では
75％以上がイブキタンポポとの雑種と判
定された研究事例がある。

①要注意、②W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ：６、⑤対策：
H20:14、⑥専門家：草原45・高
山23・交雑42、⑦各県：北海道・
青森・福島・茨城・群馬・埼玉・
千葉・東京・神奈川・長野・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・鳥取・島根・香川・
愛媛・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河川：
66,105,115、⑩海外：ISSG

雑管、花粉、便覧、写
真図鑑、帰化植物、外
来生物、JF、園芸事
典、森田・芝池2012

林野庁：早池峰地域で移入植物を駆除
https://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/tono/o
sirase/attach/pdf/ibento-8.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】
滋賀県：2017 年伊吹山山頂セイヨウタンポポ除
草イベント報告書
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/533
6939.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

114
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①③ ウコギ科

ウチワゼニクサ（タテバ
チドメグサ、ウチワゼニ
グサ、ウォーターマッシュ
ルーム、ウォーターコイ
ン、ウォーターペニー
ウォート）

Hydrocotyle verticillata var.
triradiata

池沼や湿地。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

北米南部原産。
北米、南米、オー
ストラリア、アフリ
カ、ヨーロッパに
外来分布。

1960年頃に渡
来。本州、四国、
九州、南西諸島
に分布。

0.4m、抽
水～湿
性の多
年草

湖沼、ため池、水路、水田、湿地等。
観賞用に栽培される。ビオトープに導入
されている可能性がある。

日本では湿地への影響が懸念されてお
り、水散布により分布が拡大する可能性
が高いことから、自然水域には、持ち込
まない。

豊橋市飯村町柳生川では、ミゾソバやア
キノウナギツカミ等の在来水辺雑草を圧
倒して純群落を形成している。
兵庫県における実験では、年３回の刈り
取りでも優占を抑制できず、地下部の除
去が不可欠であることが示された。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H23:2、⑦各県：茨城・
栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・
岐阜・愛知・滋賀・兵庫・奈良・
和歌山・徳島・香川・高知・福
岡・長崎・大分・宮崎・鹿児島・
沖縄

便覧、写真図鑑、帰化
植物、USDA、日本水
草、藤井・角野2010

栃木県：下野新聞digital外来水草ウチワゼニク
サ、県内初確認　宇都宮の水路で 県が全て駆除
生態系、農業被害など可能性も
https://www.shimotsuke.co.jp/articles/-
/763523【URL取得日：2026年3月13日】
藤井聖子・角野康郎：外来水生植物ウチワゼニ
グサの除去方法の効果の検証（水草研究会誌：
Web参照は会員のみ）

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

9
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115
定着初期／限
定分布

生物多様性
保全上重要
な地域

防除推進
外来種

①② セリ科
イワミツバ（エゴポディウ
ム、アエゴポディウム）

Aegopodium podagraria 温帯から冷温帯ま
での湿原や草原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ○ ○ ○ ◎ ◎ － － ○ －

ユーラシア原産。
北米やニュー
ジーランドに外来
分布。

明治時代に渡
来、1959年頃に
野生化が確認。
北海道、本州（中
部地方、神奈川、
東京）に分布。

0.8m、多
年草

溝端や湿地に生育。
園芸植物。観賞用、食用として渡来。斑
入りの品種も販売され、グラウンドカ
バーとして利用される。

大群落を形成し、耐陰性があるため、自
然植生への侵入が懸念される。生物多
様性の保全上重要な地域に侵入するお
それのある場所には、持ち込まない。

大群落を形成し、日陰にも強いため、他
の自然植生に多大な影響を与える可能
性がある。根が深く伸び、各地で雑草化
する。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑦各県：北海道、⑧河川：0,0,1
便覧、帰化植物、有
用、写真図鑑、園芸事
典、JF、野生植物5

北海道自然保護協会：イワミツバ防除事例
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/5/4/9/6/4/9
/0/_/iwamitsubajirei2.pdf 【URL取得日：2026年3
月13日】

北海道自然保護協会：イワミツバとは？
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/5/4/9/6/4/8
/9/_/iwamitsubatoha.pdf【URL取得日：2026年3
月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの） 　 　 　

116
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ミカヅキゼニ
ゴケ科 ミカヅキゼニゴケ Lunularia cruciata

道端等、特に在来
のコケ類が生育す
る道端。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － （○） － －

地中海沿岸原
産。北米、オース
トラリア、ヨーロッ
パ、東アジアに外
来分布。

1929（昭和４）年
に宮城県仙台市
で見出された。本
州、九州。初めは
大都市だけに見
られていたが、街
道沿いに広がり、
全国の農村部に
広がっている。

苔類
市街地の道路脇や人家周辺の湿った土
や石垣上に生育する。山地ではみられ
ない。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

雌雄異株で、日本では有性生殖器官
（雌雄の生殖器官）や、胞子体の形成は
稀とされているが、兵庫県や広島県でこ
れらが確認されている。
名古屋市では在来種のゼニゴケがいつ
のまにか本種にとって代わられたことか
ら、準絶滅危惧種に選定されている。
海外では農業雑草となっている。

⑦各県：青森・茨城・千葉・静
岡・愛知・京都・奈良・福岡・長
崎・沖縄、⑪その他：日本蘚苔
類学会

便覧、日本蘚苔類学会
H25年度回答、写真図
鑑、コケ309頁、有用、
Hattori1944、GCW、副
島ほか1990、嶋村・出
口2001

－ －

117
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ウキゴケ科 ウロコハタケゴケ Riccia lamellosa 在来の蘚苔類の
生育地。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ － － 北米原産。

2000年に埼玉県
で確認。近年で
は関東地方の平
地ではふつうに
発見されるように
なった。

苔類 平地の庭や畑。

本種の利用に関する情報は得られな
かったが、近縁の在来種のウキゴケ（カ
ズノゴケ）R. fluitansや、その変化した種
であろうと考えられるリシア・ルヘナーナ
R. rhenana は、観賞用の水草として利用
される。

－

日本産のウキゴケ属Riccia は８種とされ
る。同属の中で最大の植物体をしてお
り、際立つ特徴を持つことから野外にお
いても識別は容易である。繁殖力が強
く、同属の在来種と競合している。生育
地では地面を覆いつくすことも多く、今後
更に拡大すると農業や園芸に被害を及
ぼすことが危惧される。学名は広義の
lamellosa であり、狭義の種としては別で
ある。

⑦各県：茨城・千葉・愛知・長
崎、⑪その他：日本蘚苔類学会

コケ316頁、USDA、古
木2000、園芸事典、水
草Ⅰ、日本蘚苔類学会
H25年度回答

－ －

118
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ウキゴケ科 サビイロハタケゴケ Riccia nigrella 在来のウキゴケ属
等の生育地。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － － － － － 北米原産。

1997年に皇居内
で初めて確認。
東京、神奈川、千
葉、岡山に分布。

苔類
人為的な影響が強い立地に生育し、関
東地方の公園や社寺の境内で急速に広
がっている。

本種の利用に関する情報は得られな
かったが、近縁の在来種のウキゴケ（カ
ズノゴケ）R. fluitansや、その変化した種
であろうと考えられるリシア・ルヘナーナ
R. rhenana は、観賞用の水草として利用
される。

－
同属の在来種と競合しており、今後も分
布が拡大することが予測される。

⑦各県：茨城・千葉・長崎、⑪そ
の他：日本蘚苔類学会

USDA、園芸事典、水草
Ⅰ、日本蘚苔類学会
H25年度回答、河濟・古
木2005

－ －

119
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

イワヒバ科

コンテリクラマゴケ（モエ
ギヒバ、レインボーファー
ン）

Selaginella uncinata 温暖地の林床。 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －
中国原産。アメリ
カに外来分布。

園芸植物として
ヨーロッパ経由で
明治年間の初め
に渡来。関東～
九州、四国、南西
諸島で逸出。

0.6m、常
緑の多
年草

温室等で栽培されてきたが、近年温暖
地で逸出、野生化している。人家近くの
垣根の下等に生育する。明るい日陰を
好む。耐寒性はそれほどない。

園芸植物。

耐陰性があり、極相林への侵入が危惧
されている。特に温暖な地域で生物多様
性の保全上重要な環境に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込まない。

インドネシアのジャワ島では低地から高
地まで定着しており、実験条件下では在
来種のイワヒバ属と競合、駆逐したこと
から、侵略性が危惧される。また、フロリ
ダ州で雑草化し、問題となっている。

⑥専門家：極相6、⑦各県：茨
城・群馬・埼玉・千葉・東京・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・鳥取・香川・高知・
福岡・佐賀・長崎・大分・宮崎・
鹿児島、⑧河川：2,6,7,

便覧、写真図鑑、シダ、
有用、園芸事典、JF、
GCW、USDA

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

120
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

オモダカ科

ミズヒナゲシ（キバナトチ
カガミ、ミズウチワ、
ウォーターポピー）

Hydrocleys nymphoides 温暖地の池沼や
湿地。

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ ○ －

南米原産。北米、
オーストラリア、
フィジー、ニュー
カレドニア、
ニュージーランド
に外来分布。

昭和初期に導入
された。神奈川、
兵庫、香川、高
知、宮崎の各地
で局所的に分
布。

浮葉性
の多年
草

池沼、河川、水路等。寒さに弱いので、
南日本でのみ越冬可能。

園芸植物。ビオトープやアクアリウムで
人気が高く、広く流通する。

自然水系に繋がる場所での栽培には、
植物断片が流れないように注意が必
要。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

茎の節から根や葉を出して増殖。種子
はあまり作らない。多くの国や地域で侵
略的とされる。特に水面を密に覆いつく
すことによる沈水植物への影響や、溶存
酸素量の低下が問題とされる。

⑦各県：千葉・愛知・滋賀・奈
良・和歌山・高知・福岡

写真図鑑、
USDA2021、POWO、水
草Ⅲ、日本水草、久米
2021

和歌山県の外来種リスト
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/032600/g
airai/list.html【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

121
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

オモダカ科

ヒメウキオモダカ（サジタ
リア・スブラタ、サジタリ
ア・スブラータ、アメリカ
ウリカワ、チェーンサジタ
リア、サジタリア）

Sagittaria subulata 湿地、湧水地。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
アメリカ東海岸原
産。ヨーロッパに
外来分布。

2016年に富山県
高岡市の湧水で
確認された。

0.5m、沈
水～浮
葉性の
多年草

淡水又は塩分を含む湿地。

チェーンサジタリアやサジタリアの名で、
アクアリウムプランツとして流通、利用さ
れる。ヒメオモダカの名で流通、販売され
ているのは別種。

駆除をしてもすぐに回復するため、取り
扱いに注意する。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

匍匐茎によって栄養繁殖する。バイカモ
等の在来種の激減が著しい。生育環境
により生育形や葉形の変異が著しく、種
内変異や別種を分ける見解がある。

⑫検討委員
Ylist、角野2021、水草
Ⅱ、園芸事典

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

122
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ユリ科
シンテッポウユリ（新鉄
砲ユリ、タカサゴユリ）

Lilium x formolongo

絶滅危惧種のウケ
ユリ等、交雑のお
それのあるユリ属
の生育地周辺。

Ⅰ ○ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ － 原産地不明。

1924（大正12）年
以降に渡来。本
州、四国、九州に
分布。

1.5m、多
年草

路傍、道路の法面、石垣の隙間等。タカ
サゴユリは、原産地の台湾では開けた
草地から高山まで広く分布する。群馬県
ではタカサゴユリが山間部へ分布を広げ
つつある。

シンテッポウユリ、タカサゴユリともに球
根が流通している。

花が美しいため駆除の対象になりにくい
が、繁殖力が強く、分布を拡大する傾向
にある。近縁種のユリ属の中には、ウケ
ユリLilｌium alexandrae 等の絶滅危惧種
が多く含まれ、これらに対する遺伝的か
く乱が危惧される。こうした種類と交雑す
る可能性のある場所には、持ち込まな
い。

在来種のテッポウユリL. longiflorumと台
湾原産のタカサゴユリの雑種由来。タカ
サゴユリと呼ばれているものの中には雑
種由来の本種が含まれると考えられる。
タカサゴユリは1924（大正12）年以降種
子が導入され、切り花用に栽培された
が、シンテッポウユリが普及するにつれ
て廃れた。シンテッポウユリは1939年頃
に作出され、1970年代から増えてきた。
希少種のウケユリが生育する奄美への
侵入が危惧される。
タカサゴユリは種子繁殖が旺盛で、自家
受粉で容易に結実して多数の種子がと
れる。種子は軽いので遠方に散布され
やすい。

⑤対策：H20:<4、⑦各県：福島・
茨城・群馬・埼玉・千葉・東京・
神奈川・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・香川・愛媛・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島・沖
縄、⑧河川：0,1,3
9,24,24

便覧、帰化植物、Ylist、
園芸事典、JF、比良松
2012

おおさか環農水研：外来ユリの拡散を防ぐための
除去作業を行いました
https://www.knsk-
osaka.jp/kankyo/info/doc/2021081900025/
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

123
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

アヤメ科

ヒメヒオウギズイセン（ヒ
メヒオオギズイセン、モン
トブレチア、クロコスミア）

Crocosmia x crocosmiiflora
河川敷、海岸や山
地の草原、二次林
林床。

Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －
原産地不明。アメ
リカやアジアに外
来分布。

明治中期（1890
年頃）に渡来。北
海道、本州、四
国、九州に分布。

0.8m、多
年草

花壇の付近や廃屋の庭跡等の各地で逸
出し、海岸の草地等に大群落をなして野
生化している。極めて強健で、ときには
荒地や山野で半野生状態になってい
る。耐寒性は強い。

様々な園芸品種が、花壇等で観賞用に
栽培される。

日本で野生化し、河川では分布を拡大、
海岸の草地にも繁茂している。このよう
な環境に生育する在来種との競合、駆
逐が危惧されることから、こうした影響を
及ぼすおそれのある場所には、持ち込
まない。

フランスで19世紀に、ヒオウギズイセン
C. aurea と、ヒメトウショウブC. pottsii の
交雑によって作られた園芸品種群。
ハワイでは一般的な雑草とされる。スト
ロンの先に生じた球茎により急速に増殖
する。

⑦各県：北海道・青森・福島・茨
城・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・奈良・和歌山・鳥取・香川・
高知・福岡・佐賀・長崎・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河川：
35,68,76

便覧、帰化植物、写真
図鑑、Ylist、JF、園芸
事典、GAWW、GCW、
naturplant3752

環境省伊勢志摩国立公園横山展望台・横山ビジ
ターセンター：自然を守る取り組みパークボラン
ティア
https://chubu.env.go.jp/nature/yokoyama/toriku
mi.html【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

124
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ヒガンバナ科
ハナニラ（セイヨウアマ
ナ）

Ipheion uniflorum 里草地や河川敷。 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ － － － ○ －

アルゼンチン原
産。ヨーロッパ、
オーストラリア、
ニュージーラン
ド、北米に外来分
布。

明治時代に花卉
として導入。本
州、四国、九州に
分布。

0.2m、多
年草

旺盛に繁殖するため、植えられたものが
各地で逸出して、野生化した。耐寒性が
ある。

様々な園芸品種が流通し、花壇等に植
えられている。

旺盛に繁殖し、河川等で分布を拡大して
いる。土手等に繁茂した場合、在来の春
植物（アマナ等）やスミレ類等との競合
が懸念される。こうした影響を及ぼすお
それのある場所には、持ち込まない。

増殖は小球を母球からはずして行う。

⑦各県：青森・茨城・群馬・埼
玉・千葉・東京・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・鳥取・香
川・福岡・長崎・宮崎・鹿児島・
沖縄、⑧河川：2,3,10

便覧、写真図鑑、Ylist、
JF、有用、GCW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

125

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

クサスギカズ
ラ科

アツバチトセラン（サンセ
ベリア、サンセベリア・ト
リファッシアータ、チトセ
ラン、トラノオラン）

Dracaena trifasciata 小笠原・南西諸島
の草原、森林。

Ⅳ （◎） × － ◎ （◎） ○ （○） ○ － － ○ －

熱帯西アフリカ原
産。太平洋諸島、
オーストラリア、イ
ンド洋諸島、アジ
ア、アメリカに外
来分布。

渡来は明治の中
～末年とされる。
小笠原、沖縄で
野生化している。

1m、多
肉の多
年草

耐陰性がある。越冬には12～15℃必要
だが、乾燥に強いので、水を控えれば
0℃近い低温にも耐える。

観葉鉢物として栽培され、多くの園芸品
種がある。株分けで繁殖する。

小笠原で野生化していること、鳥や動物
による分布拡大があること等から、生物
多様性の保全上重要な地域へ侵入する
おそれのある場所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
小笠原で野生化しているのは近縁種の
チトセランD. nilotica とされていた。

⑦各県：東京・長崎・大分・沖
縄、⑩海外：ISSG、⑪その他：環
境省関東

有用、園芸事典、JF、
Ylist、PIER、GCW、写
真図鑑

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

126

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ヤシ科 トウ属の一種（カラムス） Calamus sp. 自然林。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － ○ －
トウ属はアジア、
オーストラリア、ア
フリカ等原産。

石垣島で植栽品
が広がっており、
今後分布域を拡
大する可能性が
高い。

つる性
腐植質の多い土壌を好む。多湿を好
み、とくに幹の細い種類は湿地に自生す
るため乾燥に弱い。

カラムスの名前で観葉植物に利用され
ている。全体に刺が多く鉢栽培には不
適。タイワントウ（シマトウ、水籐、スイト
ウ、スイトウズル）C. formosanus、ロタン
トウC. rotang (C. roxburgii )等が販売、栽
培される。

植栽されている石垣島のほか、西表島
に侵入した場合には、自然林に定着し在
来植物との競合、駆逐が危惧される。棘
があることから、人的な被害も予想さ
れ、駆除は困難になると予測される。生
物多様性の保全上重要な地域に侵入す
るおそれのある場所には、持ち込まな
い。

石垣島の個体群は、種の識別に重要な
花が咲かないため、同定ができない。
西表島や石垣島の自然林に定着する
と、棘による人的な被害も予想される。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑪そ
の他：検討委員

有用、Ylist、JF、園芸
事典、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

127

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ショウガ科

ハナシュクシャ（シュク
シャ、バタフライジン
ジャー、ヘディキウム・コ
ロナリウム）

Hedychium coronarium 湿性林、湿地、川
岸等。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － － ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －

インド～マレーシ
ア原産。オースト
ラリア、南米、北
米、アゾレス諸
島、マスカリン諸
島、太平洋諸島、
アフリカ南部に外
来分布。

園芸植物として
江戸時代に渡
来。南西諸島へ
の渡来年は不
明。伊豆諸島、山
口、宮崎、屋久
島、南西諸島、小
笠原諸島に分
布。

2m、多
年草

湿性林、湿地、川岸等、やや湿り気のあ
る場所。自生地では林内に生育する。熱
帯では周年、日本では夏から初秋にか
けて開花する。

切り花や観賞用に広く栽培される。根茎
や花の精油を薬用や香水に利用する。
根茎のデンプンを食用にする。多くの種
間雑種が作られている。

奄美群島では、絶滅危惧ⅠB類（EN）の
アマミクサアジサイの生育を脅かしてい
る。また、国の天然記念物である湯湾岳
の頂上に植えられて問題とされている。
海外で侵略的な外来種とされ、林内でも
生育できるため、生物多様性の保全上
重要な地域に侵入するおそれのある場
所には、持ち込まない。

めったに結実しないため、主に根茎によ
る栄養繁殖で増える。

⑦各県：埼玉・東京・香川・長
崎・鹿児島・沖縄、⑩海外：ISSG

写真図鑑、便覧、有
用、JF、園芸事典、
IPSW、田中・田中
2018、勝山ほか2011

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

128
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

カヤツリグサ
科 アメリカヤガミスゲ Carex scoparia 湿地。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － ○

北米原産。ニュー
ジーランド、オー
ストラリアに外来
分布。

1986年に香川県
丸亀市で採集。
北海道、本州、四
国（香川）、九州
（福岡）で確認。

0.6m、多
年草

湿地や湿った草地。
本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

輸入吹き付け種子にまじって入りこんだ
ものと思われる。
湿地や湿った草地に生育する在来植物
と競合、駆逐するおそれがある。

⑦各県：北海道・福島・茨城・群
馬・千葉・東京・岐阜・愛知・香
川・長崎、⑪その他：検討委員

帰化植物、便覧、
GCW、写真図鑑、千葉
県史料研究財団2003

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

129
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

イネ科 フトボメリケンカルカヤ Andropogon glomeratus 草地、河川、湿
地。

Ⅳ ◎ × － ◎ ○ ◎ ○ － － － － ○

北米原産。ハワ
イ、ヨーロッパ中
部、アフリカ南部
に外来分布。

1997年までに渡
来。兵庫、福岡、
大阪に分布。

草丈1.5
～2m、
多年生
草本

海外では道路脇、沼地周縁、牧草地、湿
地等に生育するとされる。日本では沿岸
部の造成地、河川敷等を中心に分布拡
大の気配がある。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

兵庫県神戸市・尼崎市、福岡県北九州
市、大阪府大阪市にて確認事例有り。
京阪神地域では国道や線路沿いに各地
に点々と広がっている。
ハワイで有害雑草とされる。種子は風散
布され、水散布の可能性もある。種子は
農作物や土砂、機器に付着して侵入す
る可能性がある。

⑦各県：福岡、⑪その他：検討
委員

写真図鑑、CABI － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ

ている。

130
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

イネ科

ハルガヤ（スイートバー
ナルグラス、バニラグラ
ス）

Anthoxanthum odoratum
ssp. odoratum

里草地や山地草
原。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ （○） ◎ －

ヨーロッパ～シベ
リア原産。アフリ
カ、アジア、オセ
アニア、北米、南
米に外来分布。

明治初年に渡
来。北海道～九
州、四国に分布。

0.7m、多
年草

牧草地、放牧地、路傍、荒地、草地、河
原、森林に生育し、山地までみられる。
日当たりの良い所を好み、土壌の種類
を選ばない。耐寒性、耐旱性があり、春
先の生育が早い。寒冷地に多い。

牧草として導入されたが、生産性は低く
重要視されていない。緑化に利用され
る。甘みや香りを利用したハーブとして
流通し、利用されている。

日本では河川等で分布を広げている。
耐寒性があり、山地にまで生育すること
から、自然性の高い草原へ侵入し、在来
種と競合し、駆逐することが懸念される。
こうした環境に侵入するおそれのある場
所には、持ち込まない。

海外（オーストラリア、南米等）で侵略的
とされる。
甘いクマリンの芳香がする。世界的には
牧草地の雑草とされる。

③村中：B、④ＦＡＯ：７、⑥専門
家：草原40、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・兵庫・奈良・和
歌山・鳥取・徳島・香川・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑧河川：28,62,70

世雑Ⅲ、便覧、帰化植
物、花粉、牧草、IPSW、
JF

環境省関東地方環境事務所：平成31年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書
https://www.env.go.jp/park/nikko/05_H31_heisei
nomori_exoticplant_report.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

青森県：青森県外来種対策学術調査報告書－青
森県外来種リスト－（p59．ハルガヤ）
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kankyo/shi
zen/files/2008-0607-1553-a.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

10
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131

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

イネ科
ダイサンチク（タイサンチ
ク、キンシチク）

Bambusa vulgaris 森林、川岸、かく乱
地、水路。

Ⅳ （◎） － － ○ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

東南アジア原産。
世界の亜熱帯～
熱帯に広く外来分
布。

沖縄、小笠原に
分布。
東海地方以西で
まれに栽培され
る。

20m、大
型のタ
ケ類

自然林、植林地や、川岸、かく乱地、水
路、土手、道端等の開けた場所。湿気の
ある低地を好むが、気候や土壌条件へ
の耐性は広い。

庭園観賞、製紙・建築用、防風用に栽培
される。若いたけのこは食用にされる。

除去する際に根茎の断片が散布される
こと等から、生物多様性の保全上重要
な地域へ侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。近縁種
のホウライチクＢ． Multiplexはインドシ
ナ原産説と九州、南西諸島野生説があ
る。ホウライチク、ダイサンチクともに西
表島で逸出が報告されている。

⑦各県：茨城・千葉・東京・長
崎・沖縄、⑩海外：ISSG

有用、園芸事典、Ylist、
JF、木本Ⅱ、梶田ほか
2022、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

132
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

イネ科
シロガネヨシ（パンパス
グラス）

Cortaderia selloana 海岸砂丘、低木
林、草原等。

Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ －

南米（アルゼンチ
ン）原産。アフリカ
南部、ヨーロッ
パ、オーストラリ
ア、アメリカに外
来分布。

明治時代の中期
に渡来。関東～
四国、南西諸島
に分布。

3m、多
年草

海岸砂丘、かく乱地、荒地、低木林、草
原、川岸、水路、湿地。日本では庭園や
道路沿いに各地で栽植され、ときに逸出
する。東北、北海道での露地越冬の記
録はない。

園芸品種を含めて流通、利用されてい
る。法面緑化への利用も確認されてい
る。切り花、ドライフラワーにも利用。

風による種子散布で分布を拡大し、様々
な環境に侵入して巨大な株を作ること等
から、生物多様性の保全上重要な地域
に侵入するおそれのある場所には、持ち
込まない。

海外（ヨーロッパ、オーストラリア、アメリ
カ西部等）で侵略的な外来種とされてい
る。
公園内で逸出したものが、管理上の問
題となっている。増殖は株分けで行う。
実生もできるが、花序の大きさ等に変異
が出やすい。葉縁が鋭いので皮膚が切
れることがあり、生育場所はレクリエー
ション等に利用できなくなる。

⑦各県：茨城・埼玉・千葉・東
京・岐阜・静岡・愛知・京都・奈
良・香川・福岡・長崎・大分・宮
崎・沖縄、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、園芸
事典、JF、IPSW

葛西臨海公園・」鳥類園Ⅱ：ヨシよりも強敵で
す・・・
https://choruien2.exblog.jp/8858862/【URL取得
日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

133

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

イネ科 ルビーガヤ（ホクチガヤ） Melinis repens 草地。 Ⅱ ○ × － ◎ ○ ○ ○ ○ － （○） － ◎

熱帯アフリカ原
産。世界の熱帯
～温帯に広く外来
分布。

1966年に南西諸
島、1994年に三
重県で記録。本
州、四国、九州、
南西諸島、小笠
原諸島の各地で
局所的に分布。

1.5m、一
又は短
命な多
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒地、林
縁。日当たりの良いところを好み、砂質
土壌に多く、やせ地や乾いた土壌に適
応する。

ルビーグラスM. repensは花きとして流
通し、流通上はメレニスと呼ばれる。メレ
ニスの改良品種サバンナは流通上は学
名M. nerviglumis  'Savannah'とされること
が多く、ルビーガヤ（ホクチガヤ）と同一
種か確認できていない。ルビーグラスは
オーナメンタルグラスとして庭園等で栽
培される。

生物多様性の高い地域に侵入する可能
性があるため、このような場所には持ち
込まない。

兄島で駆除事業を実施。種子と根茎で
繁殖。種子の伝播は風、雨、動物、人間
による。熱帯～亜熱帯の畑地雑草で、乾
いた畑地で問題になる。

⑦各県：鹿児島、⑪その他：環
境省関東

帰化植物、写真図鑑、
世雑Ⅲ、イネ2

環境省・林野庁・東京都・小笠原村：兄島での取
組紹介https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/wp-
content/uploads/sites/2/2020/01/H30_.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

134
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

イネ科 オオクサキビ Panicum dichotomiflorum 湿地や河川敷。 Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ◎ ◎

北米原産。南米、
ヨーロッパ、アジ
ア、ニュージーラ
ンドに外来分布。

1927年に千葉県
に入り、北海道、
本州、四国、九
州、南西諸島に
分布。

1m、一
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒地、河
川敷、湿地。日当たりの良い、湿った所
を好む。水田周辺、道端等に普通な雑
草となっている。

1970年代には転換畑での飼料作物とし
て盛んに試作された。水田転換畑に好
適な草種とされる。生草、乾草、サイレー
ジに利用される。

河川敷への侵入が問題となっている。
湿った場所を好むことから、希少種等が
生育する湿地への侵入も懸念される。こ
うした場所に侵入しないよう、種子の逸
出を防止する配慮が必要である。牧草
利用する際には、牧草地外への種子の
逸出を防止するために、結実前に刈り取
り、周縁部の草刈りを適切に行うととも
に、利用しない種子については放置せず
に適切に処分する。

関西の河川では、かく乱後に大群落を
形成して他植物を圧倒する。湿地でも旺
盛に生育することから、水田での雑草化
が懸念される。

③村中：B、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・香川・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
63,105,107

世雑Ⅲ、写真図鑑、粗
飼料、牧草、

環境省関東地方環境事務所：平成31年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書
https://www.env.go.jp/park/nikko/05_H31_heisei
nomori_exoticplant_report.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

135
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

イネ科

シマスズメノヒエ（ダリス
グラス、パスパルムグラ
ス）

Paspalum dilatatum 草地等。 Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ◎ ◎ ◎

南米原産。北米、
ヨーロッパ、アフリ
カ、アジア、オセ
アニア、太平洋諸
島に外来分布。

1915年小笠原で
確認。本州、四
国、九州、南西諸
島、小笠原諸島
に分布。

1.5m、多
年草

畑地、牧草地、芝生地、路傍、溝、荒
地、鉄道沿い、川岸、土手。湿った肥沃
地を好む。耐干性、耐暑性があり、酸性
土壌に適応する。

暖地型牧草で、乾草および放牧用に適
する。日本で育成された品種もある。本
州では第二次大戦後に緑化用に使わ
れ、急速に増加した。

奄美群島や小笠原の生態系等に影響を
及ぼすことが危惧される。固有種や希少
種が多い地域であることから、このような
場所で利用する場合には、種子の逸出
を防止する配慮が必要である。結実前
に刈り取りを行い、利用しない種子につ
いては放置せずに適切に処分する。そ
の他の非意図的な外来種の混入を防ぐ
観点から、種子証明のある種子の利用
が望ましい。

シマスズメノヒエ－スズメノコビエ群落は
小笠原諸島の聟島列島で最も普通にみ
られるイネ科二次草原。父島、兄島、弟
島等にも小規模で分布する。
種子と根茎で繁殖。アレロパシー作用が
ある。種子は風、雨、動物、人間により
散布される。九州では果樹園や道端の
雑草として問題になっている。

③村中：C、⑦各県：福島・茨城・
群馬・埼玉・千葉・東京・岐阜・
静岡・愛知・滋賀・京都・奈良・
和歌山・香川・高知・福岡・長
崎・大分・宮崎・鹿児島・沖縄、
⑧河川：47,78,88、⑨三省：国道

粗飼料、便覧、写真図
鑑、世雑Ⅲ、帰化植
物、環境省自然環境局
生物多様性センター

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

136
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

イネ科

キシュウスズメノヒエ（カ
リマタスズメノヒエ、ノット
グラス）

Paspalum distichum var.
distichum

湿地や池沼。 Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ － －

北米原産。南米、
太平洋諸島、南
ヨーロッパ、アフリ
カ、アジア、オセ
アニアに外来分
布。

1924年渡来、
1945年以来急速
に分布を拡大。
本州、四国、九
州、南西諸島に
分布。

0.5m、多
年草

水田、溝、湿地、河川、水路、湖沼、ため
池、砂浜。日当たりの良い所、肥沃な水
湿地を好む。

かつて転換畑での飼料作物として試作
されたことがある。琵琶湖では一時期魚
類の産卵床になるとして導入された。ダ
ム貯水池法面緑化に活用可能な草種と
され、植生マットによる定着も確認され
た。近年の利用に関する情報は得られ
なかった。

－
水田の強害雑草。佐賀地方では、ホテイ
アオイ等とともにクリーク内に繁茂し、問
題になった。

①要注意、③村中：B、④FAO：
12、⑤対策：H23:2、⑥専門家：
水生31、⑦各県：福島・茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・長野・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・鳥取・徳島・香川・
愛媛・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島、⑧河川：43,72,79

世雑Ⅲ、便覧、写真図
鑑、帰化植物、牧草、
日本水草

－

農林水産省：農業水利施設に被害を及ぼす侵略
性の高い外来種
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_
hozen/attach/pdf/gairai-14.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

137
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

イネ科
タチスズメノヒエ（ベイ
ジーグラス）

Paspalum urvillei 草地等。 Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ◎ ◎ ◎

南米原産。北米、
アフリカ、オースト
ラリア、アジアに
外来分布。

1958年福岡で確
認、本州（関東以
西）、四国、九
州、南西諸島、小
笠原に分布。

1.5m、多
年草

畑地、芝地、路傍、荒地、海岸埋立地、
果樹園。日当たりの良い湿った土壌を好
む。発芽適温は30～35℃。

本種の利用状況に関する情報は得られ
なかった。

－

鹿児島、沖縄のサトウキビ畑の強害雑
草となっている。宮崎県では近年、椎葉
村等の山間の市町村にも広がってい
る。
種子と根茎で繁殖。種子の形成量が多
く、水、動物、人間により伝播。種子は休
眠性を持つ。アレロパシー作用もある。
株は冬枯れしないので、大株になると抜
去が難しくなる。繁殖力が極めて強い。

③村中：C、⑦各県：茨城・群馬・
埼玉・千葉・東京・岐阜・静岡・
愛知・滋賀・京都・奈良・和歌
山・徳島・香川・高知・福岡・長
崎・大分・宮崎・鹿児島・沖縄、
⑧河川：19,42,64、⑩海外：ISSG

世雑Ⅲ、雑管、便覧、
写真図鑑、帰化植物、
石嶺1987

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

138

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

イネ科 ムラサキタカオススキ
Saccharum formosanum
var. pollinioides

原野等。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － ○ 台湾原産。
復帰後(1972年)
に侵入。
沖縄島に分布。

1.5m、多
年草

日当たりの良い原野。北部山地では林
道を介して侵入を広げつつあり、自然植
生への影響が懸念される。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

沖縄島名護市二見の道路法面で採集さ
れた。発見された当時は数株だけの小
群落であったが、沖縄島中部以北に普
通に生育するようになった。
奄美群島への影響も危惧されている。

⑦各県：東京・愛知・長崎・鹿児
島・沖縄

便覧、写真図鑑、Ylist、
目録、園芸事典

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

139
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

ケシ科
シラユキゲシ（スノーポ
ピー）

Eomecon chionantha 森林の林床。 Ⅳ ◎ × － ○ ○ ○ ◎ ○ － － ○ － 中国東部原産。
本州、四国の一
部地域で逸出。

0.4m、多
年草

林床。山地の湿った場所を好む。 園芸植物。山野草として流通する。

耐陰性があり、林内への侵入が容易で
あるため、森林生態系への影響が危惧
されている。生物多様性保全上重要な
地域に影響を及ぼすおそれのある場所
には、持ち込まない。

群馬県桐生市では杉林の林床に群生し
ている。周辺地域にヒイラギソウやカッコ
ソウの自生地があるため注意が必要。
増殖は株分けや実生で行う。

⑦各県：茨城・埼玉・千葉・東
京・愛知・香川・高知・鹿児島、
⑫地方公共団体

写真図鑑、園芸事典、
大森2010、便覧、JF

横須賀市：市民協働モデル事業　学区の自然を
再発見、小学校向けの環境体験事業事例集
https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/5555/ka
nkyotaikenjigyou/documents/web_d20200201.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

140
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

ケシ科
ハカマオニゲシ（ボタン
ゲシ）

Papaver bracteatum 人の生活環境。 Ⅲ,Ⅴ ○ － － ◎ ○ ○ ○ － ◎ － ○ ◎ イラン原産。
平成以前に渡
来。千葉に分布。

1.5m、多
年草

情報なし。

本種の栽培は麻薬取締法で規制されて
いるが、近縁種のオニゲシ又はオニゲシ
との交雑で作られた園芸品種との区別
が困難なため、誤って流通し、観賞用に
栽培されたり、逸出することがある。ま
た、国内の種苗会社から購入し、一般家
庭の庭に観賞用に植えられていたもの
の中に本種が含まれていたことが確認さ
れている。このように、種子の混入が発
生したり、非意図的な園芸利用が行わ
れていたりする状況にある。

本種の栽培は麻薬取締法で規制されて
いる。不正栽培又は自生しているケシを
発見した場合は、各地方厚生（支）局
麻薬取締部（支所）、都道府県薬務主管
課、保健所、警察署へ連絡する。

麻薬取締法の対象種。
園芸事典では、オニゲシP. orientale の
別名とされ、中間形があるため区別が困
難とされている。ボタンゲシの和名は、
P. somniferum  var paeoniflorumやP.
somniferum  var laciniatumを示す場合
がある。
近縁種のオニゲシP. orientale は一般的
に栽培されているので、誤って混在して
いる可能性がある。
千葉県では平成以前に侵入し、生育量
はごく少ない。千葉県以外でも、誤って
栽培されている可能性はある。

⑦各県：茨城・千葉・東京・長
崎・沖縄

便覧、園芸事典、

「不正大麻・けし撲滅運動」の紹介
厚生労働省及び都道府県
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000179105
_00012.html【URL取得日：2026年3月13日】

厚生省：大麻・けしの見分け方
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bun
ya/kenkou_iryou/iyakuhin/yakubuturanyou/othe
r/taima_miwakekata_00010.html【URL取得日：
2026年3月13日】

麻薬取締法の対象種。
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

141
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ケシ科
アツミゲシ（セチゲルゲ
シ、セチゲルムゲシ）

Papaver somniferum ssp.
setigerum

人の生活環境。 Ⅲ,Ⅴ ○ － － ○ ○ ○ － － ◎ （◎） ○ ◎
北アフリカ原産。
世界の各地に外
来分布。

1964年頃に渡
来。関東以南～、
九州、四国に分
布。

0.8m、越
年草

線路や道路に沿った空地に散発的に生
育する。

花が綺麗なので、麻薬取締法の規制対
象であることを知らずに栽培されること
がある。

本種の栽培は麻薬取締法で規制されて
いる。不正栽培又は自生しているケシを
発見した場合は、各地方厚生（支）局
麻薬取締部（支所）、都道府県薬務主管
課、保健所、警察署へ連絡する。

麻薬取締法の対象種。ケシP.
somniferumと共通点が多く、同一種の
亜種として扱われることもある。

⑤対策：H20:<4、⑦各県：北海
道・茨城・埼玉・千葉・東京・静
岡・愛知・滋賀・京都・奈良・和
歌山・鳥取・香川・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島・沖
縄、⑧河川：0,1,3

世雑Ⅱ（母種）、便覧、
写真図鑑、帰化植物、
Ylist

「不正大麻・けし撲滅運動」の紹介
厚生労働省及び都道府県
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000179105
_00012.html【URL取得日：2026年3月13日】

厚生省：大麻・けしの見分け方
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bun
ya/kenkou_iryou/iyakuhin/yakubuturanyou/othe
r/taima_miwakekata_00010.html【URL取得日：
2026年3月13日】

麻薬取締法の対象種。
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

142
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

メギ科 ヒイラギナンテン Berberis japonica 市街地近郊の森
林林床。

Ⅳ ◎ － － ◎ ○ ◎ ◎ － － － ○ －

中国～ヒマラヤ原
産。イギリス、
オーストラリアに
外来分布。

1681～1688年に
庭園木として渡
来。本州の一部
で逸出。

3m、常
緑低木

半日陰地で良く育ち、土質を選ばない。
都市近郊の二次林に逸出している。

本属では最も広く植栽されている。庭園
や公園に普通に植栽される。

河川で分布がやや拡大傾向にあり、半
日陰を好むこと等から、雑木林への影響
が危惧されている。このような環境へ侵
入するおそれのある場所には、持ち込ま
ない。

近縁種のセイヨウヒイラギナンテンB.
aquifoliumはヨーロッパで侵略的な植物
とされている。鳥が種子を散布すること
から、いくつかの県で影響が危惧されて
いる。実生、挿木等で繁殖。

⑥専門家：雑木11、⑦各県：福
島・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・愛知・滋賀・京都・兵
庫・奈良・香川・長崎・大分・宮
崎、⑧河川：3,9,15

便覧、有用、木本Ⅰ、
樹木、園芸事典、JF、
GCW、IPSW、日本造園
学会H25年度回答、服
部ほか1996

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

143
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

マメ科 エニシダ（エニスタ） Cytisus scoparius 河川敷、海岸。 Ⅳ,Ⅴ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － （◎） ◎ ◎

ヨーロッパ原産。
アフリカ南部、ア
ジア、オーストラリ
ア、北米、ハワイ
に外来分布。

園芸植物として
江戸時代に渡
来。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

3m、常
緑低木

道路の法面や宅地造成による新開地
等。海外では、草地、荒地、氾濫原、海
岸の低木林、硬葉樹林。

様々な園芸品種が、観賞用に栽培され
ている。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、利用されている。

種子が車、水、鳥によって散布され、急
速に分布を拡大すること等から、生物多
様性の保全上重要な地域に侵入するお
それのある場所には、持ち込まない。

海外（オーストラリア、ニュージーランド、
アメリカ）で侵略的な外来種とされる。
影響は、イタチハギとほぼ同等と思われ
る。棘はない。海外では道路に沿って分
布拡大することから、種子が車両に付着
して散布されると考えられる。種子は水
や鳥により散布される。種子の寿命は長
い。

⑦各県：北海道・福島・茨城・群
馬・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・奈良・鳥取・香川・福
岡・長崎・大分・宮崎・沖縄、⑩
海外：ISSG

便覧、帰化植物、環境
省、JF、有用、IPSW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

144
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

マメ科 アレチヌスビトハギ Desmodium paniculatum 河原、里草地。 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － ◎
北米東南部原
産。カナダに外来
分布。

1940年に大阪で
確認。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

1m、多
年草

荒地、道端、市街地、空地、かく乱地。関
東以西に多い。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

一度侵入されると、頑丈な根茎のため、
駆除が困難。
付着しやすい果実で、種子の分散能力
が高い。河川でも増加傾向にある。

⑤対策：H23:1、⑦各県：北海
道・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・香川・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
21,49,57

便覧、写真図鑑、帰化
植物、GCW

国土交通省関東地方整備局：第49回維持管理・
環境管理専門委員会
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/
000863274.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

145
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

マメ科

外国産コマツナギ（キダ
チコマツナギ、トウコマツ
ナギ、中国産コマツナ
ギ）

Indigofera bungeana （外来
系統）

河川敷、林縁。 Ⅰ ○ ◎ ○ ○ － ○ ○ － － － ◎ ◎ 中国原産。

2000年代前半に
逸出、野生化し、
北海道～沖縄に
分布。

4m、落
葉低木

荒地、河川敷、道端、道路法面、空地、
林縁。

新たに道路整備した場所の緑化目的で
中国等から導入された。コマツナギの法
面緑化における使用機会の増加ととも
に、種苗業者が取り扱う種子は在来種
から逆輸入種（在来種を外国で栽培した
種）へ、そしてより安価な中国産へとシフ
トし、中国産コマツナギが導入されるよう
になった。

中国産コマツナギを法面緑化で使用す
る場合、法面で高密度で成立させると単
純林化しやすい傾向があり、周囲からの
植物の自然侵入が妨げられる。また、ネ
ズミモチ等の常緑広葉樹と混播すると衰
退を早めることができる。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

トウコマツナギI. bungeana にあてたり、コ
マツナギI. pseudotinctoria と同種にする
見解があり種の扱いには再検討を要す
る。

⑥専門家：交雑11、⑦各県：茨
城・埼玉・千葉・東京・愛知・滋
賀・京都・兵庫・奈良・鳥取・香
川・高知・福岡・佐賀・宮崎・鹿
児島、⑪各県：栃木・滋賀・兵
庫・高知・福岡・佐賀条例、宮
崎、⑫検討委員

写真図鑑、野生植物2、
吉田2015、吉田・森本
2005、緑化2023

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

11
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146
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

バラ科

ピラカンサ属（タチバナモ
ドキ、ヒマラヤトキワサン
ザシ、トキワサンザシな
ど）

Pyracantha  spp.
河原の固有種の
生育地。

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ － ○ －

トキワサンザシP.
coccinea は南東
ヨーロッパ～小ア
ジア原産。
タチバナモドキ
Ｐ．angustifolia は
中国原産。ニュー
ジーランド、アフリ
カ南部、オースト
ラリア、ハワイに
外来分布。
ヒマラヤトキワサ
ンザシP.
crenulata はヒマ
ラヤ原産。ニュー
ジーランド、アフリ
カ南部、オースト
ラリアに外来分
布。

明治時代～昭和
初期に渡来。
本州、四国、九州
に分布。

2～6m、
常緑低
木

草原、荒地、岩の多い尾根、川岸。耐寒
性、耐暑性があり、日当たりさえ良けれ
ば土壌を選ばない。一度定着すれば、
耐陰性もある。萌芽により急速に広が
る。日本の気候条件下で良く育つ。

花だけでなく果実も美しいので、生垣、
庭園樹、鉢物用樹として栽培される。種
間雑種から育成された多くの園芸品種
がある。雑種の稔性は高い。

河川で増加傾向にあり、丈夫な性質で、
鳥により種子が散布されることから、河
原の植物への影響が危惧されている。こ
うした環境へ侵入するおそれのある場所
では、利用を控える等の配慮が必要で
ある。

ヨーロッパ東南部からアジアにかけて６
種が自生。
トキワサンザシとタチバナモドキは明治
時代に渡来し、本州と九州の一部で逸
出。ヒマラヤトキワサンザシは昭和初期
に渡来し、本州の一部で逸出。
実生や挿木で容易に増殖可能。鋭い刺
がある。

⑥専門家：河原7、⑦各県：福
島・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・兵庫・奈良・香川・高知・福
岡・長崎・大分・宮崎、⑧河川：
7,14,37
7,27,44

便覧、樹木、帰化植
物、有用、園芸事典、
IPSW

－

星野義延・野村亮・伊原聡・北村直也：ピラカンサ
類の種子散布と造成礫河原への侵入の可能性
（河川生態学術研究会多摩川研究グループ）多
摩川の総合研究―永田地区の河道修復―．
pp239-244．リバーフロント整備センター．2006年
発行：Web掲載はない）

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

147
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

カタバミ科
オオキバナカタバミ（キイ
ロハナカタバミ）

Oxalis pes-caprae 落葉樹林の林床。 Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ －

南アフリカ原産。
ニュージーラン
ド、アメリカ 、アジ
ア、ヨーロッパ南
部、オーストラリ
アに外来分布。

1890年代に入
り、1961年に野
生化が確認。関
東～南西諸島に
分布。

0.2m、多
年草

森林、草原、川岸、海岸、畑地、庭、牧
草地、樹園地、荒地等。日当たりが良
い、肥沃地を好む。鱗茎で繁殖。地中海
沿岸の海岸地域で非常に多くみられる。
冬に繁茂し、耐寒性がある。

観賞用に栽培される。

本州太平洋側の雪の降らない地域で明
るい落葉広葉樹林に侵入するおそれが
あるため、こうしたおそれのある場所に
は、持ち込まない。

海外（ヨーロッパ、オーストラリア、アメリ
カ）で侵略的な外来種とされている。
じわじわと広がっている。一度入り込む
と駆除が難しい。家畜に有害。

⑦各県：茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・静岡・愛知・滋賀・京
都・奈良・和歌山・香川・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑩海外：ISSG

世雑Ⅱ、便覧、写真図
鑑、IPSW、園芸事典

一般社団法人 BC-ROBOP 海岸工学会、公益財
団法人日本財団：海と日本2020事業報告．
https://fields.canpan.info/report/detail/24970
【URL取得日：2026年3月13日】

外来生物バスターズモデル事業実行委員会：横
須賀市外来生物バスターズモデル事業外来生物
マニュアルNo.6(オオキバナカタバミ）
https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/5555/bu
stres/documents/m06_ookibanakatabami.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

148

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

トケイソウ科

クサトケイソウ（パッシフ
ローラ・フォエティダ、ワ
イルドパッションフルー
ツ、ヤサイトケイ）

Passiflora vesicaria 河川敷、海岸、林
縁、草原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －

南米原産。北米、
アフリカ、アジア、
ヨーロッパ、オセ
アニアの熱帯～
亜熱帯に外来分
布。

渡来年代不明。
千葉、南西諸島、
小笠原諸島（硫
黄島）に分布。特
に大東諸島、宮
古諸島でまん
延。

つる性
の一年
草～多
年草

路傍や河原等のかく乱地。湿った場所を
好む。

果実を食用としたり、薬用にするために
栽培される。

熱帯地域が原産で、日本では大東諸
島、宮古島等でまん延していることから、
生物多様性の保全上重要な温暖な地域
へは、持ち込まない。

腺毛の量や、和名の由来である臭気の
程度に変異が多い。

⑦各県：茨城・千葉・東京・長
崎・大分・沖縄、⑩海外：ISSG、
⑪その他：検討委員

便覧、写真図鑑、有
用、園芸事典

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

149
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

トウダイグサ
科 ナンキンハゼ Triadica sebifera 照葉樹林。 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ －

中国大陸の中南
部の暖帯～亜熱
帯原産。アフリ
カ、アジア、ヨー
ロッパ、北米に外
来分布。

園芸植物として
江戸時代に渡
来。関東～南西
諸島に分布。

15m、落
葉（熱帯
では常
緑）高木

自然林、植林地、草原、かく乱地、湿地。
土壌を選ばないが、排水の良い肥沃土
壌で生長がきわめて早く、陽光を好む。
関東以南の暖地に適する。様々な環境
への耐性がある。

庭木、公園樹、街路樹として植栽され
る。盆栽にも利用される。種子の油脂は
有毒だが、ろうそく、せっけん、薬用等に
利用される。

鳥や水により種子が散布され、土壌環
境にも影響する。日本では河川で分布を
拡大しており、草原や雑木林等への影
響が懸念されている。そのため、河川、
草原、雑木林等に侵入するおそれのあ
る場所や自然水域の周辺では、利用を
控える等の配慮が必要である。

海外で侵略的な外来種とされている。
繁殖は実生で行う。 急速に分解する葉
はタンニンを生産し、土壌中の窒素やリ
ンも増加する。奈良公園春日山原始林
で問題。シカが食べないため、今後増加
する可能性が高い。

③村中：C、⑥専門家：草原23・
雑木10、⑦各県：福島・群馬・埼
玉・千葉・東京・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・兵庫・奈良・和歌山・
香川・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島、⑧河川：
23,50,64、⑩海外：ISSG

便覧、樹木、有用、
Ylist、園芸事典、JF、
奥川・中坪2009、
Maesako et al.2007、
H26年度服部氏ヒアリ
ング

奈良県：第23回奈良公園植栽計画検討委員会
資料３令和5年度奈良公園若草山ナンキンハゼ
調査報告
https://www.pref.nara.jp/30693.htm【URL取得
日：2026年3月13日】

奈良県：第16回春日山原始林保全計画検討委員
会　参考資料１春日山原始林ナンキンハゼ駆除
作業マニュアル令和5年3月版
https://www.pref.nara.jp/secure/291156/%E5%8
F%82%E8%80%83%E8%B3%87%E6%96%991_%E4%BB
%A4%E5%92%8C5%E5%B9%B43%E6%9C%88%E7%89
%88%E6%98%A5%E6%97%A5%E5%B1%B1%E5%8E%9
F%E5%A7%8B%E6%9E%97%E3%83%8A%E3%83%B3%
E3%82%AD%E3%83%B3%E3%83%8F%E3%82%BC%E9
%A7%86%E9%99%A4%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%
83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83
%AB.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

150

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

フトモモ科 フトモモ（ホトウ） Syzygium jambos 渓流沿いの森林
内。

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ －

イラン、インド～イ
ンド洋諸島原産。
アフリカ、北米、
南米、インド洋諸
島、太平洋諸島
に外来分布。

1935年以前に渡
来。大隅半島、薩
摩半島～南西諸
島に分布。

10m、常
緑高木

自然林、植林地、河川敷、海岸の低木
林。日本では、低地～山地の渓流沿い
の水辺に生育する。

沖縄には果樹として古い時代に導入さ
れたが、食味が淡白であることからあま
り普及しなかった。現在は、観葉植物と
して流通し、栽培される。

南西諸島の生物多様性の保全上重要な
地域に侵入するおそれのある場所に
は、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
増殖は通常は実生によるが、挿木によ
るものもある。
熱帯の植物であるが、温帯域にも外来
分布を広げつつある。

⑦各県：東京・長崎・鹿児島・沖
縄、⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、有
用、琉球弧、熱帯花
木、IPSW、JF、園芸事
典

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

151
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

ムクロジ科
アメリカハナノキ（ベニカ
エデ、アカカエデ）

Acer rubrum ハナノキの生育地
の周辺。

Ⅰ － ◎ － ◎ ○ ○ ○ － － － ◎ －

アメリカ北部、カ
ナダ原産。イギリ
スやアメリカ等に
外来分布。

岐阜に分布。
40ｍ、落
葉高木

沼沢地や川岸。
観賞用、庭木、公園樹、並木として利用
される。

絶滅危惧種のハナノキの遺伝的かく乱
を引き起こすことから、ハナノキの生育
場所の周辺には持ち込まないか、花粉
の散布を防止する配慮が必要である。

長野県、岐阜県、愛知県のハナノキの
植栽地で混入が確認されている。
絶滅危惧Ⅱ類のハナノキの遺伝的かく
乱を引き起こしている。

⑦各県：東京・長崎、⑪その他：
検討委員

樹木、金指ほか2023、
GCW、菊池ほか2015

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

152

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ムクロジ科
フウセンカズラ（変種コフ
ウセンカズラを含む）

Cardiospermum
halicacabum、
Cardiospermum
halicacabum var.
microcarpum

草地等。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －

世界の熱帯原
産。ヨーロッパ、
北米、韓国に外
来分布。

渡来年代不明だ
が1961年には記
載がある。広島、
鹿児島、南西諸
島、小笠原に分
布。

2m以
上、つる
性の一
年草～
多年草

沖縄県（特に大東諸島、宮古諸島）で
は、まん延している。基本種のフウセン
カズラは日当たりと排水の良い場所なら
土質は特に選ばない。

基本種のフウセンカズラC. halicacabum
は流通、販売され、観賞用に栽培され
る。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

コフウセンカズラは果実が径1.5cmたら
ずの変種として基本種のフウセンカズラ
からは区別されている。性質は強く、栽
培が容易、病気、害虫はほとんどない。

⑦各県：北海道・茨城・埼玉・千
葉・東京・愛知・滋賀・京都・奈
良・長崎・大分・鹿児島・沖縄、
⑪その他：検討委員

便覧、写真図鑑、JF、
有用、園芸事典、
GCW、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

153

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ムクロジ科
タイワンモクゲンジ（タイ
ワンセンダンボダイジュ）

Koelreuteria henryi
小笠原・南西諸島
の森林、特に林
縁。

Ⅳ ◎ － － ◎ ○ ○ ◎ ○ － － ○ － 台湾、中国原産。
小笠原諸島や南
西諸島に分布。

15m、落
葉高木

性質は強健、植栽地周辺の林縁等に逸
出する。関東の気候で越冬する。日当た
りの良い場所を好む。

温帯性木本として流通、販売される。街
路樹、公園樹に利用される。

開花直後に枝を強剪定すれば種子繁殖
を防ぐことが可能。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

種子は風散布。
父島では街路樹として植栽されたが拡
散の兆候を示したため、住民や行政・研
究者が協力して稚樹や実生をほぼ完全
に駆除した例がある。

⑫検討委員
Ylist、JF、琉球樹木、
小笠原固有、園芸事
典、加藤2004

加藤英寿・須貝杏子：植栽と外来生物問題
https://airies.wikiplus.net/attach.php/6a6f75726
e616c5f31342d316a706e/save/0/0/14_1-13.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

154

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

アオイ科 フヨウ Hibiscus mutabilis サキシマフヨウの
生育地周辺。

Ⅰ ◎ ◎ － ○ ○ ◎ ○ ○ － － ○ －

中国中部原産。
太平洋諸島、北
米、オーストラリ
ア、ニュージーラ
ンドに外来分布。

古くから栽培さ
れ、本州（関東以
西）、四国南部、
九州南部、南西
諸島、小笠原諸
島に分布。

4m、落
葉低木

日当たりの良いところを好み、海岸に近
い谷沿いの林縁に生育する。

観賞用に流通、栽培されており、庭木、
公園樹、街路樹、鉢植え等に利用され
る。

日本固有種のサキシマフヨウとの交雑
が確認されていることから、サキシマフヨ
ウの自生地周辺には、持ち込まない。

増殖は挿木又は実生で、八重咲き品種
はもっぱら挿木による。近縁種のサキシ
マフヨウH. makinoiは日本固有種で、九
州（福江島、甑島、種子島以南）、沖縄
に生育し、鹿児島県ＲＤＢ種で分布重要
種とされる。サキシマフヨウは屋久島、
種子島等の自生地で、フヨウとの間に稔
性のある種間雑種ができるため、浸透
交雑個体群が形成される。

⑦各県：群馬・埼玉・千葉・東
京・岐阜・静岡・愛知・滋賀・奈
良・香川・高知・福岡・長崎・大
分・宮崎・鹿児島・沖縄

便覧、木本Ⅱ、JF 、園
芸事典、樹の花４、
GCW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

155
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

アブラナ科

ハルザキヤマガラシ（セ
イヨウヤマガラシ、フユガ
ラシ、ブルガリス‘バリエ
ガタ’、ウィンタークレス、
ビタークレス／タネツケ
バナ、バルバレア・ウル
ガリス）

Barbarea vulgaris 亜高山帯、河川
敷。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ ◎

原産地不明。ヨー
ロッパ、アジア、
オーストラリア、
北米等に広く外来
分布。

明治時代末年に
渡来、1960年頃
に野生化。北海
道、本州、四国、
九州に分布。

0.9m、越
年草～
短命な
多年草

川岸、用水路端、畦畔、牧草地、畑地、
水田、荒地、道端の他、山地の林道沿
いにもみられる。冷涼で日当たりがよく、
湿った肥沃地を好む。標高1800ｍ以上
の亜高山帯に生育している事例もある。

観賞用や食用に栽培される。

自然性の高い河川や草原、農地に侵入
して問題になっており、水系を通じて拡
散していることから、生物多様性保全上
重要な地域に侵入のおそれがある場所
や水系を通じて分布拡大するおそれの
ある場所には、持ち込まない。

標高が高い地域にも侵入しているので、
自然性の高い環境への影響が懸念され
る。

①要注意、②W100：日本、③村
中：B、６、⑤対策：H20:<4、
H23:2、⑥専門家：河原30、⑦各
県：北海道・青森・福島・茨城・
群馬・埼玉・千葉・東京・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
奈良・和歌山・鳥取・香川・高
知・福岡・長崎・鹿児島、⑧河
川：18,39,44

世雑Ⅱ、外来生物、便
覧、帰化植物、写真図
鑑

霧ヶ峰生物多様性研究会　土田勝義：霧ヶ峰草
原の刈り取り実験＆ハルザキヤマガラシ駆除実
験モニタリング報告２０１７年度
https://www.pref.nagano.lg.jp/suwachi/suwachi-
kankyo/kankyo/kyogikai/documents/monitaringu
.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

橘 雅明, 伊藤 一幸, 渡邊 寛明, 中山 壮一, 山口
裕文：北東北地域のコムギ作における帰化雑草
ハルザキヤマガラシ（Barbarea vulgaris R.Br.），カ
ミツレモドキ（Anthemis cotula L.），イヌカミツレ
（Matricaria inodora L.）の出芽時期と防除体系
https://www.jstage.jst.go.jp/article/weed/53/4/
53_4_175/_article/-char/ja/【URL取得日：2026
年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

156
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

アブラナ科
セイヨウカラシナ（カラシ
ナ）

Brassica juncea 河原。 Ⅳ,Ⅴ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

中央アジア～ヒマ
ラヤ地方原産。ア
ジア、ヨーロッパ、
北アフリカ、オー
ストラリア、南北
米に外来分布。

奈良時代以降に
渡来。
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

1.5m、一
年草

河川敷、堤防、畑地、樹園地、牧草地、
路傍、荒地等。日当たりのよい温暖地を
好み、肥沃地ほど生育が良い。関西地
方の河川敷等に大群落がある。

奈良時代～平安時代初期から栽培され
る。野菜として栽培されるカラシナの原
種で、様々な品種が育成されている。種
子からはカラシ油がとれ、良質の蜜源植
物である。

河川で分布を拡大しており、大繁茂する
ことがあるため、河原や草原に生育する
植物との競合、駆逐が懸念される。河川
を通じて分布を拡大するおそれのある場
所や、野菜との交雑が懸念される地域
には、持ち込まない。

奈良時代から平安時代初期頃に中国か
ら渡来したらしいが、戦後分布を広げて
いるのはヨーロッパ、北米から入ったも
のと考えられる。
群馬県では太い根が堤防に深く食い込
み、堤防の強度低下を引き起こしてい
る。アブラナB. rapa とクロガラシB. nigra
を合わせた複２倍体。多量に摂取すると
中毒の原因になる物質を含む。アレロパ
シー作用がある。広島では特産野菜と
の交雑を防ぐために駆除される。

③村中：C、⑤対策：H23:1、⑥専
門家：河原37・草原28、⑦各県：
北海道・青森・福島・茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・長野・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・兵
庫・奈良・和歌山・鳥取・香川・
愛媛・福岡・長崎・鹿児島、⑧河
川：44,76,80

世雑Ⅱ、便覧、牧草、
写真図鑑、有用、園芸
事典、JF

国土交通省：河川管理者が行う外来植物防除対
策の実施（淀川の点野砂州における外来植物防
除）
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1
010pdf/ks101007.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

157
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

アブラナ科 オニハマダイコン Cakile edentula 海岸砂浜。 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － ◎
北米東岸中北部
原産。オーストラ
リアに外来分布。

1982年渡来。北
海道、本州の一
部に分布。

0.5m、一
～二年
草

海岸砂丘。 利用に関する情報は得られなかった。 －

青森県では、在来種と競合している様子
は見られない。千葉県では生育量は少
ないとされている。利尻島では駆除が行
われた。絶滅危惧種のイソスミレが生育
するような砂丘地帯にみられる。裸地砂
浜の地表を利用する海浜性昆虫等への
植被の影響が懸念される。

⑥専門家：砂浜7、⑦各県：北海
道・青森・福島・茨城・千葉・東
京・京都・鳥取・長崎、⑧河川：
7,8,15

便覧、帰化植物、浅井
1993、ＧＣＷ、

島根県：2019第5回おかひじき戻ってこいこいプロ
ジェクト開催レポート
https://iwamiguideclub.com/nature/2019okahijik
i/【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

158
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

アブラナ科 ミチタネツケバナ Cardamine hirsuta 近縁の在来種の
生育する環境。

Ⅳ ◎ ○ － ○ ◎ ◎ ○ － － ○ － －

ユーラシア原産。
北米、南米、オー
ストラリア、ニュー
ジーランド、アフリ
カ等に外来分布。

1974年に鳥取で
最初に採集。北
海道、本州、四
国、九州に分布。

0.3m、一
年草

畑地、樹園地、牧草地、芝地、荒地等。
平地から山地までみられる。日当たりの
良いところから日陰地まで生育可能で、
各種土壌に適応。

利用に関する情報は得られなかった。 －

1990年代に本州各地で急速に分布を拡
大。この20年間ぐらいでもっとも増加した
外来種の一つ。在来のタネツケバナ類と
の交雑の可能性も危惧される。

⑦各県：北海道・青森・福島・茨
城・埼玉・千葉・東京・愛知・滋
賀・京都・奈良・和歌山・鳥取・
福岡・鹿児島、⑧河川：2,2,17、
⑫地方公共団体、検討委員

世雑Ⅱ、便覧、帰化植
物、工藤2006、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

159
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

タデ科
シャクチリソバ（シュッコ
ンソバ、ヒマラヤソバ）

Fagopyrum cymosum 河川敷。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ － － － ○ －

ヒマラヤ、中国南
西部原産。イギリ
ス、ニュージーラ
ンドに外来分布。

昭和初期に中国
から導入。1960
年代から野生
化、北海道、本
州、四国、九州に
分布。

1.2m、多
年草

林縁や川沿い等の半陰地。関西の河川
敷で急速に繁茂している。

種子は食用にされ、若芽や若葉は野菜
として食べられる。薬用植物として中国
から導入され、近年も薬用として栽培さ
れるが、作物としては栽培されていな
い。

種子と根茎で繁殖し、半陰地でも生育で
き、河川を中心に分布を拡大しているこ
と等から、河川を通じて、生物多様性の
保全上重要な地域に侵入するおそれの
ある場所には、持ち込まない。

強固な根茎による栄養繁殖によって生
育地を拡大し、他の植物を駆逐する。

③村中：C、⑦各県：北海道・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・兵庫・奈良・和歌山・
香川・福岡・長崎・宮崎・鹿児
島、⑧河川：17,35,43

便覧、帰化植物、写真
図鑑、Ylist、有用、
GCW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

160
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

タデ科 カライタドリ Fallopia forbesii
イタドリやオオイタ
ドリの生育地周
辺。

Ⅰ,Ⅳ,Ⅴ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ◎ ◎ 朝鮮、中国原産。
青森県（八甲田
山周辺）に分布。

1.5m、多
年草

当初の群生地とは別の車道沿いにも発
生しており、分布域が広がってきている
と思われる。

法面緑化工事に利用。
外国産在来緑化植物イタドリの使用に
伴う侵入が報告されている。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされている日
本のイタドリと同様に、本種も日本で侵
略的となる可能性が高いと考えられる。
交雑による遺伝的かく乱が懸念。青森県
では国立公園内でまん延することは望ま
しくないとしている。青森県外来種リスト
では学名がF. lorbesii となっているが誤
り。
海外では日本のイタドリF. japonica が侵
略的となっている。

⑦各県：青森・東京・香川・長崎 Ylist、緑化2023 －

青森県：青森県外来種対策学術調査報告書－青
森県外来種リスト－
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kankyo/shi
zen/files/2008-0607-1553-a.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

12
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161

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

タデ科
ツルドクダミ（カシュウ、
何首烏）

Fallopia multiflora
小笠原・南西諸島
の在来植物の生
育地周辺。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ －
台湾原産。アメリ
カ、ハンガリーに
外来分布。

江戸時代（享保５
（1720）年）に長
崎を経由して江
戸で栽培。北海
道、本州、四国、
九州の各地で局
所的に分布。

3m、つ
る性の
木質の
多年草

市街地周辺の路傍や生け垣等。
乾燥した塊根は何首烏（かしゅう）と呼ば
れ、漢方薬として用いる。

台湾での圧倒的に旺盛な生育状況か
ら、南西諸島に侵入した場合、生態系に
多大な悪影響を与えることが危惧され
る。生物多様性の保全上重要なこうした
地域には、持ち込まない。

飢饉時には食用に供されたとの記録が
あり、一般的な性質はサツマイモ等と同
じで、デンプンを含む。

⑦各県：北海道・福島・茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・長野・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・鳥取・香川・長崎・
大分・宮崎・鹿児島・沖縄、⑪そ
の他：検討委員

便覧、帰化植物、写真
図鑑、有用、園芸事
典、Ylist、GCW、藤本
ほか1990

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

162
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

タデ科
ヒメツルソバ（カンイタド
リ）

Persicaria capitata 河川、岩場、海岸
岩場。

Ⅳ ◎ － ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

中国南部～ヒマラ
ヤ原産。世界の
熱帯～温帯に広く
外来分布。

明治中期に渡来
し、1960年代以
降、野生化。本州
（関東以西）、四
国、九州、南西諸
島に分布。

長さ
0.5m、多
年草

市街地や民家周辺の庭先や石垣、コン
クリートの隙間。耐寒性はやや弱いが、
高温や乾燥に強いため雑草化する。伊
豆半島等の石垣や溶岩の間に蔓延って
いる。自然の岩場でどこまで進出できる
かは不明である。

園芸植物。観賞用に渡来した。現在も流
通し、鉢物として販売されたり、ロック
ガーデン等で栽培される。

河川で分布を拡大しており、自然の岩場
に侵入して雑草化する可能性があること
等から、こうした環境に侵入するおそれ
のある場所には、持ち込まない。

種子は重力散布される。匍匐枝で栄養
繁殖する。
原産地では形態の変異が大きいが、日
本に分布している型は葉が小さく、密に
つき、全体が紅紫色を帯びる。

⑦各県：福島・茨城・群馬・埼
玉・千葉・東京・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・香川・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
0,5,13

便覧、写真図鑑、帰化
植物、JF、園芸事典、
Ylist

－

中野信宜：外来植物ヒメツルソバの生態特性と都
市河川での侵入状況に関する研究（大阪府立大
学博士 （緑地環境科学） 学位論文）
https://omu.repo.nii.ac.jp/records/12316【URL取
得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

163
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

タデ科 ヒメスイバ
Rumex acetosella ssp.
pyrenaicus

海岸砂浜、山地草
原。

Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ － ◎

ヨーロッパ原産。
ヨーロッパ、アジ
ア、アフリカ、南
北米、オセアニア
の温帯～熱帯に
外来分布。

明治初期に渡
来。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

0.5m、多
年草

芝地、牧草地、樹園地、路傍、荒地等。
ときに亜高山帯まで侵入する。日当たり
の良い湿地～半湿地を好む。ｐHの低い
所に適応する。日陰地では生育が悪
い。河川で増加しており、砂浜への侵入
が危惧されている。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

種子と根茎により繁殖。種子の伝播は
風、雨、動物等による。種子に休眠性が
ある。
アレロパシー作用がある。シュウ酸を含
む。家畜が多量に採食すると中毒を引き
起こす。
北海道のサロベツ湿原では、希少植物
の生育環境への侵入が確認され、その
影響が危惧されている。鳥取砂丘では、
本種を含む外来植物が侵入し、草原化
が進行して社会問題になっている。

③村中：C、⑤対策：H20:<4、⑥
専門家：砂浜24、⑦各県：北海
道・青森・福島・茨城・群馬・埼
玉・千葉・東京・長野・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・奈良・和
歌山・鳥取・香川・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島、⑧河
川：43,82,86、⑩海外：ISSG

世雑Ⅱ、便覧、写真図
鑑、雑管、花粉、Ylist、
森井・小玉2006

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

164
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

タデ科
ナガバギシギシ(チジミス
イバ)

Rumex crispus
ノダイオウ等の在
来のギシギシ類の
生育地周辺。

Ⅰ ○ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） － －

ユーラシア原産。
北米、南米、アフ
リカ、太平洋諸島
等、温帯～熱帯
に外来分布。

1891年頃に渡
来。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

1.5m、多
年草

牧草地、樹園地、畑地、路傍、荒地、草
原、低木林、市街地等。低地から高地ま
でみられる。日当たりのよい湿ったところ
を好む。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

ノハラダイオウR. × pratensi sは、エゾノ
ギシギシR. obtusifolius との雑種とされ
る。外国産ギシギシ類は、ノダイオウや
マダイオウとの交雑が懸念される。海外
では、シュウ酸による羊の中毒が報告さ
れている。
オーストラリアで侵略的な植物として扱
われている。

③村中C：⑥、専門家：交雑
11*、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・奈良・和歌山・鳥取・
香川・高知・福岡・長崎・宮崎・
鹿児島、⑧河川：39,77,90、⑩海
外：ISSG

世雑Ⅱ、便覧、写真図
鑑、牧草、Ylist、園芸事
典、IPSW

国土交通省関東地方整備局荒川上流河川事務
所：ぶらり～荒川便り～（【平成28年3月20日】三
ツ又沼ビオトープで、ボーイスカウト上尾４団、９
団が野外活動を行いました。）
https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00010.html
【URL取得日：2026年3月13日】

長野県：長野県版外来種対策ハンドブック　対策
に取り組みたい外来種㉚（湿地性のナガバギシ
ギシ）
https://www.pref.nagano.lg.jp/shizenhogo/kurash
i/shizen/hogo/gairai/documents/30_gishigishi.pd
f【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

165
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

タデ科
エゾノギシギシ（ヒロハギ
シギシ）

Rumex obtusifolius

亜高山帯の自然
草原や湿地、ノダ
イオウ等の在来の
ギシギシ類の生育
地周辺。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ － －

ヨーロッパ原産。
北アフリカ、アジ
ア、オセアニア、
南米、北米に外
来分布。

明治中期頃に渡
来。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

1.3m、多
年草

牧草地、樹園地、芝地、畑地、路傍、川
岸、荒地、林地。耐寒性が強いので、亜
高山帯の自然公園等にも侵入する。北
海道のサロベツ湿原では、希少植物の
生育環境への侵入が確認され、その影
響が危惧されている。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

ギシギシ属は交雑しやすく、在来種との
雑種が確認されており、ノダイオウ（絶滅
危惧Ⅱ類） 、キブネダイオウ（絶滅危惧
ⅠB類）、コギシギシ（準絶滅危惧） との
雑種もそれぞれ確認されている。また、
外来のギシギシ類同士の雑種も確認さ
れている。

①要注意、③村中：C、④FAO:
６、⑤対策：H20:<4、⑥専門家、
草原43・交雑11*、⑦各県：北海
道・青森・福島・茨城・群馬・埼
玉・千葉・東京・長野・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・奈良・和
歌山・鳥取・徳島・香川・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑧河川：61,105,108、⑩海
外：ISSG、⑪その他：検討委員

便覧、写真図鑑、雑
管、外来生物、世雑
Ⅱ、YList

吉田めぐみ・高橋一臣・加藤治好：立山室堂平の
維管束植物相－立山室堂平周辺植物調査報告
書－1999－2000．立山センター実績第１号（富山
県中央植物園・富山県立山センター編）
（書籍：Web公開なし）

全国農村教育協会：病害虫・雑草の情報基地（ギ
シギシ類）
https://boujo.net/handbook/newhandbook5/%E3
%82%AE%E3%82%B7%E3%82%AE%E3%82%B7%E9%A
1%9E.html【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

166
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ナデシコ科
ムシトリナデシコ（ハエト
リナデシコ、コマチソウ）

Atocion armeria 河原。 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
ヨーロッパ原産。
世界に広く外来分
布。

江戸時代末期に
観賞用植物とし
て渡来。北海道、
本州、四国、九
州、南西諸島に
分布。

0.7m、一
年草

河川敷、市街地、荒地、道端。病気、害
虫もなく丈夫である。日当たりと排水の
良い肥沃な土壌を好む。

観賞用植物として花壇等で栽培される。
玉咲きの園芸種等もある。

河川で分布を拡大しており、河原に生育
する植物や景観への影響が懸念され
る。河川を通じて分布を拡大するおそれ
のある場所には、持ち込まない。

食虫植物ではない。種子で増殖する。

⑥専門家：河原17、⑦各県：北
海道・青森・福島・茨城・群馬・
埼玉・千葉・東京・長野・岐阜・
静岡・愛知・滋賀・京都・奈良・
和歌山・鳥取・徳島・香川・高
知・福岡・長崎・大分・宮崎・鹿
児島、⑧河川：50,97,104

便覧、写真図鑑、有
用、園芸事典、JF 、帰
化植物、

環境省関東地方環境事務所：平成27年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書
https://www.env.go.jp/park/nikko/files/01_H27_
nasuheiseinomori_kikasyokubutu_houkokusyo.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

167
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ナデシコ科 マンテマ（マンテマン） Silene gallica 海岸砂地、河原、
湖岸の砂地。

Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ○ －

ヨーロッパ原産。
アフリカ、西アジ
ア、オセアニア、
南北米、太平洋
諸島等、温帯～
熱帯に外来分
布。

江戸時代に園芸
植物として渡来。
北海道、本州、四
国、九州、屋久島
に分布。

0.5m、一
年草

海浜の砂地や疎林、埋立地、路傍の草
地、河川敷、畑地、荒地、市街地。海岸
や湖岸の砂丘植生において侵略的であ
る。

流通、利用される。

河川で分布を拡大しており、種子が風や
動物により散布され、海浜の砂地に侵入
すること等から、海岸や湖岸の砂丘植生
への影響が危惧される。こうした環境に
侵入するおそれのある場所には、持ち込
まない。

国内には狭義のマンテマS. gallica  var.
quinquevulnera 、シロバナマンテマS.
gallica  var. galica 、イタリーマンテマがS.
gallica var. giraldii が侵入している。北海
道はシロバナマンテマのみ確認されてい
る。種子の伝播は風、雨、動物、人間に
よる。
鳥取砂丘では、本種を含む外来植物が
侵入し、草原化が進行して社会問題に
なっている。

⑦各県：北海道・福島・茨城・群
馬・千葉・東京・長野・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・奈良・和
歌山・鳥取・香川・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島、⑧河
川：30,49,62

便覧、帰化植物、写真
図鑑、JF、GCW、世雑
Ⅱ、森井・小玉2006

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

168
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ヒユ科
ホコガタアカザ（アレチハ
マアカザ）

Atriplex prostrata 塩湿地。 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） － －

ヨーロッパ原産。
南北米、オースト
ラリアやニュー
ジーランドに外来
分布。

1940年渡来。北
海道～九州の一
部に分布。

0.8m、一
年草

海岸の裸地や海岸埋立地。 利用に関する情報は得られなかった。 －
塩湿地や海岸の在来種との競合が危惧
される。

⑥専門家：砂浜5・塩湿7、⑦各
県：北海道・青森・福島・茨城・
群馬・千葉・東京・岐阜・静岡・
愛知・滋賀・京都・和歌山・香
川・福岡・長崎・大分、⑧河川：
8,14,24

便覧、写真図鑑、Ylist、
帰化植物、世雑Ⅱ、
GCW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

169
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ヒユ科 ノゲイトウ Celosia argentea
生物多様性保全
上重要な地域の草
地、荒地等。

Ⅱ ○ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ○ －

熱帯アメリカ原
産。世界の熱帯、
亜熱帯、温帯の
一部に広く外来分
布。

江戸時代末期に
渡来。関東～南
西諸島、小笠原
に分布。

1.0m、一
年草

畑地、樹園地、荒地、牧草地、路傍。温
暖で日当たりが良い肥沃地を好む。日
陰地では生育が悪い。排水が良ければ
土壌の種類を選ばない。

草花類として流通、利用される。
生物多様性保全上重要な地域に影響を
及ぼすおそれのある場所には、持ち込
まない。

栽培種が母島で拡散し、環境省職員が
駆除。

③村中：C、⑦各県：福島・茨城・
栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
大阪・兵庫・奈良・和歌山・鳥
取・島根・岡山・徳島・香川・高
知・福岡・長崎・熊本・鹿児島・
沖縄、⑧河川：14,31,36、⑪その
他：環境省関東

世雑Ⅱ、便覧、写真図
鑑、帰化植物、JF

小笠原村環境課：ハハモリ通信No.8
https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/wp-
content/uploads/sites/2/2022/03/b86458f7dff
4e6c859b6ce2a60719405.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

170
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ヤマゴボウ科
ヨウシュヤマゴボウ（アメ
リカヤマゴボウ）

Phytolacca americana 人の生活環境、伐
採跡地。

Ⅲ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ ○ ○ －
北米原産。オース
トラリア、アジアに
外来分布。

明治初期に渡
来。沖縄には戦
後。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

2.0m、多
年草

路傍、空地、荒地、畑地周辺、休耕地、
森林伐採跡地。

若芽は食用で利用された。果実は昔、赤
ワインの色付けに使われたが、現在は
使用を禁止されている。流通、利用され
ている。時に花材に用いられる。

栽培に当たっては、逸出させないこと。

誤って根を食べて中毒症状を起こした事
例があり、死亡例もある。果実にも毒が
ある。根をゴボウと間違えて食べたり、
子供が誤って果実を口にすることがない
よう、注意が必要。

④FAO：６、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・埼玉・千葉・東
京・愛知・滋賀・京都・奈良・和
歌山・鳥取・福岡・鹿児島、⑧河
川：56,95,101

便覧、雑管、牧草、厚
生労働省HP、写真図
鑑、帰化植物、有用、
JF、園芸事典

府中市：帰化植物の抜根除草
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/shisetu/kankyo
/koen/jumoku/syokuseikanri.files/3bakkon.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

171

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ヤマゴボウ科
ジュズサンゴ（リヴィナ・
フミリス）

Rivina humilis 林床。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － （○） ○ ○

南米原産。北米、
アジア、オースト
ラリア、アフリカ、
ヨーロッパ、太平
洋諸島に外来分
布。

明治時代後期に
輸入植物に混入
して小笠原諸島
の父島に侵入。
沖縄へは復帰後
観賞用に導入。
岡山、宮崎、沖
縄、小笠原に分
布。

1m、常
緑の多
年草

小笠原では湿り気のあるやや暗い林内
で純群落を形成する。沖縄では庭園を
中心に雑草化。

観賞用に流通し、栽培される。果期が長
いので、温室内で鉢物とするか地植えに
する。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

結実までの生長期間が短い上に、果期
が長く、鳥により散布されるため分布を
拡大しやすい。小笠原では、在来の下層
植生、林床の草本、シダ類を駆逐し、樹
木の実生発芽も抑制されている。
10～12℃で越冬、株元に落ちた果実は
自然に良く発芽し、４～５カ月で結実す
る。鳥により種子が散布される。実生又
は挿木でふやす。春に種子をまくと秋か
ら冬に結実するので、一年草としても扱
われる。

⑦各県：茨城・千葉・東京・愛
知・長崎・鹿児島・沖縄

便覧、帰化植物、観
葉、写真図鑑、有用、
JF、園芸事典、GCW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

172

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ツルムラサキ
科

アカザカズラ（マデイラカ
ズラ、ツルアカザ、オカワ
カメ）

Anredera cordifolia 砂浜、森林、水辺
等。

Ⅱ ◎ × － × ◎ ○ ○ ◎ － － ○ －

南米原産。北米、
ヨーロッパ、北ア
フリカ、東南アジ
ア、ニュージーラ
ンド等に外来分
布。

明治末期に渡
来。関東～九州
（沖縄）の一部地
域で逸出。

長さ
3m、つ
る性で
多肉性
の多年
草

日当たりよい場所を好み、他の植物や
人工物に絡まりながら生長する。砂浜、
森林、水辺等の様々な環境に適応す
る。

観賞用の他、食用にされることもある。

一部地域で逸出し、奄美群島では防除
の優先性が高いとされている。生物多様
性保全上重要な地域に影響を及ぼすお
それのある場所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。
多肉質の葉で樹冠や地表を覆い、つる
の重さで樹木が折れることもある。地中
や地上に塊茎をつけ、茎の断片から生
育する。地上の塊茎は、数年間は発芽
能力を持つ。日本では結実しない。

⑦各県：千葉・京都・福岡・鹿児
島・沖縄、⑩海外：ISSG、⑫地
方環境事務所

便覧、写真図鑑、帰化
植物、POWO、CABI、
IPSW

－

環境省奄美野生生物保護センター：奄美大島の
外来植物防除優先度リスト　アカザカズラ
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/images/
alien-priority/08.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

173

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ツルムラサキ
科 ツルムラサキ Basella rubra 在来種の生育する

草地。
Ⅱ,Ⅳ ◎ × － － ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ －

東南アジア原産と
考えられる。熱帯
地域で広く外来分
布。

明治時代、食用
植物として渡来。
本州（関東以
西）、四国、九
州、南西諸島、小
笠原諸島の各地
で局所的に分
布。

4m、つ
る性の
多年草
（日本で
は一年
草）

人家の近くで見られる。高温多湿を好
む。発芽適温は25℃。十分日の当たる、
排水の良いところでは土質をあまり選ば
ない。性質は強健、病気や害虫はほとん
どなく栽培は容易とされる。

観賞用に鉢植えや垣根に利用される。
健康野菜としても販売される。製紙用の
糊、染料、薬用にも利用される。

生物多様性の保全上重要で、繁茂する
おそれのある温暖な地域には、持ち込ま
ない。

花が白色、葉がやや狭長になる系統B.
alba （B. alba ''Rubra'）や、葉が大きく基
部が心形になる系統B. cordifolia が別種
とされることもあるが、種を分けるような
違いではない。

⑦各県：茨城・埼玉・千葉・東
京・岐阜・静岡・愛知・京都・香
川・福岡・長崎・大分・宮崎・鹿
児島・沖縄、⑪その他：検討委
員

便覧、帰化植物、Ylisｔ、
有用、園芸事典、JF

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

174

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

サボテン科 モクキリン（ハキリン） Pereskia aculeata 海岸林や低地の
林縁。

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ － ○ － 南米原産。
小笠原諸島、南
西諸島で野生化
している。

10m、つ
る性の
常緑低
木、刺
がある

耐塩性があり、海岸林や低地の林縁等
に野生化している。葉の基部や枝の刺
で他の植物を覆うように絡む。

多肉・サボテン類として流通、販売され
る。庭木や台木に利用される。果実や多
汁な葉は食用にされる。

刺があるため、取り扱いに注意する。
海岸林周辺や、生物多様性の保全上重
要な地域に侵入するおそれのある場所
には、持ち込まない。

繁殖力が強く、耐塩性もあるため、海岸
林を中心に沖縄島ではかなり目立つ存
在になりつつある。刺もあって厄介であ
る。

⑫検討委員 JF、琉球樹木、有用 － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

175

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討外
来種

サクラソウ科

コウトウタチバナ（セイロ
ンマンリョウ、ウミベマン
リョウ）

Ardisia elliptica 森林。 Ⅳ （◎） － － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － － ○ －

インド南部～中国
南部原産。アメリ
カ南東部、カリブ
海、インド洋諸
島、ハワイ諸島等
に外来分布。

沖縄に分布。
6m、常
緑低木

熱帯の泥湿海岸地域の海浜や湿潤な森
林等。

観賞用に栽培され、流通している。

海外で侵略的な外来種とされ、耐陰性
があり、鳥により種子が運ばれて分布拡
大すること等から、生物多様性の保全上
重要な地域へ侵入するおそれのある場
所には、持ち込まない。

沖縄県対策外来種リスト（令和６年３月
更新）において定着とされた。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、⑦
各県：東京・長崎・沖縄

Ylist、JF、外来生物、
IPSW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

176
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

アカネ科

オオフタバムグラ（オニフ
タバムグラ、タチフタバム
グラ）

Hexasepalum teres 海岸砂浜、河川
敷。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － － ○

北米原産。アジ
ア、オーストラリ
ア、南米等に外来
分布。

1927年に渡来、
本州、四国、九州
に分布。

0.5m、一
年草

砂地がかった道端、河川敷、海岸に多
く、芝生、時に林縁に自然植生の一部の
ように生育する。

利用に関する情報は得られなかった。 －

在来種であるカワラハハコやカワラヨモ
ギ等が生育する河川敷に侵入して拡大
し、これらの種よりも優占する状況が確
認されている。海浜植生にも侵入してお
り、その影響が懸念される。
鳥取砂丘で防除の対象となった。三重
県明和町の大淀海岸でも駆除が行われ
た。

①要注意、③村中：B、⑤対策：
H20:4、⑥専門家：河原28、⑦各
県：茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・奈良・和歌山・鳥取・香川・
福岡・長崎・宮崎・鹿児島、⑧河
川：20,37,42

便覧、写真図鑑、外来
生物、一澤2007、佐藤
1999

静岡県：第６回浜松市沿岸域防潮堤整備に係る
自然環境検討委員会　資料－２（概要・公表版）
https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/defa
ult_project/_page_/001/034/615/h29sizenkanky
ou.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

永松大：第６章 鳥取砂丘の植生分布と現状に対
する人々の意識（鳥取砂丘再生会議（保全再生
部会）編集：山陰海岸国立公園鳥取砂丘景観保
全調査報告書．pp53-68.）
http://www.tottorisakyusaisei.jp/userfiles/file/d
ai6syou-1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

13
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177
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ヒルガオ科 アメリカネナシカズラ Cuscuta campestris 海浜植物の生育
地。

Ⅱ,Ⅳ 寄生 － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ◎ － ◎

北米原産。アジ
ア、ヨーロッパ、ロ
シア、オーストラリ
ア、南米等に外来
分布。

1970年頃に渡
来、北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

つる性
の一年
草、寄
生植物

畑地、樹園地、牧草地、道端、荒地、河
原、海浜、栽培植物上に生育する。

利用に関する情報は得られなかった。 －

マメ科、キク科、ウリ科、ナス科、シソ
科、アブラナ科、ヒルガオ科、キョウチク
トウ科、セリ科、アオイ科、ヒユ科、アカ
ザ科、ツルムラサキ科、ユリ科、イネ科
等の多種類の植物に寄生し、生育を阻
害する。
愛知県では希少種のハマネナシカズラ
が生育するハマゴウ群落に侵入してい
る。海浜の植物に影響がある場所では
駆除が必要である。

①要注意、７⑤対策：H20:<4、⑦
各県：北海道・青森・福島・茨
城・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・奈良・和歌山・鳥取・香川・
愛媛・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄、⑧河川：
48,89,90

世雑Ⅰ、便覧、外来生
物

相模川湘南地域協議会：圃場の除草とアメリカネ
ナシカズラの駆除及び周辺のゴミ
https://katurasagami.net/08_chiiki/02_shounan/
houkoku/kawaranogiku/kawaranogiku_56.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

鹿児島県：鹿児島県にお住まいの方向けアメリカ
ネナシカズラ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-
kankyo/gairai/documents/72338_202310170915
57-1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

178
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ナス科
キダチチョウセンアサガ
オ

Brugmansia suaveolens
人間や家畜の誤
食を引き起こす環
境。

Ⅲ,Ⅴ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎
南米原産。北米、
アフリカ、アジア
等に外来分布。

明治末期に渡来
し、本州、九州、
南西諸島の一部
で逸出。

常緑低
木、最
大5m

谷部、川沿いの畑、樹園地等。 主に園芸植物として利用される。

園芸等に利用する場合には、逸出したも
のが人や動物に誤って摂取されることの
ないよう、適切に管理する必要がある。
ゴボウ（根）、オクラ（つぼみ）、モロヘイ
ヤやアシタバ（葉）、ゴマ（種子）と誤って
食べないよう注意する。

猛毒の神経毒を全草に含有するため、
誤食による人体への影響が問題。飼料
に混入した場合、少量であっても破棄せ
ざるを得なくなる。
九州南部や南西諸島において侵略性を
持つと考えられており、鹿児島県では指
定外来動植物となっている。

①要注意（Daturaで掲載）、④Ｆ
ＡＯ：11、⑦各県：群馬・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・鳥
取・山口・香川・長崎・大分・宮
崎・鹿児島・沖縄

有用、世雑Ⅰ、雑管、
便覧、写真図鑑、帰化
植物、厚生労働省HP、
外来生物、園芸事典、
JF

－

チョウセンアサガオ属防除マニュアル（キダチチョ
ウセンアサガオ、コダチチョウセンアサガオ）
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-
kankyo/gairai/documents/72338_202405101710
37-1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

179
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ナス科

チョウセンアサガオ属（ツ
ノミチョウセンアサガオ、
チョウセンアサガオ、ケ
チョウセンアサガオ、ヨウ
シュチョウセンアサガオ
など）

Datura  spp.
人間や家畜の誤
食を引き起こす環
境。

Ⅲ,Ⅴ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎
北米～熱帯アメリ
カ原産。世界に広
く外来分布。

江戸時代以降に
渡来。
北海道～九州、
南西諸島に分
布。

一年草
～多年
草、最
大2m

畑地、樹園地、牧草地、芝地、道端、荒
地、海岸等。

主に園芸植物として利用される。

薬用等に栽培する場合には、逸出したも
のが人や動物に誤って摂取されることの
ないよう、適切に管理する必要がある。
ゴボウ（根）、オクラ（つぼみ）、モロヘイ
ヤやアシタバ（葉）、ゴマ（種子）と誤って
食べないよう注意する。

日本には６種が渡来している。ツノミチョ
ウセンアサガオは1977年に神奈川県で
採集された。チョウセンアサガオは江戸
時代に薬草として渡来した。ケチョウセン
アサガオは第二次世界大戦後広く栽培
され、野生化したものが増加し、近畿以
西の道端等で群落になっており、関東以
北でも逸出する。ヨウシュチョウセンアサ
ガオは明治初期に渡来し、全国に野生
化した。
猛毒の神経毒を全草に含有するため、
誤食による人体への影響が問題。飼料
に混入した場合、少量であっても破棄せ
ざるを得なくなる。
愛知県では、ヨウシュチョウセンアサガ
オは被害が問題になるほど生育してお
らず、増加もしていないとの報告があ
る。

①要注意、④ＦＡＯ：11、⑦各
県：北海道・青森・茨城・群馬・
埼玉・千葉・東京・長野・岐阜・
静岡・愛知・滋賀・京都・奈良・
和歌山・鳥取・山口・香川・福
岡・長崎・大分・宮崎・鹿児島・
沖縄、⑧河川：ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ：
1,2,4、ﾖｳｼｭﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ：
3,7,10、ｹﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ0,1,2

有用、世雑Ⅰ、雑管、
便覧、帰化植物、牧
草、厚生労働省HP、外
来生物、園芸事典、
JF、Ylist、950種、
POWO

高橋明裕・山田茂雄・海内裕和・高柳晃治・黒川
俊二：新規除草剤トプラメゾン液剤による飼料用ト
ウモロコシ畑の外来雑草 10 種に対する除草効
果とオオブタクサ防除における実用上の課題
https://www.jstage.jst.go.jp/article/weed/58/2/
58_69/_article/-char/ja/【URL取得日：2026年3
月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

180
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

オオバコ科

ウキアゼナ（バコパ・ロト
ンディフォリア、カラカワ
クサ）

Bacopa rotundifolia 池沼や湿地。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ ○ －
北米原産。東アジ
アに外来分布。

1954年に岡山県
で確認後、北海
道、本州、四国、
九州の一部に分
布。

長さ
0.6m、浮
葉性の
一年草

池沼、河川、水路、水田等の水湿地。特
に水田（休耕田）で旺盛に繁茂する。日
当たりの良いところを好み、土壌の種類
を選ばない。種子繁殖する。

観賞用に販売、利用される。屋外での水
鉢栽培に適する。水槽では強光下で水
中栽培できる。

種子で繁殖し、絶滅危惧種の水草を駆
逐し、水田雑草となることから、水田に侵
入するおそれのある場所には、持ち込ま
ない。

西南暖地のイグサ田の雑草となってい
る。群馬県ではトリゲモ類やミズマツバ
等の絶滅危惧種との競合、駆逐の危険
性が高い。アメリカの水田雑草である。

⑦各県：北海道・茨城・群馬・埼
玉・東京・愛知・京都・奈良・和
歌山・香川・福岡・長崎・鹿児
島・沖縄、⑧河川：1,2,5

世雑Ⅰ、雑管、便覧、
写真図鑑、水草Ⅲ、日
本水草

住吉正：地上部再生法によるウキアゼナのスル
ホニウウレア系除草剤抵抗性簡易検定
https://www.jstage.jst.go.jp/article/weed/58/1/
58_10/_pdf/-char/ja【URL取得日：2026年3月13
日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

181
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

アゼナ科
マルバヒメアメリカアゼナ
（ラージパールグラス）

Micranthemum umbrosum 湧水地、水辺。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ － 北米原産。

富山、兵庫、徳
島、高知、熊本、
鹿児島の各地で
局所的に分布。

抽水性
の一年
草

浅水域、湿地、水辺。 アクアリウムに使用されている。

かく乱によって茎断片が流されて定着、
再生することで分布を拡大していると予
想され、種子でも繁殖している可能性が
あるため、取り扱いに留意する。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

水温の安定した湧水環境等であれば西
日本での越冬は容易と考えられる。富山
県では湧水起源の用水路に他の外来種
と主に繁茂し、原植生を改変し、在来種
（絶滅危惧種を含む）を追いやっている。
高知県では在来植物、沈水植物との競
合の可能性が危惧される。

⑦各県：鹿児島

水草Ⅱ、POWO、中田・
川住2015、藤井ほか
2016a、金子2023、水
田2020

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

182

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キツネノマゴ
科

ベニツツバナ（オドントネ
マ・ストリクツム）

Odontonema strictum 渓流沿いの林内。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －
メキシコ～中米原
産。世界の熱帯
に広く外来分布。

沖縄、鹿児島に
分布。

3m、低
木状多
年草

渓流沿いの林内。
園芸植物。草花類として流通、利用され
る。

生物多様性の保全上重要な地域に影響
を及ぼすおそれのある場所に持ち込ま
ない。

種子、栄養繁殖の力は非常に強く、耐陰
性があるため、沖縄県の各島で渓流沿
いの林内に野生化し広がっている。鹿児
島県では南大隅町、奄美大島、徳之島
で栽培逸出し、在来種との競合の影響
がある。

⑦各県：鹿児島・沖縄、⑫検討
委員

写真図鑑、園芸事典、
JF、鹿児島県外来種リ
スト2025

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

183

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キツネノマゴ
科

ヤナギバルイラソウ（ム
ラサキイセハナビ、ルエ
リア・ブリトリアナ、リュエ
リア、メキシコペチュニ
ア）

Ruellia simplex 湿地や河原。 Ⅳ ◎ × － ○ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

メキシコ原産。ア
ジア、アメリカのフ
ロリダ州やハワイ
に外来分布。

1974年頃、アメリ
カ軍により非意図
的に沖縄島に持
ち込まれた。四国
及び九州の南
部、沖縄の各地
で局所的に分
布。近畿や愛知
県でも逸出が記
録されている。

1m、多
年草

河原や空地等の礫地や道路の舗装の
隙間。湛水状態でも育つ等、適応性幅
が広い。日当たりの良い場所で周年開
花する。

観賞用の栽培が増え、様々な花の色の
園芸品種が流通、栽培される。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある地域には、持ち込まな
い。

海外で侵略的になっている地域がある。
南西諸島の水湿地で繁茂。
蒴果は10～20個の扁平な種子を有す
る。地下茎や茎の断片で繁殖する。河川
域の個体は倒伏した茎の節から新しく根
を伸長させ、栄養繁殖を盛んに行う。

⑦各県：茨城・千葉・東京・愛
知・京都・奈良・和歌山・徳島・
香川・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄

便覧、写真図鑑、JF、
園芸事典、GCW、
USDA、WFO、中村
2019、宮本ほか2007

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

184
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

キツネノマゴ
科 ケブカルイラソウ Ruellia squarrosa 林床。 Ⅳ ◎ × － ◎ ○ ◎ ○ ○ － － ◎ －

熱帯アメリカ原
産。オーストラリ
アに外来分布。

西表島植物目録
2020の調査にて
野生化を確認。
沖縄、屋久島、奄
美大島、徳之島
に分布。

草丈20
～30cm

林下のような暗い場所でも野生化してい
る場所が多くなってきた。

園芸植物。地被植物として熱帯各地で
広く栽培される。『沖縄植物目録(1976初
島、天野）』に記載がなく『琉球植物目録
（1977初島、天野）』に記載されているこ
とから1970年代に入って導入されたもの
と推測できる。また、1978年の時点では
鉢植物や庭園草花として重宝されてい
た。

種子による繁殖が旺盛で、匍匐して根を
出し、地中深くまで入り込み除去すること
が難しいことから、特に温暖な地域では
栽培逸出に注意が必要。
生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

種子による繁殖が旺盛で、匍匐して根を
出し、地中深くに入り込み除去すること
が難しい。
屋久島、奄美大島、徳之島では栽培逸
出し、在来種と競合。

⑦各県：鹿児島、⑪その他：検
討委員

写真図鑑、梶田ほか
2022、鹿児島県外来種
リスト2025、池原1979、
POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

185

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キツネノマゴ
科

ベンガルヤハズカズラ
（ウリバローレルカズラ）

Thunbergia grandiflora 森林、かく乱地、川
岸、海岸。

Ⅳ （◎） × － ◎ （◎） ○ （◎） ○ － （◎） ○ －

インド～東南アジ
ア原産。オースト
ラリア、熱帯アメ
リカ、セイシェル
諸島、ハワイ諸島
に外来分布。

2018年に屋久島
での確認が報告
された。沖縄でも
定着している。

10m、つ
る性の
常緑樹

自然林、植林地、かく乱地、川岸、海岸。
日本では、関東南部、横浜等で近年、路
地での越冬がみられる。

園芸植物。観賞用に栽培される。苗木入
手容易。斜面、フェンスや網目格子を簡
単に覆ってしまう。

生物多様性の保全上重要な地域へ侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされる。
寒さで傷みやすいが、回復も早い。小笠
原では近縁種のローレルカズラT.
laurifolia が野生化している。海外では牧
草地にも侵入している。2018年に屋久島
で侵入が確認された記録がある。

⑦各県：東京・長崎・沖縄、⑩海
外：ISSG

有用、熱帯花木、園芸
事典、ＪＦ、IPSW、
Ylist、田中・田中2018

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

186

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ノウゼンカズ
ラ科

センダンキササゲ（ステ
レオスペルマム、ステレ
オスペルムム、ラデルマ
ケラ・シニカ）

Radermachera sinica 森林、林縁。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ○ －
台湾、中国南部
～東南アジア原
産。

奄美大島で分布
を拡大。

10ｍ、落
葉性の
小高木

日当たりの良い路傍等。耐寒性は強く、
2～3℃で越冬できる。

最近、幼木が観葉植物として利用され
る。種子、挿木、取木で増殖できる。

奄美大島にて希少種の生育地周辺への
侵入が確認されていることから、生物多
様性の保全上重要な地域に侵入するお
それのある場所には、持ち込まない。

小さな種子を大量につける。成長が早
い。
奄美大島では分布を徐々に広げてお
り、希少種のアマミクサアジサイの自生
地周辺に侵入したため、駆除された事例
がある。

⑦各県：鹿児島、⑫地方環境事
務所、検討委員

園芸事典、有用

南日本新聞：奄美大島 外来植物26種の対策強
化　環境省 薬剤注入、枯らして駆除　第１弾は中
国・台湾由来の「センダンキササゲ」（2024年2月
18日）
https://373news.com/news/local/detail/190377
/【URL取得日：2026年3月13日】

環境省奄美野生生物保護センター：奄美大島の
外来植物防除優先度リスト　センダンキササゲ
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/images/
alien-priority/07.pdf【URL取得日：2026年3月13
日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

187

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

クマツヅラ科

ナガボソウ属（ナガボソ
ウ、チリメンナガボソウ、
フトボナガボソウ（インド
ナガボソウ）など）

Stachytarpheta spp.
小笠原・南西諸島
の草地・林縁・森
林。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ○ －

南米原産。北米、
アフリカ、アジア、
オセアニアの熱
帯～亜熱帯に外
来分布。

1938年以前から
南西諸島、小笠
原に分布。

1～
2.5m、多
年草

路傍、荒地、畑地、牧草地、放牧地、森
林、林縁、かく乱地等。乾いた所から多
少湿った所まで土壌適応性が高い。

国内では、種小名が不明なものが流通
している。

日本では生物多様性の保全上重要な小
笠原諸島では問題となっており、南西諸
島においても影響が懸念される。このよ
うな地域には、持ち込まない。

海外（熱帯アフリカ）で侵略的な外来種と
される。
種子繁殖が容易で、生育が早く、群生す
るため、放置すると雑草害が大きい。海
洋島において脅威を与える外来植物で
ある。特に小笠原・南西諸島において対
策の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑥専門家：海
洋島23、⑦各県：東京・長崎・沖
縄、⑪その他：検討委員

世雑Ⅰ、写真図鑑、便
覧、有用、Ylist、JF、
IPSW

小笠原世界遺産センター：種間相互作用ワーキ
ンググループ・検討結果報告(5p：ホナガソウ)
https://ogasawara-
info.jp/pdf/science/h24_01_shiryou1_4.pdf【URL
取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

188
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

クマツヅラ科

アレチハナガサ類（アレ
チハナガサ、ダキバアレ
チハナガサ、ヤナギハナ
ガサ（サンジャクバーベ
ナ）、ヒメクマツヅラ（ハマ
クマツヅラ））

Verbena  spp.（Verbena
brasiliensis、Verbena
incompta, Verbena
bonariensis、Verbena
litoralis ）

河川敷の湿地や
草原。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ○ ◎
南北米原産。熱
帯～温帯に外来
分布。

1930年頃渡来。
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

2m、多
年草

市街地の道端、荒地、河川敷、草原、湿
地、裸地、礫地。

ヤナギハナガサ（サンジャクバーベナ）
は観賞用に栽培される。

観賞用に栽培されたものが、河川敷等
で分布を拡大していることから、河川敷
に侵入するおそれのある場所には、持ち
込まない。

アレチハナガサ、ヤナギハナガサは北海
道、本州、四国、九州、南西諸島に分布
する。近年増加中のダキバアレチハナガ
サは、この２種と混同されることがあり、
全国に広く分布すると考えられる。ヒメク
マツヅラは本州（中部以西）、九州、南西
諸島に分布する。
愛知県では、絶滅危惧種が多く生育す
る河川敷の低湿地にも侵入するので問
題とされている。奄美群島では林道沿い
で増加している。

③村中：C、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・兵庫・奈良・和
歌山・鳥取・香川・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島、⑧河
川：ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ26,67,74、ﾔﾅｷﾞﾊ
ﾅｶﾞｻ23,52,75⑩海外：ISSG

便覧、写真図鑑、帰化
植物、世雑Ⅰ

自然と文化の森協会・猪名川キッズクラブ (兵庫
県)：藻川で魚捕り＆外来植物駆除
https://www.j-
ecoclub.jp/ecoreport/detail.php?id=11957【URL
取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

189
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科
マルバフジバカマ（ユー
パトリウム・チョコレート）

Ageratina altissima 二次林やスギ林の
林床。

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ － － － ○ －
北米原産。アジ
ア、南アフリカに
外来分布。

1896年に渡来。
1916年に逸出
し、北海道、本
州、四国、九州に
分布。関東周辺
に多い。

1m、多
年草

市街地、路傍の石垣の間、日陰、特にス
ギ林の下に多く生育する。

ユーパトリウム・チョコレート等の名前で
流通している。

耐寒性や耐陰性があり、樹林内へも侵
入することから、林床に生育する在来植
物への影響が懸念される。樹林内に侵
入するおそれのある場所には、持ち込ま
ない。

箱根では樹林内に侵入している。強羅
自然公園の植栽品から逸出したと推定
される。

⑦各県：北海道・青森・福島・茨
城・埼玉・千葉・東京・長野・静
岡・愛知・滋賀・奈良・長崎、⑪
その他：検討委員

便覧、写真図鑑、Ylist、
園芸事典、GCW

降幡和弘・藤原一繪：外来植物マルバフジバカマ
（Eupatorium rugosum）の管理時期の検討－地上
部刈取りによる地上・地下部の資源配分に着目し
て－
https://www.esj.ne.jp/meeting//abst/57/P3-
258.html【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

190

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キク科

カッコウアザミ、ムラサキ
カッコウアザミ（オオカッ
コウアザミ）

Ageratum conyzoides、
Ageratum houstonianum

草地等。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ◎ ○ －

熱帯アメリカ原
産。カッコウアザミ
は世界の熱帯～
温帯に広く外来分
布。

明治時代以降に
渡来。本州、四
国、九州、南西諸
島、小笠原諸島
の各地で局所的
に分布。

0.6m、一
年草

カッコウアザミは畑地、道端、空地、樹園
地、牧草地、休閑地、荒地に生育する。
耐寒性はないので温帯では一年草であ
るが、熱帯では多年草的になり周年開
花する。土壌の乾湿や肥沃度、日照条
件等に対する適応性が大きく、東アフリ
カでは3,000ｍの高地にもみられる。ムラ
サキカッコウアザミも熱帯～亜熱帯地域
で同様に雑草となっている。

アゲラタムの名前で流通、販売されてい
る。
カッコウアザミは古くから花壇や切り花
用や薬草として利用される。ムラサキ
カッコウアザミはより花が大きく香りが良
いため様々な園芸品種が観賞用に栽培
される。

日本では主に南西諸島や小笠原諸島で
野生化している。生物多様性の保全上
重要な地域に侵入するおそれのある地
域には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
カッコウアザミは、明治初期に渡来し、本
州～九州、南西諸島、小笠原諸島に外
来分布。ムラサキカッコウアザミは1887
年頃に渡来し、本州（関東以西）、四国、
九州、小笠原諸島に外来分布。
両種とも沖縄県のサトウキビ畑の強害
雑草となっている。
冠毛の基部に先が針状の刺があり、動
物の毛、人の着物等で痩果が散布され
る。

⑤対策：H20:<4、⑥専門家：海
洋島18、⑦各県：茨城・群馬・千
葉・東京・岐阜・静岡・愛知・奈
良・和歌山・香川・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島・沖
縄、⑩海外：ISSG

世雑Ⅰ、便覧、写真図
鑑、有用、JF、園芸事
典、帰化植物、Bhattほ
か2012

環境省九州地方環境事務所：アクティブレン
ジャー日記　外来種ムラサキカッコウアザミ！
https://kyushu.env.go.jp/blog/2018/05/post-
453.html【URL取得日：2026年3月13日】

鹿児島県：奄美群島にお住まいの方向けムラサ
キカッコウアザミ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-
kankyo/gairai/documents/72338_201905201552
07-1.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

191
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

キク科

ワタゲハナグルマ（アー
クトセカ・カレンデュラ）、
ワタゲツルハナグルマ

Arctotheca calendula、
Arctotheca prostrata

海岸砂浜。 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （○） ◎ －
南アフリカ原産。
ヨーロッパ等に外
来分布。

ワタゲツルハナグ
ルマは1992年に
渡来し、千葉、神
奈川、新潟、宮
崎、鹿児島に分
布。ワタゲハナグ
ルマは1966年に
三重県で確認、
関東、四国、九州
の各地で局所的
に分布。

0.3m、一
～多年
草

砂丘や砂浜、草原、森林。日本では市街
地の路傍、荒地、埋立地でみられる。畦
畔にも植えられるが、畑地においても雑
草化する。

アークトセカ・カレンジュラの名でグラン
ウンドカバープランツとして利用されてい
るのは、ワタゲツルハナグルマである。

海岸の砂浜や草原で匍匐茎により急速
に生育を拡大すること等から、こうした環
境に侵入するおそれのある場所には、
持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされている。
ワタゲツルハナグルマは、ワタゲハナグ
ルマの不稔品種なので種子散布は行わ
ない。鹿児島県一般防除種。匐枝を伸
ばして分布拡大する。ワタゲハナグルマ
は匐枝を伸ばさない。

⑦各県：茨城・千葉・東京・静
岡・愛知・京都・奈良・香川・長
崎・大分・鹿児島、⑪その他：検
討委員

便覧、写真図鑑、帰化
植物、JF、GCW、
IPSW、IPCW、各県：鹿
児島

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

14
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192
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科
アメリカセンダングサ（セ
イタカタウコギ）

Bidens frondosa 湿地。 Ⅳ,Ⅴ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ◎ － ◎

アメリカ原産。北
米、ヨーロッパ、ア
ジア、オセアニア
に外来分布。

1920年頃に渡
来、北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

1.5m、一
年草

湿った草地、川岸、水田、水路、休耕
田、牧草地、樹園地、路傍、荒地等。一
般に水辺や湿地に好む。

利用に関する情報は得られなかった。 －

果実に棘があり衣服や動物に付着して
散布される。水に流されても分布拡大す
る。種子の寿命は16年に及ぶこともあ
る。水田雑草として、イネや水辺の希少
種と競合する。

①要注意、③村中：C、⑤対策：
H20:<4、H23:1、⑦各県：北海
道・青森・福島・茨城・群馬・埼
玉・千葉・東京・神奈川・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
奈良・和歌山・鳥取・香川・愛
媛・高知・福岡・長崎・大分・宮
崎・鹿児島、⑧河川：77,117,121

世雑Ⅰ、便覧、帰化植
物、写真図鑑、外来生
物、USDA

環境省関東地方環境事務所：平成27年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書
https://www.env.go.jp/park/nikko/files/01_H27_
nasuheiseinomori_kikasyokubutu_houkokusyo.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

鳥取県農林総合研究所：大豆作における難防除
雑草（クサネム、アメリカセンダングサ）の耕種的
防除法
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1018351/2
012-08.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

193

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キク科

タチアワユキセンダング
サ（オオバナセンダング
サ、オオバナノセンダン
グサ、アワユキセンダン
グサ）

Bidens pilosa  var. radiata 南西諸島・小笠原
の裸地的な環境。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ○ ○
北米原産。世界
の暖帯～熱帯に
広く外来分布。

江戸時代（弘化
年間（1844～48
年））に渡来。本
州～九州、南西
諸島、小笠原諸
島の各地で局所
的に分布。

1m、一
年草

道端、畑地、空地等いたるところ。

近年、健康食品等として宮古ビデンス・
ピローザ等の商品名で栽培、販売されて
いる。その他にビデンスの名前で様々な
園芸品種が流通、栽培されている。

南西諸島や小笠原諸島では大きな脅威
になる可能性があるため、これらの生物
多様性の保全上重要な地域には、持ち
込まない。

南西諸島で繁茂しているのはタチアワユ
キセンダングサB. pilosa  var. radiata。 そ
の他に、コセンダングサB. pilosa var.
pilosa 、シロバナセンダングサB. pilosa
var. minorがある。

①要注意、②W100：日本、③村
中：B、④ＦＡＯ：６、⑤対策：
H23:1、⑥専門家：海洋島21、⑦
各県：青森・茨城・群馬・東京・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
奈良・和歌山・高知・福岡・長
崎・宮崎・沖縄、⑧河川：
15,40,52、48,71,83⑩海外：ISSG

雑管、便覧、写真図
鑑、外来生物、有用、
園芸事典、JF、琉球
弧、POWO

関東地方環境事務所・関東森林管理局・東京都・
小笠原村：世界自然遺産小笠原諸島生態系アク
ションプラン【第２期】
http://ogasawara-
info.jp/pdf/isan/ActionPlan2_nihongo.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

石嶺行男・宮里清松・松本重男：琉球列島のサト
ウキビ畑における雑草の生理・生態．第７報生育
初期におけるサトウキビとタチアワユキセンダン
グサの競合
https://www.jstage.jst.go.jp/article/weed1962/3
1/1/31_1_16/_article/-char/ja【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

194

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キク科 ヒマワリヒヨドリ Chromolaena odorata 林縁、低木林、川
岸。

Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ （◎） － ○

熱帯アメリカ原
産。アフリカ、熱
帯アジア、オース
トラリア、太平洋
諸島、マスカリン
諸島に外来分
布。

1980年に石垣島
で確認、沖縄島、
奄美大島にも分
布。

7m、低
木状の
草本

畑地、樹園地、牧草地、道端、林縁、低
木林、荒地、川岸等。土壌の種類を選ば
ず、日当たりの良い所を好む。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

海外の熱帯地域を中心に侵略的な外来
植物となっている。
南西諸島や小笠原では、大きな脅威に
なる可能性がある。
同種異名Eupatorium odoratum で、ヒヨド
リバナ属に分類されることもある。
奄美大島では在来種を駆逐、繁殖力旺
盛（種子生産量多い）で、根茎から再生
する。

①要注意、②W100：ＩＵＣＮ、⑦
各県：東京・長崎・鹿児島・沖
縄、⑩海外：ISSG

外来生物、写真図鑑、
IPSW、世雑Ⅰ

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

195
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

キク科 栽培キク属 Chrysanthemum  cv.
絶滅危惧種を含む
キク属の生育地周
辺。

Ⅰ,Ⅱ ○ ◎ － ○ ○ ○ ○ ◎ ○ － ◎ －
世界の温帯～寒
帯に広く分布。

キク属（狭義）は
全国各地で局所
的に分布。在来
のキクタニギク
（アワコガネギク）
とリュウノウギク
に国内帰化の記
録がある。

多年草

自生種は種類によって、海岸、島嶼、山
地に生育する。イエギクは、比較的耐寒
性があり、関東以西では野外で越冬す
る。

イエギクは、日本の伝統的園芸植物の
ひとつとして多くの園芸品種が作出さ
れ、切り花、鉢物用として広く生産、栽培
される。切り花全体の生産額では１／３
以上を占め、花卉類の中では営利生産
される量が最も多い。
イエギクの一部は料理ギクとして、食用
や料理の飾りに用いられる。
観賞用の草花類として、キクタニギク（ア
ワコガネギク）、イワインチン、シオギク、
サツマノギク、ノジギク、アシズリノジギ
ク、ナカガワノギク、コハマギク、シマカン
ギク（アブラギク、ハマカンギク）、リュウ
ノウギク、イソギク、イワギク（ホソバチョ
ウセンノギク、モリイワギク）、チョウセン
ノギク等が流通、栽培される。

ハナアブにより、お供えのキクの花粉が
運ばれていることが指摘されている。
絶滅危惧種で交雑が確認されているオ
オイワインチンやナカガワノギクをはじ
め、野生キク属の生育場所の周辺では
利用を控えるか、花粉をつけない品種を
利用する等、花粉の散布を防止する。

代表的な観賞用のイエギク（菊、キク）
C.  × morifoliumは中国原産とされ、チョ
ウセンノギクC. zawadskii  ssp. latilobum
とシマカンギクC. indicumの交雑により
育成されたとされる。
キク属は交雑し易いことが古くから知ら
れ、19世紀にはイエギク×イソギクのハ
ナイソギク（ウゴシオギク）が確認されて
いる。その他に、イエギク×シマカンギク
＝サンインギク、サンインギク×ノジギク
＝ニジガハマギク、ナカガワギク×シマ
カンギク＝ワジキギク、シオギク×ノジ
ギク、サツマノギク×シマカンギク、オオ
イワインチン×リュウノウギク＝トガクシ
ギク、キイシオギク×シマカンギク＝ヒノ
ミサキギク、アワコガネギク×リュウノウ
ギク＝シロバナアブラギク、イエギク×コ
ハマギク＝ミヤトジマギク、イエギク×シ
オギク、シオギク×リュウノウギク、キイ
シオギク×リュウノウギク、シマカンギク
×リュウノウギクの雑種が知られてい
る。キク属には、絶滅危惧種として、イワ
ギク(VU)、オオイワインチン(VU)、オオシ
マノジギク(VU)、キクタニギク（NT）、チシ
マコハマギク（VU）、チョウセンノギク
（EN）、トカラノギク（NT）、ナカガワノギク
（NT）、ピレオギク（VU）、ワカサマハマギ
ク（NT）が含まれる。

⑥専門家：交雑10、⑦各県：福
島・静岡・香川・高知・長崎・宮
崎

花粉、有用、園芸事
典、いがり2007、中田
1997、POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

196
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科

アメリカオニアザミ（セイ
ヨウオニアザミ、ヒレオニ
アザミ、アメリカヒレアザ
ミ）

Cirsium vulgare 自然草原。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ － ○

ヨーロッパ原産。
北米、南米、アフ
リカ、オーストラリ
ア等に外来分布。

1950年代渡来。
北海道、本州、四
国、南西諸島に
分布。

1.5m、一
～二年
草

原野や河川敷。肥沃で湿ったところを好
む。

利用に関する情報は得られなかった。 －

シカによる食害を受けにくく、駆除も困難
で増加が危惧。国立公園の北海道利尻
島等の自然度の高い環境にも定着。住
宅地等でもみられ、鋭い棘があることか
ら駆除されている例もある。

①要注意、④FAO:６、⑤対策：
H20:<4、H23:1、⑥専門家：草原
26、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・栃木・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
福岡・長崎・鹿児島、⑧河川：
5,13,19、⑩海外：ISSG

世雑Ⅰ、雑管、便覧、
写真図鑑

環境省北海道地方環境事務所：アクティブ・レン
ジャー日記[北海道地区]：アメリカオニアザミ駆除
を行いました
https://hokkaido.env.go.jp/blog/2019/09/post-
441.html【URL取得日：2026年3月13日】

草加市：アメリカオニアザミの駆除にご協力くださ
い！
https://www.city.soka.saitama.jp/cont/s1701/02
0/020/010/amerikaoniazamitirashi.pdf【URL取得
日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

197
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科
ハルシャギク（ジャノメギ
ク、ジャノメソウ）

Coreopsis tinctoria 湿地、河原。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

北米西部原産。
ヨーロッパ、アジ
ア、南アフリカ、
ニュージーランド
に外来分布。

明治初期に渡
来。北海道～九
州、南西諸島、小
笠原に分布。

1.2m、一
年草

河川敷の草地、路傍、空地。

ハルシャギクは園芸植物として渡来。コ
レオプシスの通称名で様々な園芸品種
が流通、利用されている、特定外来生物
に指定されたオオキンケイギクの代わり
に利用が増えている可能性がある。

河原の在来植物に影響を及ぼす場所に
は、持ち込まない。

河原・崩壊地の貧栄養砂礫地において
脅威を与える外来生物としてあげられ
た。

③村中：C、⑤対策：H23:2、⑥専
門家：河原９、⑦各県：北海道・
青森・福島・茨城・群馬・埼玉・
千葉・東京・長野・岐阜・静岡・
愛知・滋賀・奈良・和歌山・鳥
取・香川・高知・福岡・長崎・大
分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
24,39,52

便覧、帰化植物、写真
図鑑、GCW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

198
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科 ヒメジョオン Erigeron annuus 山地や亜高山帯
の草原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ○ －

北米原産。ヨー
ロッパ、アジア等
世界に広く外来分
布。

江戸時代末期に
渡来、明治初年
には広く分布。北
海道～九州、南
西諸島に分布。

1.5m、一
年草

畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒地等。
土壌の種類を選ばない。低地から高山
地帯までみられる。

流通している。若芽は食用にできる。

各地の自然公園の草原等に侵入して影
響を及ぼしていることから、こうした環境
に侵入するおそれのある場所には持ち
込まない。

農耕地の雑草になるとともに、国立公園
の亜高山帯のような自然性の高い環境
にも侵入する。

①要注意、②W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ：６、⑤対策：
H20:5、H23:1、⑥専門家：草原
51、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・神奈川・長野・岐阜・静岡・
愛知・滋賀・京都・奈良・和歌
山・鳥取・香川・愛媛・高知・福
岡・長崎・大分・宮崎・鹿児島、
⑧河川：78,119,121

雑管、便覧、写真図
鑑、帰化植物、世雑
Ⅰ、JF、有用

公益財団法人九電みらい財団：坊ガツル湿原で
の希少植物保護活動
https://kyuden-
mirai.or.jp/environment/wetland/【URL取得日：
2026年3月13日】

土田勝義：霧ヶ峰高原におけるヒメジョオン類の
生態と駆除について
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ceispapers/c
eis16/0/ceis16_0_17/_article/-char/ja/【URL取
得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

199
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科

ペラペラヨメナ(ペラペラ
ヒメジョオン、メキシコヒ
ナギク、エリゲロン・カル
ビンスキアヌス、源平小
菊、ゲンペイコギク)

Erigeron karvinskianus 海岸や川岸の岩
場。

Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

中米原産。アフリ
カ、ニュージーラ
ンド、ハワイ、ヨー
ロッパに外来分
布。

1949年渡来、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

0.4m、多
年草

農耕地、自然林、植林地、河岸、かく乱
地、市街地面、湿地。日本では、石垣の
隙間や川沿いの崖等にみられる。箱根
や伊豆では、川岸等の自然の岩場にも
侵入している。

花卉として栽培される。源平小菊、ゲン
ペイコギク、エリゲロン・カルビンスキア
ヌスの名前で流通している。

自然の岩場に侵入するおそれのある場
所には、持ち込まない。

海外で侵略的な外来種とされる。
地下茎で広がり、マット状になる。
メキシコヒナギクは南西諸島でつけられ
た名前。

④ＦＡＯ：６、⑦各県：福島・茨
城・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・京都・奈
良・和歌山・鳥取・香川・高知・
福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児
島、⑩海外：ISSG

便覧、帰化植物、写真
図鑑、Ylist、JF、IPSW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

200
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科
ケナシヒメムカシヨモギ
（ケナシムカシヨモギ）

Erigeron pusillus 海浜、砂丘。 Ⅳ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － － －

北米原産。オース
トラリア、ニュー
ジーランドに外来
分布。

1926年に牧野富
太郎によって発
見された。北海
道、本州、四国、
九州、南西諸島
に分布。西日本
に多い。

1.5m、越
年草

道端、空き地等の乾いた陽地。 利用に関する情報は得られなかった。 －

海浜環境で群落を形成する場合、コマツ
ヨイグサと同様に砂の安定化により植生
遷移を進めてしまうおそれがある。
徳島県では本種の分布標高が砂丘植物
の分布標高と重なり、在来種の多くと競
合していることが確認された。
ヒメムカシヨモギに似ている。

⑦各県：福島・茨城・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・香川・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
11,21,20、⑪その他：検討委員

便覧、帰化植物、写真
図鑑、Ylist、GCW、徳
島県県土整備部東部
県土整備局2013

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

201
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科 キクイモ Helianthus tuberosus 河川等。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ ○ ◎
北米原産。世界
の温帯～熱帯に
広く外来分布。

食料植物等とし
て江戸時代末期
(1859年）に渡
来。北海道～九
州、南西諸島に
分布。

2.0m、多
年草

畑地、樹園地、路傍、荒地、空地、土
手、草原。肥沃で湿った場所を好む。

食用としては異臭があるが、漬物にする
とよいといわれる。イヌリンを多く含むの
で、糖尿病患者用の野菜として好適とさ
れ、イヌリンアルコールの原料にもなる。
大部分は飼料作物として茎葉、塊茎とも
利用するが、単位面積当たりの栄養価
は高い。現在も流通している。

河原で繁茂して在来植物と競合、駆逐
するとともに、農耕地の雑草にもなって
いる。河川敷と農耕地に侵入するおそれ
のある場所へは、持ち込まない。

日本で報告されるイヌキクイモ（外来種）
はキクイモに含められるとの説がある。
いちど畑に植えると絶えさせるのが困難
である。
輸入穀物中から種子が検出されており、
飼料畑等の農地でも雑草化する可能性
がある。

①要注意、③村中：C、④FAO：
６、⑤対策：H20:<4、H23:1、⑦
各県：北海道・青森・福島・茨
城・埼玉・千葉・愛知・滋賀・兵
庫・奈良・和歌山・鳥取・福岡・
鹿児島、⑫検討委員

世雑Ⅰ、便覧、写真図
鑑、帰化植物、JF、園
芸事典

十勝総合振興局：難防除雑草対策に向けて（十
勝南部支所）
https://www.tokachi.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/ti
iki/nan/h31/0930.html【URL取得日：2026年3月
13日】

農研機構：十勝地域におけるキクイモの耕種的
防除技術
https://www.naro.go.jp/laboratory/harc/content
s/seikajoho/folder6601/folder6603/2013chiku10
.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

202
分布拡大期～ま
ん延期

生物多様性
保全上重要
な地域

防除検討
外来種

キク科 ブタナ（タンポポモドキ） Hypochaeris radicata 草原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ － －

ヨーロッパ原産。
北米、南米、アジ
ア、アフリカ南
部、オセアニア等
に外来分布。

1933年渡来。北
海道～九州、南
西諸島に分布。

0.8m、多
年草

草地、畑地、芝生、市街地に普通に発生
し、寒地や山岳地帯で路肩を埋めること
がある。耐寒性があり平地から高山地ま
でみられる。

通販サイトで研究用の種子が販売され
ている。

－

裸地や芝地に真っ先に侵入し繁殖する
が、周辺の草本群落の丈が高くなるとブ
タナは消えていくので、近年分布量は減
少する傾向にある。
ヒメサユリ、キキョウ、ヤマトキソウ等の
希少種が生育する草原への侵入が確認
されており、影響が危惧されている。愛
知県でも一部やや自然度の高い草地に
も侵入している。北海道では、利尻礼文
サロベツ国立公園区域に侵入個体群が
迫りつつある。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

①要注意、③村中：B、④ＦＡＯ：
６、⑤対策：H20:<4、H23:1、⑦
各県：北海道・青森・福島・茨
城・埼玉・千葉・東京・神奈川・
愛知・滋賀・京都・奈良・和歌
山・鳥取・島根・愛媛・福岡・鹿
児島、⑧河川：31,64,79、⑩海
外：ISSG、⑫地方公共団体、検
討委員

世雑Ⅰ、便覧、写真図
鑑、帰化植物、猪瀬ほ
か2015

中国四国地方環境事務所：【イベント報告】ブタナ
駆除＆わくわく自然体験塾（2015年10月23日）
https://chushikoku.env.go.jp/blog/2015/10/post
-55.html【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

203
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科
コウリンタンポポ（エフデ
タンポポ）

Pilosella aurantiaca
寒冷地や高山帯
～亜高山帯の自
然草原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ○ －

ヨーロッパ原産。
西アジア、北米に
かけて広く外来分
布。

明治中期に渡
来、戦後定着し
た。北海道～九
州に分布。マット
状に群生する。
北海道にはサハ
リンから入った。

0.5m、多
年草

原産地では高山に生育する。山地の草
地、畑地、牧草地、芝地、路傍、荒地等
に生育する。乾いたところに多く、土壌ｐ
Hの低い所にも生育する。雪や霜に耐え
られる。酸性の強くない肥沃地では、他
の雑草との競争力が弱い傾向にある。

園芸植物として渡来。花壇やロックガー
デンに植えられている。

貴重な生態系を有する高山帯に侵入す
るおそれのある場所には、持ち込まな
い。

海外で侵略的な外来種とされる。
大雪山国立公園では山麓、林道に侵
入。特別保護地区への侵入が懸念され
る。利尻島、礼文島では高山植物の生
育地の周辺にも侵入している。磐梯山の
高山のガレ場やお花畑、登山道沿いで
繁茂し、バンダイクワガタ等の高山植物
と競合している。目立つオレンジ色の花
で景勝地の夏の景観を大きく変えた。継
続的な駆除が行われている。

⑦各県：北海道・青森・福島・茨
城・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・長
崎、⑧河川：5,6,6、⑩海外：ISSG

世雑Ⅰ、便覧、帰化植
物、環境省、園芸事
典、有用、JF、各県：福
島、小杉2014、武田
2007

NPO法人裏磐梯エコツーリズム協会：磐梯山にお
ける侵略的外来種コウリンタンポポ防除活動
https://youtu.be/q9YM-7W25u0【URL取得日：
2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

204
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

キク科

キバナコウリンタンポポ
（ノハラタンポポ、キバナ
ノコリンタンポポ）

Pilosella caespitosa 寒冷地や亜高山
帯の自然草原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ － － － ○ ◎
ヨーロッパ原産。
北米等に外来分
布。

1955年に確認さ
れ、北海道、岩
手、福島、石川、
兵庫に分布。

0.5m、多
年草

草地、路傍、休耕地。

キバナコウリンタンポポがJFコード（日本
花き取引コード）に掲載されており、流通
が確認されているものの、本種かどうか
不明である。

高地の草地に侵入するおそれのある場
所には、持ち込まない。

芝生等の種子に混入して拡大。根際か
らしばしば匐枝を出す。

⑦各県：北海道・福島・東京・長
野・岐阜・長崎、⑧河川：1,2,3、
⑪その他

便覧、写真図鑑、JF、
帰化植物、YList、中
野・本多2013

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

15
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205
定着初期／限
定分布

防除検討
外来種

キク科 ハイコウリンタンポポ Pilosella officinarum 草地。 Ⅳ ◎ × ○ ◎ ○ ◎ ○ － － （○） ◎ ○

大西洋沿岸地域
原産。北東アジ
ア、北米、ニュー
ジーランド等に外
来分布。

2006年に北海道
遠軽町にて初め
て採集された。北
海道、本州（兵庫
以北）で局所的に
分布。

5～
15cm、
小型の
ロゼット
状の植
物

海外では農地、草地等のかく乱地へと拡
大。日の良く当たる開けた環境を好む。
国内では芝生付近、車道沿いで確認例
がある。

花卉又は地面を被覆するグランドカバー
プランツとして導入され、その逸出が北
海道、宮城、群馬、石川、三重、兵庫、
岡山等の各地で報告されている。園芸
店等でチシマタンポポやヒエラキウム・ア
ルビヌムが山草類として流通している
が、入手したものはすべてハイコウリン
タンポポであった。貧栄養の法面でハイ
コウリンタンポポは順調な生育を示して
いる。今後も、緑化と環境美化とを兼ね
備えたワイルドフラワーの素材として本
種が大量に使用されると思われる。

日本の各地に侵入しており、草地等の
明るく開けた環境において急速に分布
拡大する可能性があることから、生物多
様性の保全上重要な地域に侵入するお
それのある場所には、持ち込まない。

本種は盛んに走出枝を伸ばして旺盛に
子株を作って繁茂し、地面をマット状に
覆いつくす。海外では牧草地の雑草とし
て知られ、広がりが非常に速いとされ
る。また、在来種の成長阻害や農業へ
の影響事例等も報告されている。
Pilosella 属は属内で容易に交雑し、アポ
ミクシス（受精を伴わずに親と同じ遺伝
情報を持つ種子を形成する現象）で増え
る系統を作るため、日本国内でハイコウ
リンタンポポと呼称されているPilosella
offcinicumについて、詳細な検討が今後
必要であると考える。

⑦各県：愛知、⑪その他・検討
委員

IPSW、立松2022、中
野・本多2013、植村
2013、French,K.2021、
持田2012

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

206

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キク科 タワダギク Pluchea carolinensis 草原等。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － － －
北米～南米北部
原産。ハワイに外
来分布。

戦後定着。
沖縄島とその周
辺島嶼、小笠原
に分布。

3m、低
木

沖縄島中部の日当たりの良い原野を中
心に確認されていたが、近年は沖縄島
全域と周辺の島嶼、小笠原諸島でも見
られる。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

ヒイラギギク属の一種で、1968年に和名
が名づけられた。
沖縄では戦後定着したのち、広範囲に
広がり、希少植物群落にまで侵入してい
る。さらには、沖縄周辺の島でも見られ
るようになり、奄美群島への侵入も危惧
される。
ハワイでは侵略性が問題となっている。

⑦各県：東京・長崎・沖縄
便覧、写真図鑑、野生
植物5、GAWW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

207

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

キク科 ヒマワリカッコウ Praxelis clematidea 草地等。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） － （◎）

南米地域が原
産。
東南アジア、中
国、台湾、日本、
オーストラリア等
に外来分布。

沖縄。

約40～
50cm、
最大で
1m、一
年草

道路脇や鉄道沿線、牧草地、開けた森
林、河川敷、草地等。

本種の利用に関する情報は得られな
かった。

－

特にオーストラリアでは自然地域だけで
なく農業生産地にも侵入し始めており、
深刻な問題となっている。
バナナやサトウキビ畑の雑草として問題
となっている。
カッコウアザミ、ムラサキカッコウアザミ
に外見が類似しており、誤認されるケー
スがある。
発芽後数ヶ月で数千個の種子を生成す
ることがあり、開花前の除草が効果的で
ある。

⑦各県：沖縄、⑪その他：検討
委員

askifas、POWO、WFO、
NSW Government

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

208
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科

アラゲハンゴンソウ（キヌ
ガサギク、ルドベキア・ヒ
ルタ、グロリオサ・デー
ジー、マツカサギク）

Rudbeckia hirta var.
pulcherrima

湿原、自然草原。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ○ ◎ 北米原産。

1930年頃に渡
来。北海道、本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

0.9m、二
年草

造成地、法面、牧場等。全国の山岳道
路沿いにみられ、北海道の原生花園や
アポイ岳の麓にも生育する。

グロリオサ・デージー’Gloriosa Daisy’を
はじめ、様々な園芸品種が利用される。

山岳道路沿いに分布を拡大し、釧路湿
原等の生物多様性の保全上重要な地域
で草原の在来植物との競合、駆逐が危
惧される。こうした環境に侵入するおそ
れのある場所には、持ち込まない。

オオハンゴンソウの近縁種。アポイ岳の
麓で採集、報告された。乗鞍等の各地の
重要地域で対策が行われている。牧草
種子又は家畜飼料に混入して分布を拡
大したとされる。

⑤対策：H20:<4、⑥専門家：草
原27、⑦各県：北海道・福島・茨
城・群馬・埼玉・千葉・東京・長
野・岐阜・静岡・愛知・滋賀・京
都・奈良・和歌山・鳥取・香川・
高知・福岡・長崎・大分・宮崎・
鹿児島、⑧河川：1,0,6

便覧、写真図鑑、帰化
植物、JF、有用、園芸
事典

北海道森林管理局：知床ウトロ発！ウトロGSS通
信　令和5年8月13日（日曜日）外来種駆除
https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/koho/blog
/siretoko/2023/2308.html【URL取得日：2026年3
月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

209
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科
ネバリノギク（アメリカシ
オン）

Symphyotrichum novae-
angliae

半自然草地。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

北米原産。ヨー
ロッパ、ニュー
ジーランドに外来
分布。

大正時代に園芸
植物として渡来。
北海道に分布。
本州～九州で逸
出。

1.5m、多
年草

山村周辺の道端、荒地、山野等で野生
化している。

近年はあまり栽培されない。
北海道では急速に分布を拡大し、草原
への侵入が危惧されることから、特に北
海道の草原には持ち込まない。

北海道に定着しており、生態系等への
影響が報告又は懸念されている。北海
道で道路法面を中心に急激に広がっ
た。
シオン属（Aster）とする説もあり、シオン
属は、種間交雑等が行われ、多くの園芸
品種が作出された。

①要注意、②W100：日本、③村
中：C、⑦各県：北海道・東京・長
野・岐阜・静岡・滋賀・鳥取・長
崎・鹿児島、⑧河川：2,2,4

便覧、写真図鑑、園芸
事典、GCW、各県：北
海道

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

210
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科

ユウゼンギク（メリケンコ
ンギク、シノノメギク、ユ
ウゼンノギク）

Symphyotrichum novi-belgii 半自然草地、湿
原。

Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ○ －

北米原産。ヨー
ロッパ、アジア、
ニュージーランド
に外来分布。

大正時代に園芸
植物として渡来。
北海道～九州に
分布。

0.7m、多
年草

山野。
様々な花色の園芸品種が草花類として
流通、利用されている。花壇、切り花、鉢
物に利用される。

北海道では急速に分布を拡大し、草原
への侵入が危惧されることから、特に北
海道の草原には持ち込まない。

北海道に定着しており、生態系等への
影響が報告又は懸念されている。北海
道で道路法面を中心に急激に広がっ
た。
北海道のヨコスト湿原、石狩川河口湿地
部の低層湿原に侵入しており、在来種
や絶滅危惧種への影響が懸念されてい
る。
シオン属（Aster）とする説もあり、シオン
属は、種間交雑等が行われ、多くの園芸
品種が作出された。

⑦各県：北海道・青森・福島・群
馬・東京・長野・岐阜・静岡・滋
賀・香川・福岡・長崎・鹿児島、
⑧河川：2,6,11、⑪その他：検討
委員

便覧、写真図鑑、園芸
事典、各県：北海道、北
海道白老郡白老町
2011、石狩浜海浜植物
保護センター2006

国土交通省北海道開発局江別河川事務所：石狩
川下流幌向地区自然再生　外来種駆除イベント
の開催（ふらっと南幌主催）
https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ebetu_kasen/gbur
oi000000lz3i.html【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

211
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

キク科 オオオナモミ
Xanthium orientale　 ssp.
orientale

オナモミの生育地
や河川敷。

Ⅰ,Ⅳ,Ⅴ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ － ◎

メキシコ原産。
ヨーロッパ、アジ
ア、オーストラリ
ア、北米、南米に
外来分布。

1929年渡来。北
海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

2m、一
年草

河川敷、畑地、樹園地、牧草地、路傍、
荒地等に生育。

利用に関する情報は得られなかった。 －

オナモミ（絶滅危惧Ⅱ類）と競合、駆逐、
交雑。埼玉ではキタミソウ絶滅危惧Ⅱ類
（VU） の生育地を圧迫。
誤ってオオオナモミの写真が、オナモミ
として掲載されている図鑑がしばしばあ
る。
飼料畑で発生し、サイレージに混入する
と牛の嗜好性や採食率が大きく低下す
る。有毒で、豚や子牛で死亡例を含む中
毒が報告されている。

①要注意、②W100：日本③村
中：B、④ＦＡＯ：７、⑦各県：北海
道・青森・福島・茨城・群馬・埼
玉・千葉・東京・長野・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・京都・兵庫・奈
良・和歌山・鳥取・徳島・香川・
愛媛・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島、⑧河川：
61,97,100

世雑Ⅰ、雑管、便覧、
写真図鑑、JF、外来生
物、有用、農業・食品産
業技術総合研究機構
動物衛生研究所ＨＰ、
農業・食品産業技術総
合研究機構畜産草地
研究所2013

－

原島徳一：主要外来雑草の特性と防除法
https://www.snowseed.co.jp/wp/wp-
content/uploads/grass/grass_199906_06.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

212

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

防除検討
外来種

ウコギ科

ヤドリフカノキ（ホンコン
カポック、シェフレラ・ア
ルボリコラ、シェフレラ、
カポック）

Heptapleurum arboricola 岩場や林縁、湿っ
た林内。

Ⅳ ◎ － － ◎ ○ ○ ◎ ○ － － ○ －
台湾、中国海南
島原産。

小笠原諸島、南
西諸島に分布す
る。奈良市等の
都市部にも分
布。

7m、半
つる性
の常緑
小高木

岩場や林縁、湿った林内等に逸出して
いる。０℃程度に耐え、乾燥、日照不足
にも強い。萌芽力も高い。

変異が多く、観葉植物としてホンコンカ
ポック等の様々な品種が流通、販売され
る。生垣、庭木、公園樹、観葉植物に利
用される。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

以前は本種はSchefflera arboricola とし
て扱われていたが、近年の研究によっ
て、分子系統情報からHeptapleurum属
に含まれることが明らかになり、その他
多くのSchefflera 属に分類されていた種
も移された。

⑦各県：東京・長崎・鹿児島・沖
縄、⑫検討委員

野生植物5、琉球樹木、
JF、Ylist、小笠原固
有、有用、園芸事典、
山田・辻村2020

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

213
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

ウコギ科

カミヤツデ（ツウソウ（通
草）、ツウダツボク（通脱
木））

Tetrapanax papyrifer 河川敷や林縁。 Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ － － （○） ○ －

中国南部、台湾
原産。オーストラ
リア、ニュージー
ランド、アメリカに
外来分布。

1935年以前に渡
来、関東～九州、
四国、南西諸島
に分布。

7m、常
緑低木

河川敷等。湿潤な土壌を好む。関東地
方では寒さで傷んで落葉低木となる。

観賞用に栽培される。幹の髄は通草紙
として造花の材料にされた。薬用にも利
用される。

鳥により種子が散布され、河川敷等で繁
茂。小型の在来種を被陰したり、景観的
にも問題になっている。河川敷付近では
こうした問題を引き起こすおそれのある
ため、持ち込まない。

神奈川で増殖し駆除。地下に伸ばした
根から新苗を作る。増殖は実生、挿木、
株分けによる。生長は早い。

⑦各県：茨城・埼玉・千葉・東
京・静岡・愛知・和歌山・鳥取・
香川・愛媛・福岡・長崎・宮崎・
鹿児島、⑧河川：2,2,4

便覧、写真図鑑、有
用、JF、園芸事典、
Ylist、GCW

大西亘：森林へ広がる外来種たち
https://nh.kanagawa-
museum.jp/assets/icp/contents/163158368828
0/simple/tobira104_2ohnishi.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

214
分布拡大期～ま
ん延期

防除検討
外来種

セリ科 ドクニンジン Conium maculatum

畑地、牧草地、路
傍、荒地、草地、
森林、川岸、湿地
等。

Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ ◎ × － ◎ ○ ◎ ○ － ◎ ◎ ○ ◎

ヨーロッパ原産。
南北米、オースト
ラリア、アジア、ア
フリカに外来分
布。

1959年渡来。北
海道、本州の一
部に分布。

2m、一
年草

畑地、牧草地、路傍、荒地等。
本種が市販されているとの情報は得ら
れなかった。

栽培する場合には、逸出したものが人や
動物に誤って摂取されることのないよう、
適切に管理する必要がある。
ドクニンジンの分布が広がっていくと、在
来種（セリ科のシャクなど）の生育地と競
合する可能性が生じる。このようなおそ
れのある草地や林縁環境などには持ち
込まない

有毒植物で、家畜にも影響。野外に生
育しているものを、山菜のシャク等と誤っ
て食べないよう注意する。

①要注意、④ＦＡＯ：７、⑦各県：
北海道・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・岐阜・滋賀・長崎・鹿
児島・沖縄、⑧河川：0,0,2

世雑Ⅱ、便覧、牧草、
有用、

北海道大学総合博物館：外来植物の駆除（ドクニ
ンジン・オオハンゴンソウ）．
https://www.museum.hokudai.ac.jp/topics/7592
/【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

産業管理外来種（適切な管理が必要な産業上重要な外来種） 　 　 　

215
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科
コヌカグサ（レッドトッ
プ）、クロコヌカグサ

Agrostis gigantea、 Agrostis
nigra

河川敷、自然草
原、絶滅危惧種の
ヌカボ属の生育地
周辺。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ －

ヨーロッパ原産。
北アフリカ、アジ
ア、オセアニア、
南北米等、温帯
～亜寒帯に外来
分布。

明治初年に導入
され、北海道、本
州、四国、九州、
奄美大島に分
布。

1m、多
年草

畑地、牧草地、樹園地、路傍、草原、湿
地、水辺等。日当たりの良い所を好む。
耐寒性が強く、強酸性土壌に生え、耐旱
性もある。湿潤であれば土壌の種類を
選ばないが、一般に粘質土壌～壌土に
多く、やせた土地にも適応する。

飼料用、特に放牧用として利用されてい
る。種子流通量は多くはないが、国内の
種苗会社から販売されている。
牧草としては、生産性や栄養価はあまり
高くないものの、やせた土地等の条件不
利地や林間放牧等での利用において
は、代替となる種はほとんどない。
いくつかの県の奨励品種に登録されて
おり、生産が奨励されている。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、広く利用されている。

国立公園や草原に特有な希少種が生育
する自然草原の周辺では可能な限り利
用を控えるか、このような場所で利用す
る場合には、種子の逸出を防止する配
慮が必要である。本種は交雑しやすい
ため、絶滅危惧種のヌカボ属の生育地
についても同様に留意する必要がある。
牧草利用する際には、牧草地外への種
子の逸出を防ぐために、結実前に刈り、
周縁部の草刈りを適切に行うとともに、
利用しない種子については放置せずに
適切に処分する。その他の非意図的な
外来種の混入を防ぐ観点から、種子証
明のある種子の利用が望ましい。
法面緑化に利用する場合には、樹木の
植栽・導入と併用することで植生遷移を
促し、外来種の衰退を早めることができ
る。

種子、地下茎及び匍匐茎で繁殖する。１
穂当たりの生存種子数は約1,000個、休
眠期間が短く、湿潤な土壌表面で容易
に発芽する。土壌中の種子の寿命は５
年以上。アレロパシー作用を持つ。
世界的に温帯～亜寒帯地域に分布する
畑地雑草で、コムギ、オオムギ、エンバ
ク、牧草類、果樹類の減収や品質低下
をもたらす。日本でもコムギ、バレイ
ショ、テンサイ畑の雑草とされる。在来種
が再生するような環境では、コヌカグサ
を緑化につかうべきではないとされる。
コヌカグサとクロコヌカグサとの間には中
間型もあり、同種として扱う見解もあるた
め、両種を含む。

③村中：B、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
香川・高知・福岡・長崎・大分・
宮崎・鹿児島、⑧河川：
52,87,93、⑨三省：環・農・林・国
道、⑩海外：ISSG

便覧、イネ、世雑Ⅲ、雑
管、牧草、粗飼料、花
粉、農林水産省・林野
庁H25年度意見照会、
Ylist、GCW、帰化植
物、イネ、

環境省関東地方環境事務所：平成28年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書
https://www.env.go.jp/park/nikko/files/05_H28_
nasuheiseinomori_kikasyokubutu_houkokusyo.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

北海道根室振興局：多年生イネ科雑草レッドトッ
プ
https://www.nemuro.pref.hokkaido.lg.jp/fs/9/0/5
/7/1/5/6/_/III-
3%20(4)%E3%82%A4%E3%83%8D%E7%A7%91%E9%9
B%91%E8%8D%89%20%E3%83%AC%E3%83%83%E3%
83%89%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97.pdf【URL
取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

216
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科
カモガヤ（オーチャードグ
ラス）

Dactylis glomerata 山地草原、海岸草
原、河川敷。

Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

地中海～西アジ
ア原産。ヨーロッ
パ、アフリカ、アジ
ア、オセアニア、
南北米等の温帯
に外来分布。

1861～1864年
（文久年間）に渡
来。1868年（明治
初年）にアメリカ
から導入。北海
道、本州、四国、
九州、南西諸島
に分布。

1.5m、多
年草

畑地、樹園地、路傍、荒地、土手、草
地、河川敷、林縁、湿地、沿岸域等。日
当たりの良い温暖地で、肥沃な所を好
む。

飼料用（主に採草用）としてチモシーと並
び最も広く利用されており、沖縄を除く全
国で栽培されており、特に北海道～東北
地方では基幹となる草種。
牧草として利用する際、種子が結実する
前に収穫すれば、種子が飛散して繁殖
する可能性はない。
多くの種苗会社から販売されており、公
的機関及び民間種苗会社での品種開発
も行われている。
生産性・永続性・栄養価等の観点から、
代替となる牧草種はない。
多くの県の奨励品種に登録されており、
生産が奨励されている。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、広く利用されている。

国立公園や、特有の希少種等が生育し
ている自然草原の周辺では可能な限り
利用を控えるか、このような場所で利用
する場合には、種子の逸出を防止する
配慮が必要である。
牧草利用する際には、牧草地への種子
の逸出を防止するために、結実前に刈り
取り、周縁部の草刈りを適切に行うとと
もに、利用しない種子については放置せ
ずに適切に処分する。その他の非意図
的な外来種の混入を防ぐ観点から、種
子証明のある種子の利用が望ましい。
法面緑化に利用する場合には、樹木の
植栽・導入と併用することで植生遷移を
促し、外来種の衰退を早めることができ
る。

海外で侵略的な外来種とされる。
複数の国立公園に侵入し、在来種との
競合が発生している、もしくは競合が懸
念される状況にある。種子の生産量は
多く、風、雨、人間、動物に付着して運ば
れる。
（独）家畜改良センターの業務（飼料作
物の増殖に必要な種苗の生産・配布
家畜改良センター法§11①三）として、
増殖を行っている。
トウモロコシ、モロコシ、コムギ、果樹の
雑草。

①要注意、②W100：日本③村
中：A、④ＦＡＯ：10、⑥専門家：
草原42、⑦各県：北海道・青森・
福島・茨城・群馬・埼玉・千葉・
東京・長野・岐阜・静岡・愛知・
滋賀・京都・兵庫・奈良・和歌
山・鳥取・香川・高知・福岡・長
崎・大分・宮崎・鹿児島、⑧河
川：57,104,105、⑨三省：環・農・
林・国都・国道

便覧、帰化植物、写真
図鑑、世雑Ⅲ、雑管、
花粉、外来生物、
IPSW、農林水産省・林
野庁H25年度意見照
会、緑化2023、五十嵐
ほか2001

環境省関東地方環境事務所：令和２年度那須平
成の森帰化植物等植生管理業務報告書(22p)
https://www.env.go.jp/park/nikko/files/01_R2_h
eiseinomori_exoticplant_report_1.pdf【URL取得
日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。
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217
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科

オニウシノケグサ（トール
フェスク、ケンタッキー31
フェスク）

Lolium arundinaceum

里山の草地、河川
堤防等の半自然
草地、亜高山帯の
草原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ （○） ◎ －

ヨーロッパ、北ア
フリカ、西アジア
原産。アフリカ南
部、オーストラリ
ア、北米、南米、
大西洋諸島の亜
寒帯～暖帯に外
来分布。

1905（明治38）年
に導入、北海道、
本州、四国、九
州、南西諸島に
分布。亜高山帯
の自然公園にも
侵入。

2m、多
年草

牧草地、市街地、運動場、庭、路傍、荒
地、河原、林縁等。日当たりの良い、肥
沃で水分の豊富な所を好む。

チモシーやオーチャードグラスと比較す
ると栄養価は劣るが、環境変異に強いた
め飼料用（主に放牧用）や緑化用として
全国で利用されている。特に、寒地型の
永年生の牧草としては、関東以西の温
暖地で利用可能な種が非常に少なく、代
替品種はない。
牧草として利用する際、種子が結実する
前に収穫すれば、種子が飛散して繁殖
する可能性はない。
多くの種苗会社から販売されており、公
的機関及び民間種苗会社での品種開発
も行われている。
多くの県の奨励品種に登録されており、
生産が奨励されている。
「生態系環境配慮型トールフェスク」とし
て、農研機構及び雪印種苗が共同開発
した「ＭＳＴ－１（無花粉トールフェスク）」
や生産性の低い「ボンサイ３０００（矮性
トールフェスク）」という品種が開発され
ているが、種子の価格が高いことや生産
性が低いこと等から、緑化用としての利
用に限定されており、代替は非常に困
難。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、広く利用されている。
奄美群島では、要注意外来生物に選定
される等で利用されなくなった。

国立公園や、特有の希少種等が生育し
ている自然草原の周辺では可能な限り
利用を控えるか、このような場所で利用
する場合には、種子の逸出を防止する
配慮が必要である。
牧草利用する際には、牧草地への種子
の逸出を防止するために、結実前に刈り
取り、周縁部の草刈りを適切に行うとと
もに、利用しない種子については放置せ
ずに適切に処分する。その他の非意図
的な外来種の混入を防ぐ観点から、種
子証明のある種子の利用が望ましい。
法面緑化に利用する場合には、樹木の
植栽・導入と併用することで植生遷移を
促し、外来種の衰退を早めることができ
る。

海外で侵略的な外来種とされる。
（独）家畜改良センターの業務（飼料作
物の増殖に必要な種苗の生産・配布
家畜改良センター法§11①三）として、
増殖を行っている。
オーストラリア、ニュージーランド、アメリ
カの一部地域で侵略的となっている。

①要注意、②W100：日本③村
中：A,④FAO：８、⑥専門家：草
原43、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・奈良・和歌山・鳥取・
香川・高知・福岡・佐賀・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
61,99,112、⑨三省：環・農・林・
国道

世雑Ⅲ、花粉、外来生
物、IPSW、農林水産
省・林野庁H25年度意
見照会

星野義延・根本真理・松波敦・村松篤・小西道子：
刈り取り管理の変更が河川堤防草原のオニウシ
ノケグサの被度と出現頻度に与えた影響
https://www.jstage.jst.go.jp/article/vegsci/32/2
/32_117/_pdf/-char/ja【URL取得日：2026年3月
13日】

国土交通省四国地方整備局河川環境課道路管
理課・国土交通省四国地方整備局四国技術事務
所：四国地方整備局管内外来種対策（案）令和５
年４月１日版（85頁）
https://www.skr.mlit.go.jp/yongi/duties/research
/gairaishu/r05handbook_01.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

218
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科

ドクムギ属（ネズミムギ
（イタリアンライグラス）、
ホソムギ（ペレニアルライ
グラス）等）

Lolium spp.

ネズミムギ・ホソム
ギは河原や自然
草原、ボウムギは
海岸砂地。

Ⅳ,Ⅴ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
ヨーロッパ原産。
世界の温帯～暖
帯に外来分布。

明治時代に入り、
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

1m、一
年～多
年草

畑地、樹園地、路傍、空地、荒地。日当
たりの良い、温暖な肥沃地を好む。

飼料用（主に採草用）として全国で利用
されており、関東以西の単年生牧草とし
ては、（おそらく）最も利用されている草
種。北海道・沖縄を除く地域では、基幹
となる草種。
牧草として利用する際、種子が結実する
前に収穫すれば、種子が飛散して繁殖
する可能性はない。
多くの種苗会社から販売されており、公
的機関及び民間種苗会社での品種開発
も行われている。
多くの県の奨励品種に登録されており、
生産が奨励されている。
比較的耐湿性を有することから水田裏
作での栽培に適していることや、さらに
生産性・栄養価・嗜好性等非常に優れて
おり、代替となる種はない。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、利用されている。

国立公園や、特有な希少種等が生育し
ている河川敷周辺では可能な限り利用
を控えるか、このような場所で利用する
場合には、種子の逸出を防止する配慮
が必要である。牧草利用する際には、牧
草地外への種子の逸出を防止するため
に、結実前に刈り取り、周縁部の草刈り
を適切に行うとともに、利用しない種子
については放置せずに適切に処分す
る。その他の非意図的な外来種の混入
を防ぐ観点から、種子証明のある種子
の利用が望ましい。
法面緑化に利用する場合には、樹木の
植栽・導入と併用することで植生遷移を
促し、外来種の衰退を早めることができ
る。

花粉症の原因となる。
（独）家畜改良センターの業務（飼料作
物の増殖に必要な種苗の生産・配布
家畜改良センター法§11①三）として、
増殖を行っている。
ネズミムギ（イタリアンライグラス）L.
multiflorum ,やホソムギ（ペレニアルライ
グラス）L. perenne ,、これらの雑種であ
るハイブリッドライグラスL.  x hybridum等
が利用される。家畜に食べられて糞に混
入して運ばれることが多い。アレロパ
シー作用がある。ボウムギL. rigidiumは
海岸砂地に侵入して群生する。

①要注意、③村中：B、④ＦＡＯ：
８、⑤対策：H23:2、⑥専門家：河
原37、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・静岡・愛知・滋
賀・京都・兵庫・奈良・和歌山・
鳥取・徳島・香川・高知・福岡・
長崎・大分・宮崎・鹿児島・沖
縄、⑧河川：ﾎｿﾑｷﾞ42,66,82、ﾈ
ｽﾞﾐﾎｿﾑｷﾞ
56,100,108、ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ8,19,22、ｴ
ﾀﾞｳﾁﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ0,0,3、ﾎﾞｳﾑｷﾞ3,6,5
⑨三省：環・農・国道、⑪検討委
員

世雑Ⅲ、雑管、花粉、
粗飼料、農林水産省・
林野庁H25年度意見照
会、写真図鑑

浅井元朗：転換畑の外来難防除雑草とその防除
対策
https://wssj.jp/~wsstj/pdf/tohoku_weed8_12.pdf
【URL取得日：2026年3月13日】

国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所：
江戸川堤防に生育するイネ科植物の花粉対策の
手引き（ネズミホソムギ）
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/
000021724.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

219

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

産業管理
外来種

イネ科

ギネアキビ（ギニアグラ
ス、ギニアキビ、イヌキ
ビ）

Megathyrsus maximus 河川敷、二次草原
等の草原等。

Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ◎ ◎

熱帯の東アフリカ
原産。アフリカ、
南ヨーロッパ、ア
ジア、オーストラリ
ア、北米、南米の
熱帯、亜熱帯の
各地に広く外来分
布。

1971年渡来。本
州（関東以西）、
四国、九州、奄美
大島、沖縄島の
各地で局所的に
分布。

2m、多
年草（短
年性の
品種も
ある）

本来は熱帯アフリカの肥沃な土壌で自
生し、最適降雨条件は1,000～1,300mm
とされていたが、各地に導入されるのに
伴い、遺伝的に変異し、多くの生態型が
ある。耐旱性、耐湿性、耐踏圧性、耐暑
性の高い様々な品種が含まれる。路傍、
荒地、畑地、牧草地、草地、岩石地、川
岸、かく乱地に生育する。日当たりの良
い湿った所を好み、乾いた土壌にも適応
する。

暖地型（永年性）牧草として、関東～沖
縄地方で飼料利用されている牧草種。
センチュウ抵抗性があることから、緑肥
としてもハウス等での利用が行われてい
る。
牧草として利用する際、種子が結実する
前に収穫すれば、種子が飛散して繁殖
する可能性はない。
生産性や栄養価が高いことから、飼料
的価値は非常に高く、多くの県の奨励品
種に登録されており、生産が奨励されて
いる。
品種開発も公的機関及び民間種苗で行
われている。
特に沖縄地方で利用可能な草種は限定
されるため、代替は困難である。

奄美群島は固有種や希少種が多い地
域であることから、このような場所で利用
する場合には、種子の逸出を防止する
配慮が必要である。結実前に刈り取りを
行い、利用しない種子については放置
せずに適切に処分する。その他の非意
図的な外来種の混入を防ぐ観点から、
種子証明のある種子の利用が望まし
い。

海外で侵略的な外来種とされる。
（独）家畜改良センターの業務（飼料作
物の増殖に必要な種苗の生産・配布
家畜改良センター法§11①三）として、
増殖を行っている。
種子と根茎により繁殖する。種子の伝播
は風、雨、動物、人間による。種子の生
産量は9,000個以上／株で、休眠性を持
つ。

⑦各県：茨城・埼玉・千葉・東
京・岐阜・静岡・京都・和歌山・
香川・長崎・宮崎・鹿児島・沖
縄、⑧河川：0,2,1、⑩海外：
ISSG、⑪その他：検討委員

便覧、写真図鑑、農林
水産省H25年度意見照
会、牧草、帰化植物、
世雑Ⅲ、IPSW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

220
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科

アメリカスズメノヒエ（バ
ヒアグラス、オニスズメノ
ヒエ）

Paspalum notatum 河川敷、二次草原
等の草原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ◎ －

南米原産。北米、
アフリカ、南アジ
ア、オーストラリア
に外来分布。

1969年渡来。本
州、四国、九州、
南西諸島に分
布。

0.8m、多
年草

畑地、樹園地、牧草地、水田、路傍。日
当たり良い湿ったところに生育する。土
壌の種類を選ばない。

飼料用（主に放牧用）として利用されて
いる暖地型の永年生牧草で、関東以西
で利用されている。九州地域での利用
が盛ん。
生産性の高い永年生の牧草としては、
耐暑性をもちかつ越冬可能（南西諸島を
除く地域）な種は、他にシマスズメノヒエ
（ダリスグラス）が知られている程度であ
り、代替種はない。
国内で開発された品種もあり、種子も流
通している。
いくつかの県の奨励品種に登録されて
おり、生産が奨励されている。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、広く利用されている。

奄美群島の固有種や希少種の生息・生
育地の周辺等では可能な限り利用を控
えるか、このような場所で利用する場合
には、種子の逸出を防止する配慮が必
要である。牧草利用する際には、牧草地
外への種子の逸出を防止するために、
結実前に刈り取り、周縁部の草刈を適
切に行うとともに、利用しない種子につ
いては放置せずに適切に処分する。そ
の他の非意図的な外来種の混入を防ぐ
観点から、種子証明のある種子の利用
が望ましい。法面緑化に利用する場合
には、樹木の植栽・導入と併用すること
で植生遷移を促し、外来種の衰退を早
めることができる。

種子と根茎で繁殖する。種子形成量が
多く、風、雨、動物、人間で伝播する。ア
レロパシー作用がある。熱帯～亜熱帯
で牧草地から逃げ出して雑草となってい
る。雑草害はイネ、野菜、芝草、柑橘
類、材木に発現する。海外では危険性
の高い植物との評価がある。ブラジルで
は深刻な雑草、キューバでは重要な雑
草、アルゼンチンやハワイでは一般的な
雑草等となっている。

③村中：C、⑦各県：福島・茨城・
群馬・埼玉・千葉・東京・長野・
岐阜・静岡・愛知・滋賀・京都・
奈良・和歌山・鳥取・徳島・香
川・高知・福岡・長崎・大分・宮
崎・鹿児島・沖縄、⑧河川：
13,41,58、⑨三省：国道

世雑Ⅲ、便覧、帰化植
物、農林水産省・林野
庁H25年度意見照会、
ＧＡＷＷ、GCW, PIER

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

221

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

産業管理
外来種

イネ科

ナピアグラス（ネピアグラ
ス、エレファントグラス、
ペルーグラス）

Pennisetum purpureum

林縁、河川敷・二
次草原等の草原、
川岸、海岸の砂浜
等。

Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ － ○ ◎ ◎ ○ ◎ － （◎） ◎ －

熱帯アフリカ原
産。南北米、オー
ストラリア、東南
アジア等、世界の
熱帯～亜熱帯、
一部の暖帯に外
来分布。

昭和初期に奄美
大島に導入され、
1955～1965年に
かけて九州、南
西諸島で広く栽
培された。千葉、
東京、鹿児島、南
西諸島に分布。

2～5m、
多年草

畑地、水田、水路、畦畔、溝、路傍、森
林、草地、荒地、川岸、海岸の砂浜等、
幅広い環境に生育する。年間降水量
1,000mm以上、日当たりの良い所、湿っ
た土壌を好み、土壌の種類を選ばない。
耐旱性が強く、耐冠水性や耐霜性はや
や劣る。関東より北では、高さ2～4mま
でに生育できるが、出穂することはなく、
冬も越せない。

暖地型（永年性）牧草として九州～沖縄
地方の無霜地帯で利用がある。主に青
刈り、サイレージとして利用されるが、放
牧利用されることもある。
栄養価及び生産性が高いため、飼料的
価値が高く、鹿児島県（奄美）及び沖縄
県の奨励品種に登録されており、生産
が奨励されている。
九州～沖縄地方で利用可能な草種は限
定されるため、代替は困難。
育種は主にアフリカ、アメリカ等で行わ
れている。種内の形態的変異が大きい。
近縁のトウジンビエ（パールミレット）P.
typhoidesの雑種は、不稔であるが生育
がよく、飼料に適している。
土壌侵食防止や防風のために植え付
け、稈で屋根をふいたり、囲いをつくった
りする。

南西諸島は固有種や希少種が多い地
域であることから、このような場所で利用
する場合には、種子の逸出を防止する
配慮が必要である。結実前に刈り取りを
行い、利用しない種子については放置
せずに適切に処分する。その他の非意
図的な外来種の混入を防ぐ観点から、
種子証明のある種子の利用が望まし
い。

海外で侵略的な外来種とされる。
鹿児島では栽培逸出し、在来種と競合し
ている。特に奄美群島には同属のシマ
チカラシバP. sordidum（鹿児島県RDB準
絶滅危惧）が生育しているため影響が懸
念される。
種子と根茎により繁殖する。種子形成量
が少なく、ほとんど不稔であるため、主
に根茎による繁殖が行われる。繁殖は３
～４根節ずつ切った茎を挿すか、株分け
による。茎の断片は１節あると再生し、
伝播の重要な手段となる。
熱帯～亜熱帯の牧草地から逸出して雑
草化している。イネ病害虫の奇主となる
ことも知られている。
逸出／管理下にないものは防除の対象
となる。

⑦各県：群馬・東京・長崎・鹿児
島・沖縄、⑪その他：検討委員

写真図鑑、農林水産省
H25年度意見照会、便
覧、世雑Ⅲ、有用、粗
飼料、IPSW、鹿児島県
外来種リスト2025

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

222
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科
オオアワガエリ（チモ
シー）

Phleum pratense
亜高山帯、山地、
低地の草原、河川
敷。

Ⅱ,Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ －

ヨーロッパ～シベ
リア原産。ヨー
ロッパ、アジア、
オセアニア、北
米、南米の温帯
に外来分布。

明治初期に入り、
北海道、本州、四
国、九州に分布。

1m、多
年草

畑地、樹園地、路傍、荒地。冷涼で多湿
の気候を好み、肥沃な日当たりの良いと
ころに多い。

牧草として優れた性質を持ち、栽培品種
も多い。
飼料用（主に採草用）としてオーチャード
と並び最も広く利用（沖縄県を除くほぼ
全国）されており、北海道～東北地方で
は基幹となる草種で、北海道で利用され
る牧草のうち最も面積が広い。
牧草として利用する際、種子が結実する
前に収穫すれば、種子が飛散して繁殖
する可能性はない。
多くの種苗会社から種子が販売されて
おり、公的機関及び民間種苗会社での
品種開発も行われている。
多くの県の奨励品種に登録されており、
生産が奨励されている。
生産性・永続性・栄養価等の観点から、
代替となる牧草種はない。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等の緑化）の観点から非常に優れて
いることから、利用されている。

国立公園や、特有の希少種等が生育し
ている自然草原の周辺では可能な限り
利用を控えるか、このような場所で利用
する場合には、種子の逸出を防止する
配慮が必要である。牧草利用する際に
は、牧草地外への種子の逸出を防止す
るために、結実前に収穫し、周縁部の草
刈りを適切に行うとともに、利用しない種
子については放置せずに適切に処分す
る。その他の非意図的な外来種の混入
を防ぐ観点から、種子証明のある種子
の利用が望ましい。法面緑化に利用す
る場合には、樹木の植栽・導入と併用す
ることで植生遷移を促し、外来種の衰退
を早めることができる。

北海道の複数の国立公園に侵入し、在
来種との競合が発生している、もしくは
競合が懸念される状況にある。
（独）家畜改良センターの業務（飼料作
物の増殖に必要な種苗の生産・配布
家畜改良センター法§11①三）として、
増殖を行っている。
ミヤマアワガエリとの交配可能。
逸出／管理下にないものは防除の対象
となる。

①要注意、③村中：B、④ＦＡＯ：
9、⑤対策：H20:<4、⑥専門家：
草原38、⑦各県：北海道・青森・
福島・茨城・群馬・埼玉・千葉・
東京・長野・岐阜・静岡・愛知・
滋賀・京都・奈良・和歌山・鳥
取・香川・高知・福岡・長崎・宮
崎・鹿児島、⑧河川：24,39,34、
⑨三省：国道

世雑Ⅲ、農林水産省・
林野庁H25年度意見照
会、五十嵐ほか2001

津田智, 冨士田 裕子, 安島 美穂, 西坂 公仁子,
辻井 達一：小清水原生花園における海岸草原植
生復元のとりくみ(<特集>草地学と保全2.草原生
物多様性の保全の現場)
https://www.jstage.jst.go.jp/article/grass/48/3/
48_KJ00001917671/_article/-char/ja/【URL取得
日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

223
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科 モウソウチクなどの竹類
Phyllostachys edulis、
Phyllostachys  spp.

二次林、自然林。 Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ × ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ －

モウソウチクは中
国原産。ハチクは
中国原もしくは日
本原産と考えられ
る。ホテイチクは
中国原産。

モウソウチクは江
戸時代に渡来。
北海道南部～九
州で栽培、逸出。
ハチクは北海道
中部以南～沖縄
で栽培。ホテイチ
クは沖縄県各島
で栽培、逸出。

約20m
（ホテイ
チクは
12mほ
ど）、大
型のタ
ケ類

植林地、里山の二次林や自然林にも侵
入、拡大し、林床の環境も変えてしまう。

筍としての食用、竹材、物を包むのに皮
が利用される。ホテイチクはその他に
オーナメントや庭木としても利用される。

既にある竹林については、放棄すること
なく適切に利用、管理されることが望まし
い。適切な管理が持続できない場所へ
は、新たに持ち込まない。

竹林の管理放棄によって生育が抑制さ
れなくなり、全国的に群落が拡大してい
る。
広島県では、竹類のうちハチクが特に二
次林等に侵入、拡大し、環境を改変する
ことで問題になっている。

③村中：B、④ＦＡＯ：７、⑤対策：
H23:1、⑥専門家：雑木47、⑦各
県：福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・兵庫・奈良・鳥取・香
川・高知・長崎・大分・宮崎・鹿
児島、沖縄

便覧、樹の花５、Flora
of China

林野庁：林野庁における竹林整備及び竹材利用
に係る対策
https://www.rinya.maff.go.jp/j/tokuyou/take-
riyou/index.html【URL取得日：2026年3月13日】

森林総合研究所：広がる竹林をどうしよう？という
時に、放置竹林の把握と効率的な駆除技術
https://www.ffpri.affrc.go.jp/fsm/research/pubs/
documents/leftbambooforest.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

224
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科
ナガハグサ（ケンタッ
キーブルーグラス）

Poa pratensis ssp.
pratensis

日当たりの良い山
野（低地～高山）、
河川敷、海浜。

Ⅳ ◎ － － ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ －

ヨーロッパ～アジ
ア原産。北半球
の温帯～亜寒帯
に広く外来分布。

牧草として明治
初年に渡来。北
海道～南西諸島
に分布。

0.8m、多
年草

日当たりの良い山野。湿地を好むが、比
較的乾燥した土地にも適応し、耐寒性は
強く、踏みつけに強いが、夏の暑さに弱
い。

牧草や緑化植物として利用される。地下
茎を伸ばして繁殖するので、土砂流出防
止のため裸地や斜面に植えられる。

自然性の高い場所で利用する場合に
は、種子の逸出を防止する配慮が必要
である。
牧草利用する際には、牧草地外への種
子の逸出を防止するために、周縁部の
草刈りを適切に行うとともに、利用しない
種子については放置せずに適切に処分
する。その他の非意図的な外来種の混
入を防ぐ観点から、種子証明のある種
子の利用が望ましい。
法面緑化に利用する場合には、樹木の
植栽・導入と併用することで植生遷移を
促し、外来種の衰退を早めることができ
る。

海外で侵略的な外来種とされる。
深い山中のものは自生品との説もある。
全国で路傍から高山帯までの幅広いハ
ビタットに侵入しており、利用には配慮が
必要と考えられる。

③村中：B、④ＦＡＯ：８、⑦各県：
北海道・青森・福島・茨城・埼
玉・千葉・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・鳥取・福岡・鹿児
島、⑧河川：38,65,81、⑨三省：
農・国都・国道、⑩海外：ISSG、
⑫検討委員

野生植物2、イネ、雑
管、粗飼料、花粉、便
覧、有用、緑化2023

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

17
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225
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

イネ科

ナギナタガヤ類（ナギナ
タガヤ（ネズミノシッポ）、
オオナギナタガヤ、イヌ
ナギナタガヤ）

Vulpia myuros、Vulpia
myuros var. megalura、
Vulpia bromoides

海岸砂地、草原、
河川敷。

Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － ○ ◎ －

ヨーロッパ～西ア
ジア原産。アフリ
カ、アジア、オー
ストラリア、南北
米、大西洋諸島、
太平洋諸島等の
温帯～暖帯に外
来分布。

明治初年に入り、
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

0.6m、一
年草

畑地、牧草地、庭、路傍、荒地等。日当
たりの良い砂質土壌を好む。海辺の砂
地、乾いた草地に多い。

密な群落を作って他の雑草を抑えるた
め、近年は果樹園や道端の雑草防除法
の一つとして、改良品種を含むナギナタ
ガヤが、流通、販売され、栽培されてい
る。

果樹園等で利用する際には、利用しな
い種子を放置せずに適切に処分する。

海外で侵略的な外来種とされる。
これまでナギナタガヤはそれほど大きな
問題にはなっていないが、大量に種子
が撒かれることにより、周辺への影響が
心配される。温帯域の畑地、牧草地の
雑草となっている。

③村中：B、⑦各県：北海道・青
森・福島・茨城・群馬・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静岡・愛
知・滋賀・京都・奈良・和歌山・
鳥取・香川・高知・福岡・長崎・
大分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
52,91,98

世雑Ⅲ、便覧、写真図
鑑、IPSW

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

226
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

マメ科
ハリエンジュ（ニセアカシ
ア）

Robinia pseudoacacia 河原、海岸林、リン
ゴ園の周辺。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ －

北米合原産。ヨー
ロッパ、アフリカ、
アジア、オースト
ラリア、南米に外
来分布。

明治８年に渡来。
北海道、本州、四
国、九州、南西諸
島に分布。

25m、落
葉高
木、刺
がある

市街地や海岸から低山地までの荒地、
土手、野原等に生育し、しばしば群生す
る。

庭木、街路樹、砂防林、海岸林、肥料
木、薪炭材等に利用される。
アカシア蜂蜜として単花蜜で高品質な蜂
蜜が生産されるため、養蜂業においては
最重要蜜源植物のひとつ。
アカシア蜂蜜は国産蜂蜜では最も高額
で取引されている。特に長野県、秋田県
等のアカシア蜂蜜主産県では、開花状
況によって年度変動はあるものの、８割
から９割がアカシア蜂蜜であり、代替と
なる種は現在のところ存在しない。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある地域では利用を避け
ることが望ましい。
リンゴ炭そ病は高温多湿の梅雨時に、ニ
セアカシアの花弁が果実に付着すること
で伝播するとの報告があるため、リンゴ
園周辺では、一定の距離を置く等の管
理が望ましい。
海岸林については、倒伏による危険や、
クロマツに悪影響を及ぼさない管理が必
要である。

河川等で絶滅危惧種を含む在来種と競
合し、河川管理上の障害になる等し、各
地で防除が行われている。
H24に改正された養蜂振興法第六条で
は、「蜜源植物を植栽、除去、又は伐採
しようとする者は、その目的に反しない
限りにおいて、蜜源植物の増大を旨とし
てこれを行わなければならない。」とさ
れ、国・地方公共団体に蜜源植物の保
護・増殖に対する必要な施策を講ずるこ
とが求められている。

①要注意、②W100：日本、③村
中：A,④FAO：10、⑤対策：
H20:<4、H23:4、⑥専門家：河原
50、⑦各県：北海道・青森・福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・神奈川・長野・岐阜・静岡・
愛知・滋賀・京都・兵庫・奈良・
和歌山・鳥取・島根・香川・愛
媛・高知・福岡・佐賀・長崎・大
分・宮崎・鹿児島、⑧河川：
56,89,97、⑨三省：国道、⑩海
外：ISSG

便覧、帰化植物、雑
管、牧草、農林水産省
H25年度意見照会

丹野幸太・前田諭：伐採・抜根によるハリエンジュ
駆除効果と今後の課題
https://www.rfc.or.jp/rp/files/18-16.pdf【URL取
得日：2026年3月13日】

国土交通省：河川における外来植物対策の手引
き（3章対策を優先すべき主な外来植物10種の生
態的特徴と対策手法　ハリエンジュの生態的特
徴と対策手法）
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/ka
nkyo/gairai/tebiki.html【URL取得日：2026年3月
13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

227
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

マメ科

シロツメクサ（ホワイトク
ローバー、シロクロー
バー）

Trifolium repens 高山・亜高山帯の
草原。

Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － ○ ◎ －

ユーラシア原産。
ヨーロッパ、北ア
フリカ、アジア、オ
セアニア、南北米
等、亜寒帯～温
帯、一部の熱帯
に外来分布。

日本には江戸時
代初期に入り、後
に輸入されたも
のが広がった。北
海道～南西諸島
に分布。

匍匐茎
の長さ
1m、多
年草

畑地、牧草地、路傍、荒地等に生育し、
高地までみられる。耐寒性が強く、土壌
の種類を選ばない。

飼料用（放牧・採草兼用）や緑化用等と
して広く利用され、多くの種苗会社から
種子が販売されており、公的機関及び
民間種苗会社での品種開発も行われて
いる。
マメ科牧草は、窒素固定をするため施肥
量の削減や栄養価の向上の観点から非
常に優れており、世界的に利用されてい
る。特に、シロツメクサは、暑さに比較的
強く、栄養価と永続性が高い種であり、
国内で利用可能な代替種はない。
多くの県の奨励品種に登録されており、
生産が奨励されている。
緑化植物として広く利用されており、国
内で開発された品種もあるようだが、現
状は海外で生産されたものを使用してい
る実態。
緑化植物として早期緑化（崩壊地や法
面等）の観点から非常に優れており、広
く利用されている。代替種の特定は困
難。

牧草利用する際には、牧草地外への種
子の逸出を防止するために、結実前に
刈り取り、周縁部の草刈りを適切に行う
とともに、利用しない種子については放
置せずに適切に処分する。
その他の非意図的な外来種の混入を防
ぐ観点から、種子証明のある種子の利
用が望ましい。

海外で侵略的な外来種とされる。
（独）家畜改良センターの業務（飼料作
物の増殖に必要な種苗の生産・配布
家畜改良センター法§10①三）として、
増殖を行っている。
北海道のブルーリストでＡ２（本道の生
態系等へ大きな影響を及ぼしており、防
除対策の必要性について検討する外来
種）に分類されている。
白山国立公園や、中部山岳国立公園の
立山黒部アルペンルート等で駆除の対
象となっている。
種子と匍匐茎により繁殖する。種子は
風、雨、動物、人間に分散される。家畜
が食べても種子は生存している。畑地、
休耕田、果樹園、芝生の雑草とされる。
オーストラリアでは、ダニの宿主となって
在来植物に大きな損害を与えた。
逸出／管理下にないものは防除の対象
となる。

③村中：B、④FAO:７、⑤対策：
H20:6、⑥専門家：草原47、⑦各
県：北海道・青森・福島・茨城・
埼玉・千葉・神奈川・愛知・滋
賀・京都・奈良・和歌山・鳥取・
福岡・鹿児島、⑧河川：
78,118,121、⑨三省：環・農・林・
国都・国道、⑩海外：ISSG、⑫
地方環境事務所、地方公共団
体、検討委員

世雑Ⅱ、便覧、雑管、
農林水産省・林野庁
H25年度意見照会、ＩＰ
ＳＷ

石川県：白山の外来植物
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/hakusan/publish/
sizen/documents/sizen33.pdf【URL取得日：2026
年3月13日】

環境省：高山植物を守るために
https://www.env.go.jp/park/hakusan/data/data/
20130402ab.pdf【URL取得日：2026年3月13日】

植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

228
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

マメ科

外来クサフジ類（ビロード
クサフジ（ヘアリーベッ
チ、シラゲクサフジ）、ナ
ヨクサフジ（スムーズベッ
チ））

Vicia villosa ssp. vaillosa 、
Vicia villosa ssp. varia

河川敷や山地草
原。

Ⅱ,Ⅳ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － （○） ◎ －

ビロードクサフジ
はヨーロッパ～西
アジア原産。アフ
リカ、オーストラリ
ア、南北米に外来
分布。ナヨクサフ
ジはヨーロッパ原
産。西アジアに外
来分布。

1940年代に野生
化が確認、北海
道、本州、四国、
九州、南西諸島
に分布。

1.5m、つ
る性の
一年草

道端、畑地、牧草地、樹園地、荒地、河
川敷、草地等。山地までみられ、熱帯で
は高地にみられる。

ヘアリーベッチの名で、飼料や緑肥とし
て栽培される。

河川に侵入して種子が拡散される場所
へは、持ち込まない。

河原で繁茂することから、カワラヨモギ、
メドハギ等の河畔植物と競合し、駆逐す
るおそれがある。群馬県では、県の絶滅
危惧IA類のレンリソウ自生地に繁茂して
いる。
ビロードクサフジは1941年に野生化が確
認、北海道、本州、四国、九州、南西諸
島に分布。ナヨクサフジは1943年に野生
化が確認、本州、四国、九州、南西諸島
に分布。
特定の系統の牛では中毒例がある。在
来のクサフジ等、良く似た種類が多い。
種子は風、雨、動物により分散。アレロ
パシー作用がある。

④FAO：６、⑥専門家：河原32、
⑦各県：北海道・福島・茨城・群
馬・埼玉・千葉・東京・長野・岐
阜・静岡・愛知・滋賀・京都・奈
良・和歌山・徳島・香川・高知・
福岡・長崎・宮崎・鹿児島、⑧河
川：9,16,27
4,4,2

世雑Ⅱ、便覧、帰化植
物、牧草、群馬県環境
森林部自然環境課
2012、GCW

峯野美心, 永山真衣, 山本浩大：身近な場所で広
がるナヨクサフジ -川沿い以外のポリネーター特
定と刈取時期の検討-
https://www.esj.ne.jp/meeting/abst/68/PH-
24.html【URL取得日：2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

229
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

バラ科 ビワ（ヒワ） Eriobotrya japonica 石灰岩質の岩崖
地。

Ⅳ ◎ × － ◎ ○ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

中国四川省、湖
北省原産。北米、
太平洋諸島、レユ
ニオン島に外来
分布。

奈良時代から記
録があり、本州、
四国、九州に分
布。

10m、常
緑高木

日本では、暖地の石灰岩地で野生化し
ている。海外では、農耕地、自然林、植
林地、河岸、荒地、かく乱地に生育す
る。

様々な品種が食用に栽培される。薬用
にも利用される。

固有の植物群落が生育する地域には、
持ち込まない。

太平洋諸島やレユニオンでは侵略的な
外来種となっている。

⑥専門家：岩場13、⑦各県：福
島・群馬・埼玉・千葉・東京・岐
阜・静岡・愛知・奈良・和歌山・
香川・長崎・大分・宮崎、⑩海
外：ISSG

便覧、木本Ⅰ － －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

230

定着初期／限
定分布（小笠
原・南西諸島で
特に注意）

産業管理
外来種

パパイヤ科
パパイヤ（パパイア、パ
パヤ、モッカ、チチウリ）

Carica papaya 小笠原・南西諸島
の森林や林縁。

Ⅱ ◎ × － ◎ ○ ○ ○ ◎ － － ◎ －

熱帯アメリカ原
産。世界の亜熱
帯、熱帯に広く外
来分布。

小笠原諸島には
1830年に持ち込
まれた。南西諸
島への渡来年は
不明。本州（千葉
県）、屋久島、南
西諸島、小笠原
諸島に分布。

8m、草
本状常
緑小高
木

南西諸島では、鳥やオオコモウリも果実
をよく食べ、集落周辺の林縁によく野生
化している。

南西諸島では古くから民家の庭先等で
栽培され、未熟果は野菜、完熟果は果
物として利用される。

生物多様性の保全上重要な地域に侵入
するおそれのある場所には、持ち込まな
い。

小笠原国立公園特別保護地区の母島
の石門地域の湿性高木林のギャップに
先駆種として侵入し、在来植物と競合し
ている。屋久島、奄美大島では栽培逸
出し、在来種と競合している。
雌雄異株、雌雄同株の品種もある。
駆除の際には、最低限地際での切断が
必要で、薬剤を使用すれば確実に駆除
できる。

⑦各県：鹿児島、⑪その他：環
境省関東、⑫農水省

写真図鑑、便覧、琉球
樹木、小笠原、鹿児島
県外来種リスト2025

一般社団法人日本森林技術協会：小笠原諸島に
おける植生回復事例集（パパイヤ優占群落での
森林修復：母島石門）
https://www.jafta.or.jp/contents/_files/jigyo_con
sulting/R4_oga_research_report.pdf【URL取得日：
2026年3月13日】

－
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。

231
分布拡大期～ま
ん延期

産業管理
外来種

マタタビ科
キウイフルーツ（シナサ
ルナシ）

Actinidia chinensis  var.
deliciosa

森林。 Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ －
中国原産。ヨー
ロッパ、北米に外
来分布。

北海道、本州、四
国の一部に分
布。

8m、つ
る性の
落葉木
本

幼木時代には寒害を受けやすいが、樹
齢が進めば休眠中の耐寒性は相当に強
くなる。遅霜、風害には弱い。土壌条件
は乾燥、過湿にも弱い。カンキツ類の栽
培適地にほぼ一致する。

日本にはニュージーランドで改良された
品種が渡来した。
1969年に実生苗と導入苗から初結実を
みて、近年栽培面積が増加している。
様々な品種がある。

河川や雑木林に侵入するおそれのある
場所で栽培を放棄する場合には、つる
が周囲に伸びたり、種子が運ばれること
のないよう、適切な処置が望まれる。

河川で増加傾向にあり、鳥により種子が
散布されること等から、雑木林への影響
が危惧されている。
また、耕作放棄地等からつるが伸びだし
て周囲の植生を圧迫する可能性があ
る。種子をつけ始めると急速に分布拡大
の危険性がある。雌雄異株なので、結
実には両性の株が必要。

⑥専門家：雑木7、⑦各県：福
島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東
京・長野・岐阜・愛知・滋賀・京
都・奈良・和歌山・香川・愛媛・
高知・福岡・長崎・大分・沖縄、
⑧河川：0,5,10

便覧、木本Ⅰ、有用、
JF、Ylist、園芸事典、
POWO

－ －
植物防疫法では輸入時に
検疫を行うことが定められ
ている。
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我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト　改定案　＜植物＞

【国内由来の外来種・国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種】

※特段の防除取り組みが要請される区域：防除推進外来種にカテゴリ分けされた植物について、特に防除取り組みを推進すべき区域を整理

　　生物多様性保全上重要な地域：国立公園や世界自然遺産地域等の原生的自然や固有種・絶滅危惧種の生息・生育する地域等 2026/3/27時点

　　公共緑地：都市公園など

生物 導入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1

国内に自然分
布域をもつ国
外由来の外来
種

侵入予防
外来種

イワヅタ科

変異種のイチイヅタ（キ
ラー海藻、フェザー・カウ
レルパ）

Caulerpa taxifolia 海域。 Ⅳ ○ ○ (◎) － ○ ◎ (◎) ◎ ○ ○ － (◎) － －

イチイヅタは南西
諸島に分布して
いるが、世界的に
問題となっている
のは地中海の変
異種で、変異種
の日本での定着
は確認されてい
ない。

2.8m、
海藻

熱帯～亜熱帯海域に分布するものは
20℃以下では生存できないが、地中海
に生育する変異種は10℃以下でも死滅
しない。
野生種は砂泥～砂礫に生育するが、変
異種は岩礁、砂礫、泥や他の植物の上
等、海底基質を選ばずに生育できる。

見栄えがよく水質をよくするという理由
で、熱帯魚店で販売され、水族館でも展
示された事例がある。

日本で利用されている可能性がある。
栽培に用いた水を含め、自然海域に持
ち込まない。

緑藻植物門。
海外で侵略的な外来種とされる。変異
種が能登島で確認されたことがあるが、
冬の低温で枯死した。
野生種は有性生殖を行うが、変異種は
匍匐枝や葉状部断片による無性生殖の
みが確認されている。
海外の事例では、本種が繁茂すること
により、食用ウニ等の水産物の減少
や、魚介類の餌料となる小動物の減少
による魚介類等の卵の発生率が低下し
た。また、軟体動物・端脚類・多毛類等
のベントス類の生育がかく乱され、集団
数や個体数が減少した事例がある。

②Ｗ100：ＩＵＣＮ・日本、⑦
各県：京都・佐賀・長崎・沖
縄、⑩海外：ISSG、⑪その
他：検討委員

H16第１回G会合植物
資料、海洋産業研究会
2003、小松2002

内村真之:地中海のイチイヅタ
http://sourui.org/publications/sorui/list/Sourui_
PDF/Sourui-47-03-187.pdf【URL取得日：2025
年6月11日】

－

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

2
国内由来の外
来種

生物多
様性保
全上重
要な地
域（小笠
原諸島）

防除推進
外来種

①②③ マツ科

小笠原諸島などのリュウ
キュウマツ（リュウキュウ
アカマツ、オキナワマツ）

Pinus luchuensis 小笠原諸島の
草原、森林。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ －
南西諸島（トカラ
列島以南）。

25m、常
緑高木

暖地の森林。
鑑賞用に植栽される樹木。庭木、防風・
防潮樹に利用される。市販品が流通し
ている。

温暖な地域では分布拡大の可能性が
高いので、小笠原諸島等の自然分布域
でない場所では可能な限り利用を控え
るか、種子の逸出を防止する配慮が必
要である。

母島・父島の松枯れの原因のマツノマ
ダラカミキリがグリーンアノールに食害
されて、再繁茂。落葉層による他種の発
芽抑制。
乾性低木林、ムニンヒメツバキ林、水域
生態系、オガサワラカワラヒワや固有昆
虫類の重要生息地を圧迫している。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:<4、⑥専門
家：海洋島25、⑦各県：東
京・長崎

木本Ⅰ、樹木、JF、関
東地方環境事務所ほ
か2014

東京都小笠原支庁:東京都の取組-外来種対策-
外来植物駆除
https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07ogasawa
ra/nature/heritage/grapple_introducedspecies
【URL取得日：2025年6月11日】

一般社団法人日本森林技術協会：小笠原諸島
における外来植物の駆除手引き（リュウキュウマ
ツ）
https://www.jafta.or.jp/contents/_files/jigyo_co
nsulting/R4_oga_invasive_remove.pdf【URL取得
日：2025年6月11日】

3
国内由来の外
来種

生物多
様性保
全上重
要な地
域

防除推進
外来種

①②③ ケシ科
白山などの高山帯のコマ
クサ

Dicentra peregrina

白山、北海道の
樽前山・羊蹄
山・前天塩岳、
日光白根山。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － － ◎ －

北海道・本州中
北部、千島・カム
チャッカ・樺太・シ
ベリア東部。

0.1m、
多年草

高山の砂礫地に点々と生育する。 園芸植物。市販品が流通している。

高山帯や砂礫地のうち自然分布しない
地域には持ち込まないか、利用する場
合には結実前に花序を除去する。
自然分布域であっても、産地が異なるも
のや不明なものは、遺伝的かく乱を引き
起こすので持ち込まない。
国立・国定公園の特別保護地区では、
自然公園法により植物の植栽が禁止さ
れている。

白山や羊蹄山には本来分布しないが、
人為的に持ち込まれたものが生育範囲
を広げており、生態系への影響が懸念
されることから、防除が行われている。
複数の自然公園では自然公園法の指
定植物となっており、採集が規制されて
いる。
自然分布域外のうち拡大が懸念される
高山帯や、種内交雑が懸念される地域
等、生物多様性保全上重要な地域に侵
入した場合に防除の対象となる。

⑥専門家：高山22、⑦各
県：福島・群馬・長野・長
崎、⑪その他：白山で駆除

草本Ⅱ、JF

環境省北海道地方環境事務所：アクティブ・レン
ジャー日記　羊蹄山でコマクサの除去を行いまし
た
https://hokkaido.env.go.jp/blog/page_00252.html
【URL取得日：2025年6月11日】

長野県：長野県版外来種対策ハンドブック　対策
に取り組みたい外来種㉙高山帯の移入コマクサ
https://www.pref.nagano.lg.jp/shizenhogo/kuras
hi/shizen/hogo/gairai/documents/29_komakusa
.pdf【URL取得日：2025年6月11日】

4
国内由来の外
来種

生物多
様性保
全上重
要な地
域（小笠
原諸島）

防除推進
外来種

①②③ クワ科
小笠原諸島などのガジュ
マル

Ficus microcarpa 小笠原諸島。 Ⅱ,Ⅳ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

屋久島以南、南
西諸島、台湾、中
国大陸南部、東
南アジア、インド、
ニューギニア、
オーストラリア。

20m、常
緑高木

海岸付近。
南西諸島では防風、防潮用の他、木陰
樹としても植えられる。市販品が流通し
ており、観葉植物としても利用される。

温暖な地域では分布拡大の可能性が
高いので、可能な限り利用を控えるか、
種子の逸出を防止する配慮が必要であ
る。

果実は食べられる。
生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑥専門家：海洋島6、⑦各
県：東京・長崎、⑩海外：
ISSG

木本Ⅰ、JF、観葉

東京都小笠原支庁:東京都の取組-外来種対策-
外来植物駆除
https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07ogasawa
ra/nature/heritage/grapple_introducedspecies
【URL取得日：2025年6月11日】

一般社団法人日本森林技術協会：小笠原諸島
における外来植物の駆除手引き（ガジュマル）
https://www.jafta.or.jp/contents/_files/jigyo_co
nsulting/R4_oga_invasive_remove.pdf【URL取得
日：2025年6月11日】

5
国内由来の外
来種

生物多
様性保
全上重
要な地
域（小笠
原諸島）

防除推進
外来種

①②③ クワ科
小笠原諸島などのシマグ
ワ

Morus australis
小笠原諸島の
オガサワラグワ
の生育地。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －
九州南部、南西
諸島から中国大
陸、インド東部。

10m、落
葉高木

低山地の林内。

養蚕用に栽培される。市販品が流通し
ている。
早期緑化（崩壊地や法面等の緑化）の
観点から非常に優れており、緑化植物
として利用されている。

在来クワ属の生育場所の周辺では、可
能な限り利用を控えるか、花粉の散布
を防止する配慮が必要である。
特に生物多様性の保全上重要な地域
に侵入するおそれのある場所には、持
ち込まない。

鑑賞用に植栽される樹木。海外で侵略
的な外来種とされている。
小笠原では固有種のオガサワラグワと
の交雑が問題となっていること等から、
駆除が行われている。

⑥専門家：海洋島24・交雑
24、⑦各県：東京・長崎

木本Ⅰ、有用、園芸事
典、樹木、JF

森満輝：弟島におけるオガサワラグワ保全の取
組
https://www.rinya.maff.go.jp/kanto/gizyutu/kou
ryuuhappyoukai/attach/pdf/20230331-169.pdf
【URL取得日：2025年6月11日】

一般社団法人日本森林技術協会：小笠原諸島
における外来植物の駆除手引き（シマグワ）
https://www.jafta.or.jp/contents/_files/jigyo_co
nsulting/R4_oga_invasive_remove.pdf【URL取得
日：2025年6月11日】

6
国内由来の外
来種

生物多
様性保
全上重
要な地
域

防除推進
外来種

①②③
トウダイグ
サ科

屋久島などのアブラギリ
（ドクエ）

Vernicia cordata 屋久島。 Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎ －

本州（中部地方
以西）、四国、中
国、九州、朝鮮半
島、中国、台湾。

15m、落
葉高木

山地。栽培される。強健で生長は比較
的早く、湿潤な土壌、日当たりを好む。
剪定、移植に耐える。

種子からとる桐油は有毒だが、乾性油
としてすぐれ、印刷用インクやペンキ、
油紙等に利用。昔は和傘に塗った。樹
皮のタンニンは染色や皮なめしに利用。
材は下駄や器具に利用。

強健で生長は比較的早く、シカの食害
を受けないことから急激に増加し、在来
種との競合、駆逐が危惧される。生物
多様性の保全上重要な地域へは、持ち
込まない。

中国の広東省と福建省が原産で日本に
は約300年前に渡来したとされたが、中
国には自生しないことから、現在は日本
が原産と考えられている。種子が原因
の食中毒の事例がある。増殖は実生に
よる。
屋久島では駆除が実施されている。生
物多様性保全上重要な地域に侵入した
場合に防除の対象となる。

⑦各県：千葉・愛知・滋賀・
長崎・宮崎・鹿児島、⑪そ
の他：日本生態学会

便覧、千葉県史料研究
財団2003、Ylist、目
録、樹の花４、木本Ⅰ、
有用、園芸事典

屋久島世界遺産センター：平成28年度第2回屋
久島世界遺産地域科学委員会【資料6】外来種
（アブラギリ）駆除の実施について
https://www.env.go.jp/park/yakushima/ywhcc/
kaigi/kagaku15.html【URL取得日：2025年6月11
日】

－

7
国内由来の外
来種

生物多
様性保
全上重
要な地
域（小笠
原・奄美
群島）

防除推進
外来種

①②③
コミカンソウ
科

小笠原諸島・奄美群島な
どのアカギ

Bischofia javanica
小笠原諸島や
奄美群島。

Ⅱ,Ⅳ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ◎ －
沖縄諸島、八重
山列島。

25m、半
常緑性
高木

森林に広くみられるが、野生かどうか不
明な所も多い。

鑑賞用に植栽される樹木。庭木、街路・
防風樹。市販品が流通している。

温暖な地域では分布拡大の可能性が
高いので、可能な限り利用を控えるか、
種子の逸出を防止する配慮が必要であ
る。

首里金城の大アカギは文化財保護法で
天然記念物に指定。小笠原では駆除が
行われている。生物多様性保全上重要
な地域に侵入した場合に防除の対象と
なる。

②Ｗ100：日本、③村中：A、
⑤対策：H20:<4、⑥専門
家：海洋島34、⑦各県：長
崎・鹿児島

木本Ⅰ、樹木、JF

小笠原世界遺産センター：小笠原の森、本来の
すがたを取り戻すために　外来植物「アカギ」の
駆除事業
https://ogasawara-
info.jp/pdf/panphlet/panphlet_kankyou8.pdf
【URL取得日：2025年6月11日】

独立行政法人森林総合研究所：小笠原の森を
救え！-外来樹種アカギ駆除マニュアル-
https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/do
cuments/2nd-chukiseika11.pdf【URL取得日：
2025年6月11日】

8

国内に自然分
布域をもつ国
外由来の外来
種

全国
防除推進
外来種

①③④ ヒルガオ科 外来ノアサガオ
Ipomoea indica　 （Pharbitis
indica ）

海岸、林縁、農
地、河川。

Ⅳ ◎ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ － （◎） ○ ◎

伊豆七島、小笠
原諸島、紀伊半
島以南から四
国、九州、南西諸
島、東南アジア～
オーストラリア。
外来系統の園芸
品種が各地で逸
出。

10m以
上、つる
性の多
年草

海岸、人里近くの道端、林縁、畑地、樹
園地、牧草地、荒地等。

ノアサガオの外来系統の園芸品種（イリ
オモテアサガオ、オーシャンブルー
'Ocesn Blue'、宿根アサガオ、クリスタル
ブルー、琉球アサガオ等と呼ばれる）が
盛んに栽培され、逸出している。
種間雑種を含む様々な園芸品種が流
通し、利用されている。ノアサガオの外
来系統は垂直面緑化（グリーンカーテ
ン）の有望種とされる。

つる植物なので他の植物を覆い尽くし
て生長し、種子で繁殖するもの、栄養繁
殖するもの、強健で耐寒性があるもの
等を含む。在来種を駆逐する等、生態
系に影響を及ぼすとされるため、生物
多様性の保全上重要な地域に侵入させ
ることのないよう、管理の放棄や苗の投
棄を行わない配慮が必要である。

アサガオ属Pharbitis は、サツマイモ属
Ipomoea に含める文献が多い。
オオバアメリカアサガオはノアサガオの
外来系統として区別する見解がある。
海外では畑地雑草となっている。
ノアサガオの栄養繁殖系栽培品種はい
ずれも自家不和合性で種子はできない
が、葉柄近くから発根して根付く。
保全上重要な地域に侵入した場合に防
除の対象となる。

⑦各県：栃木・群馬・東京・
長野・静岡・香川・愛媛・高
知・長崎・大分・宮崎・沖縄

世雑Ⅰ、便覧、写真図
鑑、園芸事典、帰化植
物、IPSW

－ －

9
国内由来の外
来種

生物多
様性保
全上重
要な地
域

防除推進
外来種

①②③ オオバコ科 高山帯のオオバコ Plantago asiatica
ハクサンオオバ
コが生育する白
山や立山。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ － ○ ◎

千島・樺太、北海
道～南西諸島、
ジャワ島に至る
ユーラシアの東
部。

0.5m、
多年草

日当たりの良い道端や荒地に普通。
市販品が流通している。葉に斑が入る
園芸品種が栽培される。

高山植物であるハクサンオオバコとの
交雑が確認され、遺伝的かく乱が危惧
されている。こうした問題は野生品の非
意図的な持ち込みによると思われる
が、栽培品についてもこうした問題を引
き起こさないよう、オオバコ属の希少種
の生育場所の周辺には持ち込まない。

生物多様性保全上重要な地域に侵入し
た場合に防除の対象となる。

⑤対策：H20:14、⑦各県：
福島・石川・長野・長崎

草本Ⅲ、雑管、花粉、
JF、園芸事典

石川県：白山の外来植物対策について
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/hakusan/gairaish
okubutu.html【URL取得日：2025年6月11日】

－

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

10
国内由来の外
来種

防除検討
外来種

ヤシ科
九州北部以北の森林内
などのシュロ類

Trachycarpus spp.
温暖な地域の
森林。

Ⅰ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － － ◎ －

シュロT. fortune i
は日本（南九
州）、中国。
トウジュロT.
wagnerianus は中
国原産の外来種
で、本州以南。

7m、常
緑高木

市街地を中心に野生状態のものがみら
れる。

市販品が流通している。

二次林にも自然林にも侵入するので、
特に温暖な地域では、可能な限り利用
を控えるか、種子の逸出を防止する配
慮が必要である。

東京等の市街地で野生状態で生育する
もののなかには、シュロとトウジュロの
雑種と推定される個体がある。
シュロとトウジュロの識別はやや困難。

⑥専門家：雑木38・極相
25、⑦各県：福島・埼玉・千
葉・東京・長野・岐阜・静
岡・愛知・滋賀・奈良・香
川・高知・長崎・大分、⑩海
外：ISSG

便覧、木本Ⅱ、JF

岩崎絢子・石井弘明：兵庫県, 西宮神社における
侵入種シュロの伐倒除去－社叢林の積極的植
生管理と費用対効果―
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jale2004/12
/1/12_1_35/_article/-char/ja/【URL取得日：
2025年6月11日】

－

11
国内由来の外
来種

防除検討
外来種

ミソハギ科
小笠原諸島のシマサルス
ベリ

Lagerstroemia subcostata
var. subcostata

小笠原諸島。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －
南西諸島、台湾、
中国。

10m、落
葉高木

小笠原諸島の湿性環境～やせ地。本州
でも良く育つ。

台湾から造林用に小笠原へ持ち込まれ
野生化している。温帯性木本として流通
し、利用される。造園、並木用樹種とし
て有望で、材質も建築、家具、薪炭に良
い。

小笠原諸島の湿性環境ややせ地に侵
入し、生態系への影響が懸念される。
小笠原諸島、特に生物多様性の保全上
重要な地域に影響を及ぼすおそれのあ
る場所には、持ち込まない。

準絶滅危惧種 。種子と挿し木で増殖さ
せる。
小笠原諸島では、湿性環境で大木にな
り在来種を被圧している。また、モクマ
オウ駆除後に本種が一斉に発芽・成長
した事例があり、薬注による駆除が行わ
れている。

⑫農水省
JF、野生植物3、園芸
事典

関東地方環境事務所・関東森林管理局・東京
都・小笠原村：世界自然遺産小笠原諸島生態系
保全アクションプラン【第2期】
https://ogasawara-
info.jp/pdf/isan/ActionPlan2_nihongo.pdf【URL
取得日：2025年6月11日】

－

12
国内由来の外
来種

防除検討
外来種

タデ科 山地のギシギシ Rumex japonicus

北海道、早池峰
山系、立山等、
希少種のギシギ
シ属の生育場
所。

Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
日本全国、朝鮮・
中国・千島・樺
太。

1m、多
年草

原野や道端の湿地に多い。
市販品が流通している。薬用や染色に
利用される。

ギシギシ属の植物は雑種を作りやすく、
希少種の遺伝的かく乱が懸念される。
北海道、早池峰山系、立山等、希少種
のギシギシ属の生育場所の周辺には持
ち込まないか、花粉の散布を防止する
よう配慮する。

本種は日本全土の山麓部や平野部に
生育する在来種であり、基本的には防
除の対象外である。絶滅危惧種のギシ
ギシ属の自生地に侵入した場合には防
除の対象となる。地下部は長さ1cmの
植物片であっても再生した事例がある。
絶滅危惧Ⅱ類のノダイオウとの交雑種
であるノギシギシR. japonicas  × R.
longifolius が確認されている。

⑤対策：H20:<、⑦各県：長
野・長崎

草本Ⅱ、雑管、花粉、
牧草、JF、園芸事典、
世雑Ⅱ、目録、鈴木ほ
か1984

福田誠実・上田允祥・高木啓輔：採草地における
ギシギシの総合防除
https://agriknowledge.affrc.go.jp/RN/20103412
26.pdf【URL取得日：2025年6月11日】

全国農村教育協会,病害虫・雑草の情報基地、
雑草ハンドブック，難防除雑草，ギシギシ類
http://www.boujo.net/handbook/newhandbook5
/ギシギシ類.html【URL取得日：2025年6月11日】

文献等 防除事例 防除マニュアル 他法令での位置付け形態 生育環境など 日本での利用状況 利用上の留意事項 備考 抽出根拠等和名（別名、流通名）分類群No. 定着段階

特段の
防除取り
組みが

要請され
る区域

カテゴリ 対策優先度の要件
特定外
来生物 学名

特に問題となる
地域や環境

選定理由

評価項目

自然分布逸出･拡散定着可能性 生態系被害 分布拡大・拡散
重要
地域

特に問題
となる被害

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす

選定理由

Ⅰ．生態系被害のうち交雑が確認されている、又はその可能性が高いもの。

Ⅱ．生物多様性の保全上重要な地域で問題になっている、又はその可能性が高いもの。

Ⅲ．人体に重篤な被害を引き起こす、又はその可能性が高いもの。。

Ⅳ．生態系被害のうち競合又は改変の影響が大きく、かつ分布拡大・拡散の可能性も高いもの。

Ⅴ．生態系被害のほか、人体や経済・産業へ幅広く被害を与えており、かつ分布拡大・拡散の可能性もあるもの。

リスト掲載種の並び順について
藻類、コケ植物、シダ植物、裸子植物、被子植物の順である。コケ植物の並びは岩月（2001）による。シダ植物はPPG I 
(2016) A community-derived classification for extant lycophytes and fernsによる。裸子植物は環境庁自然保護局(1994)
自然環境保全基礎調査植物目録修正版および朝日新聞社（1997）朝日百科，植物の世界．の植物分類表による。被子植
物は THE ANGIOSPERM PHYLOGENY GROUP（2016） An update of the Angiosperm Phylogeny Group classification for 
the orders and families of flowering plants: APG IVによる。

19



生物 導入 競合 交雑 改変 散布 繁殖 気候 永続 人体
経済
産業

利用
付着
混入

文献等 防除事例 防除マニュアル 他法令での位置付け形態 生育環境など 日本での利用状況 利用上の留意事項 備考 抽出根拠等和名（別名、流通名）分類群No. 定着段階

特段の
防除取り
組みが

要請され
る区域

カテゴリ 対策優先度の要件
特定外
来生物 学名

特に問題となる
地域や環境

選定理由

評価項目

自然分布逸出･拡散定着可能性 生態系被害 分布拡大・拡散
重要
地域

特に問題
となる被害

13
国内由来の外
来種

防除検討
外来種

キツネノマ
ゴ科

沖縄島以北のヒルギダマ
シ

Avicennia marina 沖縄島の干潟。 Ⅱ,Ⅳ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ －

南西諸島（宮古
島以南）、台湾、
海南島、東南アジ
ア、太平洋諸島、
オーストラリア、
東アフリカ。

3m、常
緑の小
高木

干潟。マングローブの重要な構成要素。 沖縄島で、親水護岸に植栽された。

干潟で分布が拡大しており、干潟生態
系への影響が懸念され、駆除も実施さ
れている。
生物多様性の保全上重要な地域に影
響を及ぼすおそれのある場所には、持
ち込まない。

干潟が呼吸根で覆われることで、トカゲ
ハゼの生息地が消失した事例がある。
定着してしまうと抜き取ることが困難に
なる。
沖縄島では植栽から分布を拡大し、干
潟で急激に分布拡大している。外来種
のウラジロヒルギダマシも生育する。

⑫地方環境事務所
野生植物5、新垣
2024、新垣ほか2013

新垣裕治：1回マングローブ外来種（ヒルギダマ
シ）のボランティア駆除作業を実施（11/12）
https://www.meio-
u.ac.jp/news/2024/01/010933/【URL取得日：
2025年6月11日】

東村教育委員会：「慶佐次湾のヒルギ林」とその
周辺における外来植物対策ハンドブック
https://www.vill.higashi.okinawa.jp/material/files
/group/10/gairaisyutaisakuhanndobukku.pdf
【URL取得日：2025年6月11日】

産業管理外来種（適切な管理が必要な産業上重要な外来種）

14

国内に自然分
布域をもつ国
外由来の外来
種

産業管理
外来種

イネ科
外来クサヨシ（リードカナ
リーグラス）

Phalaris arundinacea 河川、湿地。 Ⅰ,Ⅳ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ○ － － ○ ◎ －

北海道～九州、
北半球の冷温
帯。北海道では
明治年間の導入
種が野生化した
とされる。東日本
各地で導入した
外来牧草系統と
考えられる集団を
確認。

1.8m、
多年草

牧草地、水辺、水路、林縁、湿地。日当
たりの良い、湿地～浅水の所、肥沃地
に多く、土壌の種類を選ばない。寒冷湿
潤な気候を好むが、耐暑性、耐乾性も
強い。

牧草として利用される。草花類として流
通し、利用される。アメリカで育成された
品種がある。
本種は東北、関東圏を中心に需要があ
る。非常に耐湿性が高く、雨や地下水
の影響で土地の水はけが悪い水田跡
地や、省力的な管理が求められる条件
不利な中山間地に適した牧草として利
用されており、畜産業として代替可能な
種はない。

湿地に逸出した外来クサヨシは他の植
物を排除し、種の多様性を低下させる。
牧草利用する際には、牧草地外への種
子の逸出を防止するために、結実前に
刈り取り、周縁部の草刈りを適切に行う
とともに、利用しない種子については放
置せずに適切に処分する。その他の非
意図的な外来種の混入を防ぐ観点か
ら、種子証明のある種子の利用が望ま
しい。
生物多様性の保全上重要な地域に影
響を及ぼすおそれのある場所には、持
ち込まない。

種子と根茎で繁殖する。種子形成量は
多く、水で遠方まで伝播し、休眠性を持
つ。牧草地や水路の雑草として制御さ
れる。逸出／管理下にないものは防除
の対象となる。
除草、野焼き、薬剤散布、放牧等の抑
制手法があるが、効果を維持するため
には長期間の継続が必要である。
在来系統と外来系統で遺伝的に異な
り、両種が交雑し、遺伝的かく乱が起こ
りうる。

⑦各県：北海道、⑫検討委
員

野生植物2、便覧、各
県：北海道、JF、ISSG、
世雑Ⅲ、粗飼料、有
用、農林水産省回答
（第2回植物WG）、上
山・久保田2009、櫻井
ほか2022

櫻井善文・矢部和夫・片桐浩司・椎野亜紀夫：日
本の寒冷地小河川におけるクサヨシ除去による
沈水植物復元の検証
https://j-wetlands.jp/wp-
content/uploads/2022/06/WR21004%EF%BC%8
8%E6%97%A9%E6%9C%9F%E5%85%AC%E9%96%8B
%E7%94%A8%EF%BC%89.pdf【URL取得日：2025年
6月11日】

－
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＜種の抽出に利用した既存の文献等＞

下記の文献等より全体で数百種類程度となるよう抽出を行った。

①特定外来生物と要注意外来生物

②IUCNのワースト100　http://www.issg.org/database/species/search.asp?st=100ss&fr=1&str=&lang=EN

及び日本の侵略的外来種ワースト100：日本生態学会（2002）外来種ハンドブック．地人書館．

③村中孝司・石井潤・宮脇成生・鷲谷いづみ(2005)特定外来生物に指定すべき外来植物種とその優先度に関する保全生態学的視点からの検討．保全生態学研究10：19-33．

④ＦＡＯ方式による雑草性リスク評価結果：

外来生物のリスク評価と蔓延防止策(文部科学省科学技術振興調整費・重要課題解決型プロジェクト)による雑草性リスク評価、日本農学会（2008）外来生物のリスク管理と有効利用．養賢堂．

⑤地方公共団体や民間団体により、対策の対象となっている種（数字は対策事例数）

環境省自然環境局野生生物課(2009)平成20年度外来種対策事例等に関する調査報告書．

環境省自然環境局野生生物課(2012)平成23年度外来種問題調査検討業務報告書．

⑥専門家アンケートで、ハビタットや在来種への影響が大きい(74人中5名以上があげた）種（数字は回答者数）

ハビタットの種類：海洋島、水生植物群落、河原・崩壊地の貧栄養砂礫地、里山の二次草原、貧栄養湿地、砂浜海岸、高山植生、塩性湿地、雑木林・都市林、極相林、低地岩場、海岸の岩場

小池文人・小出可能・西田智子・川道美枝子(2010)専門家アンケートによる在来植物の脅威となる外来生物の重要度評価　https://www.jstage.jst.go.jp/article/hozen/20/1/20_KJ00010017170/_pdf/-
char/ja

⑦都道府県の外来種リストや条例に掲載されている種。なお、検討に当たっては2024年5月時点の掲載状況を参考とした。

⑧多くの河川で確認されている種と、確認される河川数が急激に増えている種（表の数字は3回の調査での確認河川数）

河川水辺の国勢調査１・２・３巡目調査結果総括検討〔河川版〕（生物調査編）平成20年3月　国土交通省河川局河川環境課
https://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/mizukokuweb/download/h17made_soukatu.htm

⑨緑化植物に関する三省調査で、法面緑化地周辺において逸出が確認された種（括弧内は調査実施主体の略）

環境省自然環境局・農林水産省農村振興局・林野庁・国土交通省都市・地域整備局・国土交通省河川局・国土交通省道路局・国土交通省港湾局（2006）平成17年度外来生物による被害の防止等に配慮
した緑化植物取扱方針検討調査委託事業報告書．
　なお、生態系への影響に対応した望ましい取扱方向（案）の対象種は、イネ科植物、ハリエンジュ、（外国産）在来緑化植物とされている。

⑩海外の評価

　　　　ISSG掲載種：Lists of Invasive Alien Species (IAS)，https://www.iucngisd.org/gisd/

⑪その他

検討会委員からの情報提供等

⑫2024年度に、リスト検討会委員、関係省、地方環境事務所及び地方公共団体等に行った意向調査であげられた種類。

※要注意外来生物リストは、生態系被害防止外来種リスト（平成27年3月時点のリスト）の作成当時に抽出根拠として使用された。生態系被害防止外来種リストの公表に伴い、要注意外来生物リストは発展的に
解消され、平成27年3月に廃止された。
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＜主な参考文献＞
引用形式（略称） 文献
IPCW Bossard, C. C., J. M. Randall and M. C. Hochovsky, 2000. Invasive Plants California's Wildlands. University of California, Berkeley. 360pp.
CABI Centre of Agriculture and Biosciences International. Invasive Species Compendium. https://www.cabidigitallibrary.org/product/QI
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WWND Holm, L., J. Doll, E. Holm, J. Pancho and J. Herberger, 1997. World weeds, Natural histories and distribution. John Wiley & Sons, Inc. 1129pp.
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琉球弧 大野照好・片野田逸朗，1999．琉球弧・野山の花．南方新書．
イネ 長田武正，1989．増補日本イネ科植物図鑑．平凡社．
観葉 尾崎章・河瀬晃四郎・山中雅也，1991．山溪カラー名鑑観葉植物．山と溪谷社．
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外来生物 自然環境研究センター，2008．日本の外来生物．平凡社．
園芸 鈴木基夫・横井政人，1998．山溪カラー名鑑園芸植物．山と溪谷社．
便覧 太刀掛優・中村慎吾，2007．改訂増補帰化植物便覧．比婆科学教育振興会．
樹の花３ 高橋秀男・勝山輝男，2000．山溪ハンディ図鑑3 樹に咲く花、離弁花①．山と溪谷社．
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※URLは2025年8月に参照。ただし、一部は平成27年のリスト作成時や過年度納品物の引用によるものがある。
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40(4): 527-533．

セイバンモロコシ

奄美野生生物保護
センター2024

奄美野生生物保護センター，2024．外来植物対策の優先度リスト．https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/alien-priority.html セイヨウミズユキノシタ

関東地方環境事務
所ほか2014

関東地方環境事務所・関東森林管理局・東京都・小笠原村，2014．世界自然遺産小笠原諸島生態系アクションプラン【第２期】．
ソウシジュ、リュウキュウマツ、テリハバンジ
ロウ、モンツキガヤ

大西・勝山2011 大西亘・勝山輝男，2011．伊豆半島に帰化したナス科の世界的侵略種ダイオウナスビ（新称）．植物研究雑誌，86(4): 253-255． ダイオウナスビ

加藤2004
加藤英寿，2004．在来植物を追いやる外来植物．神奈川県立生命の星・地球博物館（編），東洋のガラパゴス 小笠原－固有生物の魅力とその危機－，
pp. 107-113．

タイワンモクゲンジ

石嶺1987 石嶺行男，1987．琉球列島におけるサトウキビ畑の雑草植生の実態と強害草の生態・生理学的研究．琉球大学農学部学術報告，34: 95-185． タチスズメノヒエ

厚生労働省HP

厚生労働省，自然毒のリスクプロファイル：高等植物：チョウセンアサガオ類１（チョウセンアサガオ）．
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000060246.html
65. 厚生労働省，自然毒のリスクプロファイル：高等植物：チョウセンアサガオ類２（キダチチョウセンアサガオ）．
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000061069.
66. 厚生労働省，自然毒のリスクプロファイル：高等植物：ヨウシュヤマゴボウ．https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000079871.html

チョウセンアサガオ属、ヨウシュヤマゴボウ

藤本ほか1990
藤本滋生・松元健二・山中修・菅沼俊彦・永浜伴紀，1990．本邦に自生する植物の澱粉に関する研究第16報ツルドクダミ, モミジヒルガオ, ヤマノイモの澱
粉について．澱粉科学，37(1): 7-11．

ツルドクダミ

竹松・一前1987 竹松哲夫・一前宣正，1987．世界の雑草Ⅰ―合弁花類―．全国農村教育協会． ツルヒヨドリ
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橋本ほか2003 橋本佳延・服部保・石田弘明・赤松弘治・田村和也，2003．猪名川におけるトウネズミモチの分布．人と自然，14: 55-61． トウネズミモチ
橋本ほか2005 橋本佳延・服部保・石田弘明・戸井可名子，2005．国内における外来樹木トウネズミモチの野外逸出．ランドスケープ研究，68(5): 713-716． トウネズミモチ

藤原ほか2008
藤原道郎・大藪崇司・澤田佳宏・山本聡，2008．分布情報を基にした島嶼生態系における特定外来生物ナルトサワギク（Senecio madagascariensis
Pioret）の防除可能性．平成19年度共同研究報告書外来植物種のフェノロジーに関する解明と住民への情報発信・協働による駆除方法の検討，pp. 8-
17．兵庫県立淡路景観園芸高校．

ナルトサワギク

小池ほか2015
小池文人・小出可能・西田智子・川道美枝子，2015．専門家アンケートをもとにした一対比較による在来植物の脅威となる外来生物の重要度評価．保全
生態学研究，20: 87-100．

ナルトサワギク

Maesako et al.2007
Maesako, M., S. Nanami, and M. Kanzaki, 2007. Spatial distribution of two invasive alien species, Podocarpus nagi and Sapium sebiferum, spreading in a
warm-temperate evergreen forest of the Kasugayama Forest Reserve. Japan Vegetation Science, 24: 103-112．

ナンキンハゼ

奥川・中坪2009 奥川裕子・中坪孝之，2009．外来木本ナンキンハゼの逸出とその制限要因．広島大学総合博物館研究報告，1: 63-70． ナンキンハゼ
French,K.2021 French, K., 2021. Invasion by hawkweeds. Biol Invasions, 23: 3641–3652． ハイコウリンタンポポ
持田2012 持田誠，2012．帯広市新産外来種ハイコウリンタンポポ Hieracium pilosella L．帯広百年記念館紀要，30: 11-14． ハイコウリンタンポポ

立松2022
立松和晃，2022．福井県内で新たに確認された外来植物ハイコウリンタンポポ Pilosella officinarum F. Schultz & Schultz-Bip．福井市自然史博物館研究
報告，第69号: 97－100．

ハイコウリンタンポポ

植村2013 植村修二，2013．ハイコウリンタンポポ Hieracium pilosella L．の逸出．全農教・日本帰化植物友の会通信，No11． ハイコウリンタンポポ
勝山ほか2011 勝山輝男・支倉千賀子・小久保恭子，2011．伊豆諸島青ヶ島の維管束植物．Bull. Kanagawa prefect. Mus.(Nat. Sci.), 40: 7-34． ハナシュクシャ
田中・田中2018 田中優太朗・田中麻理，2018．屋久島における外来植物の観察記録．Nature of Kagoshima，44: 383-386． ハナシュクシャ、ベンガルヤハズカズラ

Mostow et al. 2021
Mostow R. S., F. Barreto, R. Biel, E. Meyer, and S. D. Hacker. 2021. Discovery of a dune-building hybrid beachgrass (Ammophila arenaria x A.
breviligulata) in the U.S. Pacific Northwest, Ecosphere 12, e03501.

ビーチグラス

Askerooth et al.
2024

Askerooth R., R. S. Mostow, P. Ruggiero, F. Barreto, S. D. Hacker. 2024. A novel hybrid beachgrass is invading U.S. Pacific Northwest dunes with
potential ecosystem consequences, Ecosphere 15, e4830.

ビーチグラス

Mostow et al. 2024
Mostow  R. S., F. Barreto, and S. D. Hacker.  2024. A hybrid beachgrass (Ammophila arenaria × A. breviligulata) is more productive and outcompetes its
non-native parent species, Oecologia 205, 81-94.

ビーチグラス

服部ほか1996
服部保・澤田佳宏・小舘誓治・浅見佳世・石田弘明，1996．都市林の生態学的研究Ⅰ．宝塚市ニュータウン内のオオバヤシャブシ－セイヨウイボタ群落．
人と自然，7: 73-87．

ヒイラギナンテン

askifas askifas　https://edis.ifas.ufl.edu/ ヒマワリカッコウ
NSW Government NSW Government　https://www.dpi.nsw.gov.au/ ヒマワリカッコウ
初島・天野1994 初島住彦・天野鉄夫，1994．琉球植物目録．沖縄生物学会． ヒメイワダレソウ
多和田・池原1989 多和田真淳・池原直樹，1989．沖縄植物野外活用図鑑第８巻ばら科～きつねのまご科．新星図書． ヒメイワダレソウ

角野2021
角野康郎，2021．富山県高岡市の湧水に野生化した外来水生植物ヒメウキオモダカ（新称）Sagittaria subulata (L.) Buch.（オモダカ科）．植物地理・分類
研究，69(2): 225-231．

ヒメウキオモダカ

森井・小玉2006 森井愛・小玉芳敬，2006．鳥取砂丘における植生被覆に伴う飛砂量の減少．地域学論集 鳥取大学地域学部紀要，3: 123-133． ヒメスイバ、マンテマ
naturplant3752 帰化植物メーリングリスト(naturplant@ml.affrc.go.jp)　naturplant: 3752 ヒメヒオウギズイセン

新垣2024
新垣裕治，2024．羽地内海及び屋我地島周辺におけるヒルギダマシ Avicennia marina 及びウラジロヒルギダマシ A. alba の分布拡大と駆除に関する考
察．名桜大学紀要，28: 1-8．

ヒルギダマシ

新垣ほか2013
新垣裕治・山田慶紀・比嘉博斗，2013．沖縄県屋我地島の饒平名干潟に分布拡大するヒルギダマシ (Avicennia marina) に関する研究: 国内移入したマン
グローブ種の分布動態．名桜大学総合研究所紀要，(22): 17-23．

ヒルギダマシ

伊藤ほか2001
伊藤風香・大窪久美子・馬場多久男，2001．南アルプス戸台川中、下流域における河辺植生に及ぼす帰化植物の影響．ランドスケープ研究，64(5): 577-
582．

フサフジウツギ

六甲山系電子植生
図鑑

国土交通省 近畿地方整備局 六甲砂防事務所，六甲山系電子植生図鑑．https://www.kkr.mlit.go.jp/rokko/rokko/vegetation/index.html フサフジウツギ

大窪・岡2005
大窪久美子・岡雅文，2005．三峰川水系における帰化植物フサフジウツギと在来近縁種の分布状況及び環境条件．ランドスケープ研究，68(4): 301-
304．

フサフジウツギ

猪瀬ほか2015 猪瀬礼璃菜・兼子伸吾・黒沢高秀，2015．福島県喜多方市ひめさゆりの丘の植物相と絶滅危惧植物の現状．福島大学地域創造，26(2): 124-141． ブタナ

藤井ほか2016a
藤井聖子・中村俊之・山ノ内崇志・角野康郎，2016．徳島県海部川水系母川における外来水生植物ラージパールグラス侵入の現状．水草研究会誌，103:
1-7．

マルバヒメアメリカアゼナ

金子2023 金子誠也，2023．熊本県恵津湖で新たな外来植物の侵入を確認．モニタリングサイト1000ニュースレター，16． マルバヒメアメリカアゼナ
水田2020 水田光雄，2020．[naturplant:6819] マルバヒメアメリカアゼナ(ラージパールグラス)の帰化について．帰化植物ML（naturplant@ml.affrc.go.jp）． マルバヒメアメリカアゼナ
中田・川住2015 中田政司・川住清貴，2015．富山県高岡市で野生化した外来水草ラージパールグラス．富山県中央植物園研究報告，21: 23-27． マルバヒメアメリカアゼナ
副島ほか1990 副島和則・山田卓三・長谷川二郎，1990．近畿地方におけるミカヅキゼニゴケの生活史．日本蘚苔類学会会報，5(6): 91． ミカヅキゼニゴケ
嶋村・出口2001 嶋村正樹・出口博則，2001．ミカヅキゼニゴケの胞子体について．蘚苔類研究，8(2): 54． ミカヅキゼニゴケ
Hattori1944 Sinsuke Hattori，1944．Hepaticarum species novae et minus cognitae nipponenses(Ⅱ)．植物學雜誌，58巻，pp. 1-7． ミカヅキゼニゴケ
久米2021 久米修，2021．香川県産植物目録・補遺５．香川生物，48: 63-73． ミズヒナゲシ

USDA2021
United States Department of Agriculture Animal and Plant Health Inspection Service，2021．Weed Risk Assessment for Hydrocleys nymphoides
(Alismataceae)．

ミズヒナゲシ

外来種影響・対策
研究会2008

外来種影響・対策研究会，2008．河川における外来種対策の考え方とその事例【改定版】－主な侵略的外来種の影響と対策－． ミズヒマワリ

麦倉ほか2022
麦倉佳奈・Eldrin DLR. Arguelles・鎌倉史帆・大塚泰介・佐藤晋也，2022．ミズワタクチビルケイソウCymbella janischii の近畿地方からの初記録およびそ
の生細胞の形態観察．Diatom，38: 49-53．

ミズワタクチビルケイソウ
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水産庁2024 水産庁，2024．外来魚に立ち向かう． ミズワタクチビルケイソウ
工藤2006 工藤洋，2006．日本産ジャニンジン・タネツケバナ・ミチタネツケバナ・コタネツケバナ (アブラナ科, タネツケバナ属) に関するノート．分類，6(1): 41-49． ミチタネツケバナ
Flora of China Flora of China　http://www.efloras.org/flora_page.aspx?flora_id=2 モウソウチクなどの竹類

南海日日新聞2024
南海日日新聞，2024．大瀬海岸で外来種駆除　浸食したモクマオウ伐採除去　奄美市笠利町（南海日日新聞2024年11月22日）．
https://www.nankainn.com/news/

モクマオウ

山田・辻村2020 山田宏之・辻村双葉，2020．奈良市における 4 種の観葉植物の都市定着現況に関する研究．土木学会論文集 G (環境)，76(6): II_91-II_99． ヤドリフカノキ

宮本ほか2007
宮本裕美子・石川愼吾・三宅尚，2007．外来種キツネノマゴ科ヤナギバルイラソウの生態学的特性と侵略性．日本生態学会第54回全国大会講演要旨
集．一般講演 P3-164．http://www.esj.ne.jp/meeting/abst/ESJ54/P3-164.html

ヤナギバルイラソウ

中村2019 中村肇，2019．名古屋市守山区におけるヤナギバルイラソウの記録．なごやの生物多様性，6: 93-94． ヤナギバルイラソウ
北海道白老郡白老
町2011

北海道白老郡白老町，2011．ヨコスト湿原自然環境調査報告書． ユウゼンギク

石狩浜海浜植物保
護センター2006

石狩浜海浜植物保護センター，2006．石狩川河口湿地部における植生モニタリング区設置と植生概況（2003年度石狩浜海浜植物保護センター調査研究
報告）．石狩浜海浜植物保護センター調査研究報告第２号．

ユウゼンギク

茨木ほか2015
茨木靖・大森威宏・勝山輝男・木下覺・久米修・木場英久・齋藤政美・野津貴章，2015．日本国内におけるヨシススキErianthus arundinaceus (Retz.)
Jeswiet. (イネ科)の分布と生育状況について．植物地理・分類研究，62(2): 85-92．

ヨシススキ

多和田・池原1979 多和田真淳・池原直樹，1979．沖縄植物野外活用図鑑第３巻帰化植物．新星図書． ヨシススキ
山田2015 山田守，2015．緑化植物 ど・こ・ま・で・き・わ・め・る．日本緑化工学会誌，41(2): 352． ヨシススキ
角野2013 角野康郎，2013．消えるアゾラ・クリスタータ、広がる雑種アゾラ．水草研究会誌，99: 44-50． 外来アゾラ類
群馬県環境森林部
自然環境課2012

群馬県環境森林部自然環境課，2012．群馬県の絶滅のおそれのある野生生物（群馬県レッドデータブック）植物編2012年改訂版． 外来クサフジ類

櫻井ほか2022
櫻井善文・矢部和夫・片桐浩司・椎野亜紀夫，2022．日本の寒冷地小河川におけるクサヨシ除去による沈水植物復元の検証．湿地研究，12: 早期公開版
1-15．

外来クサヨシ（リードカナリーグラス）

上山・久保田2009 上山泰史・久保田明人，2009．東北地域におけるクサヨシ遺伝資源の探索・収集．植探報，25: 25-28． 外来クサヨシ（リードカナリーグラス）
いがり2007 いがりまさし，2007．山渓ハンディ図鑑11日本の野菊．山と渓谷社． 栽培キク属
中田1997 中田政司，1997．園芸ギクが野生ギクを滅ぼす？（八尋洲東編集、朝日百科植物の世界Ⅰ種子植物双子葉類１），pp. 56．朝日新聞社． 栽培キク属

※URLは2025年8月に参照。ただし、一部は平成27年のリスト作成時や過年度納品物の引用によるものがある。
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